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この 『 ゲ ルマン 語 読本 』 は 英語 ・ ド イツ 語 (低地 ・ 高 地 )・ オ 
ラン ダ 語 ・ フ リ ジ ア 語 ・ ノ ルド 4 菅 語 ・ ゴ ー ト 語 の 計 9 言語 か 
ら 選 ん だ 平易 た テ ギ スト 24 点 と その 訳注 を 収め , 最後 に こと わ 
ざと , 本 書 に 出 て きた 基本 的 な 単語 約 1870 語 を 戦 せ て いる 。 

10 年 ほど 前 , V. Hrub?, Vergleichende Grammatik der 
slavischen Sprachen (Wien und Leipzig, ca. 1908?) や Erich 
Berneker: Slavische Chrestomathie. Strassburg 1902. に 
接し て , ゲル マン 語 な も と の よう な 本 が あっ た ら な あ , と 思っ 
た こと が , 本 書 誕生 に つなが っ て いる 。 上 記 2 書 は , 語 功 が つ 
いて いる と は いえ , 訳文 が な いた め , これ ら の 言語 に か な り 精 
通し て いな いと , 簡単 に は 読め た いと いう 5 欠点 が ある 。 本 書 は 
その 点 も 十分 に 考慮 し て 作っ た 。 

読者 諸 賢 の 御 意見 ・ 御 数 示 を お 願い する 次 第 で ある 。 

最後 に , 複数 言語 読本 と いう 特殊 な 本 を 出版 し て くだ さっ た 
大 学 書林 の 佐藤 政 人 社長 と , 校正 を 丁寧 に 読ん で 助言 を いた だ 
いた 尿 池 正 徴 編集 長 に 厚く 御礼 申し あげ る 。 
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略 号 表 ( 主 に 語 拒 に お いて ) 


ae. 王 altenglisch ( 古 期 英語 ) 
ahd. =althochdeutsch ( 訓 期 高地 ドイ ツ 語 ) 

an. altnordisch ( 訓 代 ノル ド 語 ) 

bm. =bokmal (ノル ウェ ー 書 物語 , ノル ウェ ー 人 口 の 80) 
dd deutsch (ドイ ツ 語 : 西 グル マン 語 : 1.1 億 ) 

da. =dansk (デン マー ク 語 : 北 ゲ ルマン 語 , 550 万 ) 

e. =englisch (英語 : 西 ゲ ダル マン 語 : 5 ご 10 借 ) 

f. =femininum (女性 ) 

fri。 王 friesisch (フリ ジア 語 : 西 ゲ ルマン 語 i 40 万 ) 

g0t. otisch (ゴー ト 語 : 東 ゲ ルマン 語 ) 

hd. ochdeutsch (高地 ドイ ツ 語 ) 

1Sl. isIandisch (アイ スラ ンド 語 ? 北 ゲ ルマン 語 i26 万 ) 
krimgot. 王 krimgotisch (クリ ミア ・ ゴー ト 語 ) 

m. masculinum (男性 ) 

me. ittelenglisch (中 期 英 語 ) 

















n. neutrum (中 性 ) 
nd. iederdeutsch (低地 ドイ ツ 語 ) 
ndl iederlandisch (オラ ンダ 語 ? 西 ゲ ルマン 語 : 1850 万) 





nn. 三 nynorsk ( 新 ノ ルウ ェ ー 語 , ノル ウェ ー 人 口 の 20%) 
n0. orsk (ノル ウェ ー 語 : 北 ゲ ルマン 語 ? 430 刀 ) 

pl. pluralis ( 覆 数 ) 

pp. participium praeteriti ( 過 示 分 詞 ) 

Dr Draesens (現在 ) 

pt. ーpraeteritum (過去 ) 

Sg. ingularis (単数 ) 

sup. 三 supinum (スピ ヌ ム ) スウ ェ ー デ ン 語 過去 分 詞 の 中 性 形 ) 
sy。 svensk (スウ ェ ー デ ン 語 : 北 ゲ ルマン 語 : 850 ) 












ルー 























は し が き 

略語 表 

参考 書 

1. 英語 (English) 
1.1 Beowulf (ca. 1000).… 10 
1.2 Aelfric の 文法 (ca. 1000) 12 
1.3 John of Trevisa (1385) 14 


1.4 The History and Fables of Aesop (1484) 
2. ドイ ッ 語 (Deutsch) ……………… 
2.1 Von dem Fischer un syner Fru (1812) 
Von dem Fischer und seiner Frau 
「 漁 大 と その 奏 」 低 地 ド イツ 語 * 高 地 ドイ ツ 語 対 時 
3. フリ ジア 語 (Frysk) ee 
3.1 De Friezen フリ ジア 人 (20 世 紀 ) 
3.2 De Fryske taal フリ ジア 語 … 
4. オラ ンダ 語 (Nederlands) 
4.1 Het vrouwtje van Stavoren (20 世紀 ) 
スタ フォ ー レ ン の 婦人 
〔 付 ] Grimm : Deutsche Sagen, No. 240 
4.2 Uit “Max Havelaar "van Multatuli (1860).. 
『 マ ックス ・ ハ ヘー フェ ラー ル 』 より 
5。 デン マー ク 語 (dansk) .…. 
5.1 H.C. Andersen: Prinsessen Da erten 835) .… 60 
えん どう 5 豆 の 上 に 寝 た お 姫 さま 
= 

















5.2 S. Kierkegaard : Liljerne pa marken 
og himmelens fugle (1843). 
野 の 再 合 と 空 の 鳥 
5.3 Fra Orbis Sensualium Pictus (1657) 
絵 で 見 る 世界 「 旅 人 」 
6. スウ ェ ー デ ン 語 (svenska) 
6.1 S. LagerlGf: Legenden om julrosorna (1908) .… 
『 ク リス マス の ば ら 』 よ り 
6.2 E. Tegner: Frithiofs saga (1825) …………………. 
『 フ リ チ ョ フ の サガ 』 よ り 
The Viking World . 
7. ノル ウェ ー 語 (norsk) . 
7.1 Eventyret om gutten som ikke ville ga pa 
skolen 学校 に 行き た が ら な か っ た 男の子 の 話 
(bokmal-nynorsk 対 周 : 訳 な し ).…………… 
7.2 K. Hamsun: Markens grede (1917) 
『 土 の 目 み 』 よ り 
8。 アイ スラ ンド 語 (fslenska) 
8.1 fr4 Volosp6『 巫 女 の 予 言 』 より 2 
8.2 Norrgn (=Old Norse) Ordtak .… 
古代 ノル ド 語 の こと わ ぎ 
8.3 Saga fslands アイ スラ ンド の 歴史 (20 世紀 ) 
9. ゴー ト 語 (Gothic, Gotisch) 
9.1 主 の 祈り 4 世紀 ) .… 
9.2 Crimean Gothic, Krimgotisch (1589) 
9.3 マー ト 語 短文 
10. こと わざ ぎ (Germanic proverbs) 
11. 主要 ゲル マン 語 反 1870 語 .…. 
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1. 英語 (English) 


言 許 人 口 510 億 。17 世紀 に は 英国 人 は 「 英 語 は わが 島国 以 
外 に は 話さ れ て いた ない 。 稼 , 島国 の 中 で も 全部 に は 行わ れ て い 
な い 」 と 嘆い た も の だ っ た 。 その 後 , 植民 地 拡大 に よっ て , 18 
世紀 の 始め に は 英語 を 操る 者 2000<3000 万 に 達し た 。 

[歴史 ] Old English (ca. 700-1150): Beowulf (8 世紀 初 ) 
Miqdle Engtish (ca. 1150-1500) : Chaucer (1340?-1400) 
Modern English (ca. 1500-) : Authorized Version (1611) 
Shakespeare (1564-1616) 





[Old Rnglish 文法 ] 

『: E[aeli g- 日 ]j se- 各 -]: 母音 間 の f [yp [8] 
男性 se feeder, 女性 seo modor, 中 性 Daet Gild 
複数 PA federas, pa modor, madru, pa ldru 
格 変化 : se deeg ( ゴ dags, 古 ノ dagr, 古 ド tag)=the day 





主格 se deeg 複数 Pa dagas 
届 格 aes daeges Dara daga 
与 格 DEm dasge mdagum 
対格 Done deeg Da dagas 


形容 詞 : 強 変化 g6d cyning “(⑱) good king” 
弱 変 化 se goda cyning “the good king" 

動詞 の 4 基本形 (テキ スト の 中 か ら ): 

不定 調 過去 単 数 過 示 複数 過 打 分 詞 
(ge)beodan (St.2) 提供 する bead budon boden 
egsian (W.2) 恐れ さす egsode egSodon egsod 
findan (St.3) 見 出す fand fandon fnnden 
fremman (W.1a) 行 ぅ fremede fremedon fremed 
(ge)frignan (St.3) 尋ね る freegn fragnon gefrugnen 











gieldan (st.3) 払う geald guldon golden 


hieran (w.1b) 聞く hierde hierdon hiered 
SCulan (aux.) べき で ある scolde scoldon 一 一 
(ofDteon (st.2) 引く teah tugon togen 
jeon SE.1) 栄え る Ph jigon jigen 
weaxan (st.7) 成長 する Weox weoxon Weaxen 
Wesan (aux.) で ある wees 。 w5Eron 一 一 


[Middle English 文法 ] 
文法 性 : je fader, peo/pe moder, pet/pe child 
複 数 : Deo/je faderes, moderes, children 
形容 詞 : 強 変化 god(e) king “(8) good king” 
gd(e) cwene “(a) good queen” 
g6d child “ (@) good child/ 
弱 変 化 je gode king (cwene, child) 
動詞 の 4 基本 形 (テキ スト の 中 か ら ): 


不定 渦 過去 単数 過 示 複数 過 地 分 詞 
begynnen (st.3) 始ま る begann begunnen begunnen 
beon, ben で ある was weren ban, yben 
beren (st.④ 生む ber beren borne 
conteynen (w.) 含む conteynede -n conteyned 
cunnen (aux.) で きる coude couden cuP 
drawen (st.6) 引く dreuh drowen idrawen 
eten (St.5) 食べ る at eten geeten 


habben (W.3) 持っ て いる hefde hefdsn had(de), hade 
holden (st.7) 保っ heold heolden iholden 


knowen (st.7) 知る kneu knew(en) yknowe 
leven (WJ) まる ]afte leften yleft 
Speken (St.5) 話す spak speken ispoken 


Wonen (W.) 佳 せ wonede woneden  iwunet 








1.1. Beowulf (ca. 1000) 


Old English で 書か れ た 3182 行 の 叙 事 時 。 成 Y は 730 年 ご 
ろだ が , 写本 は 1000 年 どろ, Late West Saxon で 書か れ て い 
る 。 作者 (不明 ) は デン マー ク 人 の 英雄 車 有 床 を た た え , ゲー ア 
タス 族 (Geatas, cf. G6teborg) の 英 礁 Beowulf ('bee-wolf ') 
が 悪魔 の 象徴 で ある 公 物 Grendel を 倒す さま を 語る 。 各行 は 
2 つの 半 行 (hemistich, half-ine) か ら 成 り , 前 半 行 と 後半 行 
は 頭 彰 (Alliteration) で 結 ざ れ て いる 。 太字 は 頭角 字 を 表わす 。 
テキ スト は Fr. Kiaeber 刊 Beowulf (Boston 1950) より 。 





HwastF We Gar-Dena! in geardagum, 


DGodcyninga, prym gefrunon, 

ha ja sepelingas* ellen fremedon. 

Oft Scyld Seefing* geeajena' Preatum 

monegunl meegum, meodosetla ofteah, 

egSode" eorlas. Syjpan rest WearP 
feasceaftt funden, he jees frofre gebad 

weox under wolcnum, weorjpmyndum ah 

opeet him SghwyIC Para ymbsittendra 

ofer hronrade*t hyran scolde, 

gomban gyldan. Bst waes god cyning! (1-11 行 ) 
1. hweet! 詩人 (scop) が 吟 唱 の 前 に 有 聴 染 に 呼び か ける 。 

2。 Gar-Dene ( 栓 を 持て る デー ン 人 ) の 選 格 : Gar, cf, Bdgg た 
3. gear- は Gar- と 頭 彰 を 申 む た め に [geiar] と 読む 

4. speling (prince, hero) の 複数 。-ing, cf. Scefing. 

5. Scyld Scefng: Scefing [ske:ving] 族 の Scyld [skyld]= 


き /Skjoldr [:shield] : sc- は 頭 間 の た め [sk-]。 
6. sceapa (enemy) の 複数 属 格 [Schaden] 


= 大 









[Modern English literally] 
Lo! We of the Spear-Danes in days of yore 


of the tribe-kings, the glory heard, 

how the princes deeds of valour did. 

Oft Scyld Scefing from the troops of enemies, 
from many nations, mead-seats took aWaY, 
terrified the nobles. Since earliest wa 
destitute found, he experienced joy for that 
greW under heaVens, throve in honour, 

until him each of those sitting around 
over the whale-road obey should, 

to pay tribute. That was a good king! 
Translation] 


Lo! We have heard of the glory of the kings of Spear- 
Danes in days of yore, how those princes did deeds of 
valour、 Oft Scyld Scefing took away mead-seats from 
the troops of enemies, from many peoples, terrified the 
nobles. After he was found a Waif he experienced coOn- 
solation for that, ourished under the heavens, throve 
gloriously、until each of the neighbouring tribes, acrOSS 
the whale's road, was obliged to obey him, and pay him 
tribute. That was a noble king! 

7. reat (troop, crow び ) の 複数 与 格 (.… か ら )。 

8. ofteon ( 強 変化 2 類 ) 「 泰 う 」 の 過去 3 単 ziehenl。 

9. egsian (terrify) の 過去 3 単 。 

10. wearp funden (was found) 受動 診 助 動詞 rwerden と 隊 じ 。 
11. feasceaft (destitute) 
12。 <jeet (that) の 副詞 的 居 格 「 そ の と と の た め に 」。 
13. <peon (thrive) の 半 [rgedeihen]。 

14. hronrad (whale-road) 2 語 で 1 概念 を 表わす 。 kenning. 
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1.2. Aelfric の 文法 (ca. 1000) 


Dorset の Cerne 修道 院 の 教師 Aelfric ( 後 Eynsham の 修 
道 院長 ) は 説教 集 , 理 者 伝 。 ラテ ン 語文 法 (Priscianus minor 
に よる ) と 語 集 を 書い た (987-998 ご ろ )。 こ と と に は 了 , Zupitza 
刊 4e/ 7@222277 7 G/osse7 (Berlin 1880, 第 2 版 
1966) か ら 品 詞 と 語源 の 部 分 を 取り 上 げ る 。 Zupitza テキ スト 
で 大 文字 の 部 分 は イタ リッ ク で 示す (スペ ー ス 人 節約 の た め )。 


777g772 27S/0265 7 の 27977C76 77 が 5。 

7 が 42 On gTecisc iS yg on 1eden and on englisc 
Stepf。 and gy が 77cg iS stgpfcraeft.… se crgeft heef6 pritig 
t6d (⑪) jst forme t6dAl is gox stemn, (TI) jaet 66er 
gg staef, (IT) pet jpridde js sg02 stefgefegs. be 
jsum Srim t6dAlum we awriton on forewerdre jpyssere 
be6c. sefter Sisum we tella6 oc/o 477es 072 が 0 が 5 jeet synd 
jeahta dlas 16densprce, be 8Am je peos b6c js geset 
ac we secgaS her, peet feower 848ra dla synd ec/2 が 77 
Deet ijS declinigendltce. DA Sry man gebig6 on casum: 
97 の 2% andl 797 の 72 and の 777c め 2470。 96 の の の 2 Di6 gebiged 
in 607S, De iS on gemetum o66e on SAre spr 旬 ce wison.… 

(XVIIT) Sum jera hatte ez270g25。 jet isS namena 
ordfruma and gescead, hwi hi swA gehAtene sind. 7ey 
Ccyning iS gecweden 7ege20, jeet iS fram recend6me, 
for6an Se se cyning sceal mid micelum wisd6me his 6ode 
wissjan and bewerjan mid crgsfte. oz mann is gecweden 
fram Zzz の , DSEt iS fram moldan, forpan Se s6o eor6e waes 
mannes antimber : and swa gehwylce Gre. 
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〔 訳 ] 文法 の 30 の 部 分 (30 章 ) 

ギリ シア 語 gramma は ラテ ン 語 で Iittera, 英語 で stef に 
あたる 。 grammatica は stasfcreeft (文字 の 術 , 文法 ) で ある 。 
文法 は 30 の 部 分 か ら 成る 。(⑪) 第 1 部 は 声 。 (IT 第 2 部 は 文字 , 
(II) 第 3 部 は 音 館 で ある 。 と の 3 つ に つい て は 本 書 の 序文 に 
書い た 。 と れ ら の あと 8 つの 品詞 ( 文 の 諸 部 分 partes oratio- 
nis) を 数 える 。 そ れ は ラテ ン 語 の 8 つの 部 分 で 。 それ に 従っ て 
本 書 も 組み 立て られ て いる 。 す な わ ち , それ ら の 部 分 (品詞 ) の 
うち の 4 つ は declinabilia,。 つま り 曲 用 し うる 。3 つの 品詞 は 格 
に よっ て 変化 する : 名 詞 , 代名詞 , 分 詞 。 動詞 は modus, す 
な わ ち 測定 (gemet) ある い は 言葉 の 方 法 (spraece wison) に し 
た が っ て 変化 する [動詞 も 含め 4 つが declinabilial。 (XVIT) 
それ ら の 1 つ は ethimologia (語源 )。 すなわち 名 前 の 起源 と , 
それ ら が どう し て そう 呼ば れる か の 解 で ある 。Tex ( 王 ) は 統 
治す る こと に より (a regendoO) と の よう に 呼ば れる 。 な ぜ な 
ちら, 王 は 大 な る 英知 を も っ て 人 民 を 導き , 巧み に 守ら ね ば な ら 
な いか ら で あ る 。homo (人 間 ) は 大 地 か ら (humo) 生れ た も の 
で ある が ゆえ に , こう 呼ば れる 。 なぜなら , 大 地 は 人 間 の 原料 
で ある か ら 。 他 も それ ぞ れ 同様 で ある 。 


〔 注 ] 1. stsef . 文字 , cf rBuchstabe 文字 (本 の 権 : ルー 
ン 文字 が 権 で 出来 て いた こと か ら )。 

2. staefgefeg, . 文字 の 組み 合わ せ , gefeg, cf. Geftige. 

3. casus 英語 に 訳せ ば fiell feall 娘 。 cf. Fall. 

殺 nomen は nomen substantivum (名 詞 ) と nomen adjec- 
tivum (形容 詞 ) を 含む 。 

5. 正しく は etymologia (Cicero が 訳し た veriloquium ょ い 
う ラ テン 語 は 定着 し な か っ た )。 

6. homo (人 間 ) の 語源 が humus (大 地 ) か ら 来 て いる と いう 
説 は 正 し い 。 印 貞 語 根 *dhghem- “earth”,*khamaf 地下 
に , szemlja 地球 , 大 地 。 
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1.3. John of Trevisa (1385) 


に (月 WehOfeR (Chester) の 僧 Ranulph Higden (1364 年 滋 ) 
が ラテ ン 語 で 書い た 7o が czozzcoZ (天地 創造 か ら 1327 年 まで 
の 歴史 ) を John of Trevisa が 英語 に 訳し た も の (1385)。 第 
1 巻 59 章 De incolarum linguis (住民 の 言語 に つい て ) より 。 
W. Caxton (1482) の 英語 を 付す 。 

As hyt ys y-knowe! hous5 meny maner people* bup' in 
js ylond% jper bu also of so meny people longages and 
tonges*: nopeles Walschmen and Scottes, jat bu no2t9 
ymelled? wip oper nacions, holdep wel ny2% here furste 
ongage and speche, bote seft Scottes, Dat Were som 
tyme confederat and wonede# wip pe Pictes!% drawet 
somwhat after here speche. Bote je Flemmynges%, pat 
wone in jpe west syde of Wales, habbep y-left!% here 
strange speche and spekep Saxonlych? y-now. 

= テ W. Caxton (1482) : As  iS knowen how many maner 
peple ben in this Ilond ther ben also many langages and 
tonges. Netheles walshmen and scottes that ben not 
medled with other nacions kepe neygh yet theyr first 
]angage and speche/But yet tho scottes that were somtyme 
confederate and dwellyd with pyctes drawe somwhat after 
theyr speche/But the Flemynges that dwelle in the West- 
side of wales have lefte her straunge speche & speken 
lyke to saxons. 


1385 年 Rngland の 言語 状況 


〔 訳 〕 周知 の よう に , この 島 に は 多く の 民族 が いる が , それ と 
同じ 数 の 民族 の 言語 (gentium linguae) が ある 。 し か し ウェ ー 
ルズ 人 と スコ ュ ッ トラ ンド 人 は 他 の 民族 と 合流 し て いな い の で , 
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語 は ほとん ど そ の まま 保持 じ で いる 。 と は いえ , か つ 
て ビク ト 人 と 同 明 関 係 に あり 一 緒 に 住ん な で いた ス ュ ッ ト ラ ンド 
人 は , 彼ら の 言語 を 少し は 取り 入れ て いる か も し れ な い 。 た だ 
し ウェ ー ル ズ の 西側 に 住ん を で いる フラ ンダ ー ス 人 は 彼ら の 風 変 
りな 言 語 を 捨て て , 十分 に サク ソン 語 を 話し て いる 。 


〔 注 ] 1. y-knowe ニ knowen, y- は 過去 分 詞 に 付く 接頭 詳 。 
き rg6。 kgey zga- に 当たる 。 本 米語 だ け で な く , yrusedi 
y-chaunged の よう に ロマ ンス 語 か ら の 借用 語 に も 用 いた 。 

2. hou2 meny maner people=how many maner peple 
squot gentes (how many kinds of peoples), 

ふ bup=ben. 以下 holdej, spekep な ども 同様 。 

4 ylond 三 > iegland (前 半 は aqua, ahwa), xisland. 

5. longages and tonges 王 langages and tonges 三 glinguae. 
ロマ ンス 語 と 英語 を 併記 し た も の (tautological synonymy)。 

6. no2t 三 ェ naught。 ne Wiht (一 つも .…… な い )。 

7. y_melled 三 medled (混合 し て )。 

8. wel ny2=neygh, cf. neighbor。 rnahe, beinahe. 

9. here=theyr. ノル ド 語 形 が * ま だ 浸透 し て いな か っ た 。 

10. longage and speche=sidioma ( 注 5 と 同じ )。 

11. bote 5ef "except that ". 

12. wonede=dwellyd.「 住 む 」 は ゲル マン 語 の 内 部 で も 異な 
っ て いる : szlive、kwohnen, ヶ bo. 

18. Ticts「 ビ ピクト 人 」 は Scotland の 北東 部 人 に 3 世紀 末 か ら 
9 世紀 の 中 頃 ま で 定住 し , 845 年 Scots に 征服 され た 民族 。 

14. drawe (接続 法 )= ッ contraverint. 

15. Flemmynges: 12 世紀 初頭 か ら Pembroke に 移住 し た 。 

16. yleft, 18、 yanow (=enough) の y- は と も に ge 

17. Saxonlych「 サ クッ ン 風 に 」 話す と は 「 サ クソ ン 語 を 」 話 
すこ と 。 cf. ぅ Romanice lodnor 「 ロ ーー 風 ロマ ン 
ス 語 を 話す 」, ロシア 語 ふ govorit po-russki 「 ロ シア 式 に 
話す , ロシア 語 を 話す ] と いう 。 
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1.4. The History and Fables of Aesop 


Translated and Printed by Wiliam Caxton at West. 
minster 1484. A Facsimile edition prepared by Ichiro 
Handa. Tokyo University of Foreign Studies 東京 外国 語 
大 学 語学 教育 研究 協議 会 1979. 284 pp. 
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Here begynneth the book of the subty1 historyes and 
Fables of Esope whiche Were translated out of Frensshe 
i to Englisshe by Wiliam Caxton at Westmynstre. Im 
the yere of oure Lorde M.CCCC. lxxxiv. 

First begynneth the lyf of Esope with alle hi fortune 
how he was subtyll wise and borne in Grece not ferre 
fro Troye the grauntina Towne named Amoneo whiche 
was amonge other dyfformed and euylle shapen. For he 
had a grete hede, large YSage。 longe jowes, Sharp eyen, 
a short necke, corbe backed grete bely, grete leggeS, and 
]arge feet. And yet that whiche was Werse he Wa8 dombe 
and coude not speke but not withstondyng al this he had 
a grete wytte and WaS gretely IngenyOuS subtyll in cavyL 
]acions and joyouse in Wordes. 

This historye conteyneth how he excused hym of that 
was imposed to hym that he shold have eten the fygges 
of his lord. 
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2. ドイ ツ 語 (Deutsch) 


[歴史 ] Althochdeutsch (750-1050): Tatian (ca. 830) 
Mittelhochdeutsch (1050-1500) : Nibelungenlied (ca.1200) 
Neuhochdeutsch (1500-) : Luthers Bibel (153④ 


[低地 ドイ ツ 語 Niederdeutsch] Fritz Reuter (1810-1874), 
Klaus Groth (1819-1899) の より 文学 語 の 地位 を 獲得 。 
西 か ら 並 べ て , 次 ぎの 方 言 が ある : Niederfrankisch (Rotter- 
dam, Brtisse), Niedersachsisch (Hamburg, Bremen), West- 
信 lisch (Miinster, Paderborn), Schleswig-Holsteinisch (Kiel, 
Libeck), Ostfalisch (Hannover, Magdeburg), Mecklenbur・ 
gisch (Rostock, Pommern), Markisch (Brandenburg) 


[漁師 と その 奏 」 (ボソン メ ルン 方言 ) の 若干 の 音韻 対応 : 
: Barge=Berge, kamen 三 kommen 

sad 王 sagte, awer 三 ber 

doot=tot, st6d 王 stie は 

hest=(du) hast, hen=hin 

tkeen=kein, lewe=lieb 

hoge=hohe (高い ), seeg 三 sah 

反 =ich, ook 三 auch 

leep=lief, upauf 

dat ニ das, swart 三 schWafZ 

Fru=Frau, Huser= 昌 auser 

bin=(ich) bin, gtng 三 ging 

blywen=bleiben,lewen 三 leben 

by=bei。 syn 三 sein 
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グリ ム 童 話 (Kinder- und Hausmarchen der Brider Grimm, 
周 し て KHIM) は 1812 年 に 第 1 巻 86 話 ), 1815 年 に 第 2 巻 (70 
語 ) 計 156 話 が 出版 され , 第 7 版 (1857 年 。 200 話 十 子 供 の た 
め の 亜 者 伝 10 話 ) が 最終 且 と し て 今日 に 氷 っ て いる 。 と の う 
ち , 『 漁 師 と その 妻 』(KHM 19) を 原文 低地 ドイ ツ 語 ボン メル 
ン 方 言 (Pommersch) と 高地 ドイ ツ 語 の 対訳 で 掲げ る 。 


2.1. Von dem Fischer un syner Fru 


1. Dar WGGr maal eens en Fischer un syne Fru, de 
waanden tosamen imim PiRputt。 dicht an der See, un de 
Fischer gting alle Dage hen un angeld: un he angeld un 
angeld. 

2. So seet he ook eens by de Angel un seeg jammer in 
dat blanke Water henin: un he seet um seet. 

3. Do ging de Angel to Grund, deep dnner, un as he 
se heruphaald, so haald he enen grooten Butt heruut. Do 
sad de Butt to em: <H6r mal, Fischer, ik bidd dy, laat 
my lewen, ik biin keen rechten Butt, 肖 btinm verwinsch- 
ten Prins. Wat helpt dy dat, dat du my doot maakst? Ik 
wirr dy doch nich recht smecken: sett my Wedder in 
dat Water un laat my swemmen.》 

4 一 Nu>, sad de Mann, du bruukst nich so veel 
Wo6Grd to maken, eenen Butt, de spreken kann, hadd 
doch wol swemmen laten.》 

5. Mit des setCt he em wedder in dat blanke Water, do 
gtng de Butt to Grund un leet enen langen Strypen 
Bloot achter sik、 Do stiinn de Fischer up un ging na 
syne Fru inmn PiBputt. 


















































Von dem Fischer und seiner Frau 


1. Es war einmal ein Fischer und seine Frau, die wohnten 
zusammmen in einer kleinen Fischerhttte, dicht an der See, 
und der Fischer ging alle Tage hin und angelte: und er 
angelte und angelte. 

2. So sa8 er auch einmal mmit seiner Angel und sah immer 
in das klare Wasser hinein : und so sa er nun und sa 
3. Da ging die Angel auf den Grund, tief hinunter,und 
als er sie heraufholte, da holte er einen groBen Butt 
heraus. Da sagte der Butt zuihm: >HHGr' mal, Fischer, 
ich bitte dich, laB mich leben: ich bin kein richtiger 
Butt, ich bin ein verwunschener Prinz. Was hilft dir's, 
wenn du mich totmachst? Ich Wirde dir doch nicht recht 
schmecken! Set2' mich wieder ins Wasser und 1aB mich 
schwimmen.《 

4. 一 >Nun<,。 sagte der Mann, >du brauchst nicht so 
viele Worte zu machen: einen Butt, der sprechen kann, 
werde ich doch wohl schwimmen assen. く 

5. Damit setzte er ihn wieder in das klare Wasser: da 
ging der Butt auf den Grund und lieB einen langen Streifen 
Blut hinter sich. Da stand der Fischer auf und ging zu 
seiner Frau in die kleine Hitte. 
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6. Manny, sad de Fru, <hest du htt niks fangen?> 一 
Ne >, sad de Mann, < fing enen Butt, de sad, he woor 
en Verwiinschten Prins。do hebb ik em wedder swemmen 
]aten. ゅ 一 <Hest du dy denn niks winschd?》 sad de Fru. 
《Ney, sad de Mann, <wat schull ik my winschen?> 

7. 一 Ach>, sad de Fru, <dat is doch awel hyr man 
jammer in'm PiBputt to Waanen, dat stinkt un is so eeklig : 
du haddst uns doch ene Iittje HGtt winschen kunnt. Ga 
noch hen un roop em : segg em, wy wahlt ne Ittje Hitt 
hebben, he dait dat gewiB.> 

8. 一 Ach>, sad de Mann, <wat schull ik door noch 
hengaan?》> 一 1!》, sad de Fru, <du haddst em doch fangen, 
un hest em wedder swemmen laten,he dait dat gewiB. 
Ga glyk ben.》 De Mann wull noch nich recht, wull 
awerst syn Fru ook nich to Weddern syn un ging hen 
na der See. 

9. As he door k6hm, wGGr de See ganB gr60n un geel 
un goor nich meer so blank, So ging he staan un sad: 
10. Manntje, Manntje, Timpe Te, 

Buttje, Buttje in der See, 
Myne Fru de Ilsebill 

Wil nich so, as 普 wol will> 










6. > Mann <。 sagte die Frau, >hast du heute nichts ge- 
fangen?< 一 》 Nein <。sagte der Mann, > ich ing einen Butt, 
der sagte, er ware ein verwunschener Prinz, da hab ich 
ihn wieder schwimmen lassen.< 一 >Hast du dir denn 
nichts gewinscht?< sagte die Frau. >Nein<, sagte der 
Mann, >Was sollte ich mir denn winschen? 

7. 一 》Ach<, sagte die Frau,。 >das ist doch ubel immer 
hier in der Hitte zu Wohnen, die stinkt und ist so eklig. 
Du hattest uns doch ein kleines Hauschen wiinschen 
kennen。 Geh noch mal hin und ruf ihn! Sag 抽 m, wir 
wollen ein kleines Hauschen haben, er tut das gewiB. く 
8 一 >Ach<, sagte der Mann, >was soll ich da noch mal 
hingehen?< 一 >Ihe, sagte die Frau, >du hattest ihn doch 
gefangen und hast ihn wieder schwimmen lassen: er tut 
das gewiB. Geh gleich hinl< Der Mann wollte noch nicht 
recht, wollte aber auch seiner Frau nicht zuwiderhandeln 
und ging hin an die See. 

9. Als er dorthin kam, war die See ganz grin und gelb 
und gar nicht mehr so klar. So stellte er sich hin und 
Sagte : 

10. >Manntje, Manntje, Timpe Te, 

Buttje, Buttje in der See, 

Mine Fru, de Ilsebil, 

Wil nich so, as 政 wol wil.e 








11. Do ko6hm de Butt answemmen un sad: Na, wat 
will se denn?> 一 <Achy, sad de Mann, < 旋 hebb dy doch 
fangen hatt, nu sad myn Fru, ik hadd my doch wat 
Wunschen schullt. Se mag nich meer imn PiBputt Wanen, 
se Wull geern me Hitt. ゅ 一 《Ga man hen》, sad de Butt。 
se hett se all》 

12. Do ging de Mann hen, un syne Fru seet nich meer 
in'n PiBputt, dar stinn awerst ene littje HGtt, un syne 
Fru seet vor de D8hr up ene Bank. Do n6hm syne Fru 
em by de Hand un sd to em: <IKumm man herin, sh, 
nu iS dat doch Yeel beter.》 

13. Do gingen se henin, un in de Hitt was een 1Gttjen 
Verplatz un en Itttje herrliche Stuw un Kamer, wo jem 
eer Beed stinn, un KA_k un Spysekamer, allens up dat 
beste mit Gera&dschoppen un up dat sch6nnste upgefleyt, 
un Mischen (Messing), wat sik darin he66rt. Un 
achter was ook en 1Gttjen Hof mit HGnern un Aanten, 
un en 1Gttjen Goorn mit Gr6nigkeiten un Aaft (Obst). 
14. <Sih》,sad de Fru,<js dat nich nett?y 一 <Jay, sad 
de Mann, so schalTt blywen, nu wahl Wy recht vergn66gt 
lewen.> 一 <Dat wahl Wy uns bedenken》, sad de Fru. Mit 
des eeten se Wat un gingen to Bedd. 





漁師 小屋 か ら 庭 つき の 家 に 移っ た 漁師 の 妻 は これ に 満足 で き 
ず 今度 は お 城 (Schlo8) に 住み た いと いっ た 。 図 に 乗っ た 妻 
は , 次 ぎ に 王 様 (KGnig) に な り た いと 言い , と れ が 叶え られ る 
と 。 今度 は 皇帝 (Kaiser) に な り た いと 言っ た 。 最後 に , 法王 
(Papst) に , そし て , 遂に 神様 (Gott) に な り た いと 言っ た 。 













11. Da kam der Butt angeschwommen und sagte: >Na, 
was will sie denn?< 一 >Ach<, sagte der Mann, >ich hatte 
dich doch gefangen. Nun sagt meine Frau, ich hatt' mir 
doch was wtnschen sollen. Sie mag nicht mehr in ihrer 
Hitte wohnen, sie wi gern ein kleines Hauschen.< 一 
>Geh nur hin<, sagte der Butt, >sie hat es schon. く 

12. Da ging der Mann hin,und seine Frau saB nicht 
mehr in der kleinen Fischerhttte: an ihrer Stelle stand 
jetzt ein Hauschen, und seine Frau sa vor der Tire auf 
einer Bank. Da nahm ihn seine Frau bsi der Hand und 
sagte zu ihm: 》Komm nur herein, sieh, nun ist das doch 
viel besser. く 

13. Da gingen sie hinein, und in dem Hauschen war ein 
kleiner Vorplatz und eine kleine saubere Stube und Kam- 
mer, Wo jedem sein Bett stand, und Kiche und Speise- 
kammer, alles aufs beste mit Geratschaften versehen und 
aufs schonste aufgestellt, Zinnzeug und Messing, was eben 
so dazu gehGrt. Und dahinter war auch ein kleiner Hof 
mit HGhnern und Enten und ein kleiner Garten mit 
Griinzeug und Obst. 

14. >Sieh<。 sagte die Frau, >ist das nicht nett?< 一 》Ja 
sagte der Mann, 》so soll es bleiben : nun wollen wir recht 
vergnigt leben. く 一 》Das wollen wir uns bedenken <, sagte 
die Frau、Dann aBen sie etwas und gingen zu Bett. 


三 部 三 


15. De Mann sleep recht good un fast, he hadd den Dag 
Yeel lopen, de Fru awerst kunn goor nicht inslapen un 
Smeet sik Yon een Syd to der annern de gane Nacht un 
dachd man jimmer, wat se noch wol warden kunn,un 
kunn sik doch up niks meer besinnen. 

16. Mit des wull de Sinn upgaan, un as se dat Morgen- 
rood seeg, richtd se sik awer End im Bedd un seeg door 
henin, un as se uut dem Fenster de Siinn so herup kamen 
seeg, 《ha》, dachd se, 《kunn ik nich ook de Sinn un de 
JMaan upgaan laten?》 

17. Mann , sad se un st6d em mit dem Ellbagen in de 
Ribben, <waak up, ga hen tom Butt, ik wi warden as 
de lewe Gott.> De Mann was noch meist inn Slaap, 
awerst he YOrschrok sik so, dat he uut dem Bedd fll 
He meend, he hadd sik vorhoord。un reef sik de Ogen 
uut un sad: <Ach, Fru, wat sad'st du?》 

18. 一 Mann》。 sd se, <wenn 所 nich de Sunn un de 
Maan kan upgaan laten un mutt dat so ansehn, dat de 
Sinn un de Maan upgaan, ik kann dat nich uuthollen, 
un hebb kene geruhige Stiund meer, dat ik se nich silwst 
kann upgaan laten.》 

19. Do seeg se em so recht grasig an, dat em son 
Schudder werleep. Glyk ga hen, ik wil warden as de 
lewe Gott. ゅ > 一 Ach, Fru》, sad de Mann un fI vor eer 
up de Knee, <dat kann de Butt nich. Kaiser un Paabst 
kann he maken, ik bidd dy, sla in dy un blyf Paabst.> 
20. Do kohm se in de Booshait, de Hoor HGgen ehr so 
wild nm den Kopp, do reet se sik dat Lyfken up un geef 
em eens mit dem Foot un schreed: Ik holl dat nich uut 
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15. Der Mann schlief gut und fest, er hatte am Tag viel 
]aufen missen : die Frau aber konnte gar nicht einschlafen 
und warf sich die ganze Nacht von einer Seite auf die 
andere und dachte immer dariber nach, was sie wohl 
noch werden konnte, und konnte sich doch auf nichts 
mehr besinnen. 

16. Indessen wollte die Sonne aufgehen, und als sie das 
Morgenrot sah,setzte sie sich aufrecht im Bett hin und 
sah starr da hinein、Und als sie aus dem Fenster die Sonne 
so heraufkommen sah: >Hae, dachte sie, >kann ich nicht 
auch die Sonne und den Mond aufgehen lassen? 一 

17. 》Mann<, sagte sie und stie8 ihn mit dem Ellbogen 
in die Rippen,、》>wach auf, geh hin zum Butt。 ich wil 
werden wie der jiebe Gott.< Der Mann war noch ganz 
schlaftrunken : aber er erschrak so, da3 er aus de Bett 
fiel、 Er meinte, er hatte sich verhOrt, und rieb sich die 
Augen aus und sagte: >Ach, Frau, was sagst du?e 

18. 一 >Mann <。 sagte sie.》Wenn ich nicht die Sonne 
und den Mond kann aufgehen lassen 一 das kann ich nicht 
aushalten, und ich habe dann keine ruhige Stunde mehr, 
da ich sie nicht selbst kann aufgehen lassen.《 

19. Dabei sah sie in ganz b6se an, daB ihn ein Schauder 
aberlief. ゅ Gleich geh hin: ich will werden wie der liebe 
Gott.《 一 >Ach, Frau<,。 sagte der Mann und fel vor ihr 
auf die Knie, >das kann der Butt nicht。 Kaiser und Papst 
kann er machen: ich bitte dich, geh in dich und bleiBe 
Tapst. 

20. Da kam die Bosheit tber sie: die Haare fogen ihr 
so wild um den Kopf und sie schrie: ゅ Ich halte das nicht 
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un holl dat nich 1anger uut, wult du hengaan??> Do 
SI66pd he sik de Bixen an un leep wech as unsinnig. 
21. Buten awer ging de Storm un bruusde, dat he kuum 
up de FGten staan kunn: de Huser un de B6mer Waiden 
um, un de Baarge beewden, un de Felsensticken rullden 
in de See, un de Himmel w66r ganB pickswart。 un dat 
dunnerd un blitzd。 un de See ging in so hoge swarte 
Bilgen as Kirchent6Orn un as Baarge, un de hadden 
bawen alle ene witte Kroon von Schuum up. Do schre 
he un kun syn egen Woord nich h6ren: 

22. 《IManntje, Manntje, Timpe Te 

Buttje, Buttje in der See, 
Myne Fru de Ilsebill 

Wil nich so, as 所 wol will.> 













23. Na, wat wi se denn?》 sad de Butt. Achy, sd 
he, <se will warden as de lewe Gott.> 一 Ga man hen, 
se sitt all weder inn PiBputt.》 

24. Door sitten se noch bet up ht un dissen Dag. 












aus! Und ich halte das nicht 1anger aus! Willst du hin- 
gehen?e Da zog er sich die Hosen an und lief davon wie 
unsinnig. 
21. DranRen aber ging der Sturm und brauste, daB er 
kaum auf den Fien stehen konnte. Die Huser und die 
Baume wurden umgeweht, und die Berge bebten, und die 
Felsensttcke rollten in die See, und der Himmel War 
ganZ pechschwarz, und es donnerte und blitzte,。und die 
See ging in so hohen schwarzen Wogen wie Kirchtirme 
und Berge, und oben hatten sie alle eine weiBe Schaum- 
krone. Da schrie er, und er konnte sein eigenes Wort 
nicht hGren : 
2 ゅ Manntje, Manntje, Timpe Te 

Buttje, Buttje in der See, 

Mine Fru, de Ilsebil 

Wil nich so, as i Wol will. 


23. 》 ゅ Na, Was Wi sie denn?< sagte der Butt. >Ache, 
sagte er, 》sie will werden wie der liebe Gott.w 一 》Geh 
nur hin,sie sitzt schon wieder in der Fischerhtitte.《 

24. Da sitzen sie noch bis auf den heutigen Tag. 








3. フリ ジア 語 (Frysk) 


フリ ジア 語 (Frisian, Friesisch, frison。 フ リ ジ ア 語 Frysk) 
は オラ ンダ の フリ ー ス ラン ド 州 (Friesland) を 中 心 に 約 40 万 に 
用 いら れ , 次 の 3 つの 方 言 に 分 か れる 。 

(1) 西 フ リ ジ ア 方 言 (West Frisian。 フ リ ジ ア 語 Wester- 
lauwersk Frysk) : Friesland 州 の 人 貼 50 万 人 の う も 約 30 万 
人 に 話さ れる 。 州 都 は Leeuwarden (Ljouwert) で ある が , そ 
こ で 話さ れる の は 純粋 な フリ ジア 語 で は な く , フリ ジア 語 ・ オ 
ラン ダ 語 の 混合 方 言 (都市 フリ ジア 語 , Stadtfriesisch, Sted- 
frysk) で ある 。 フ リ ジ ア 語 の 標準 語 は 西 フ リ ジ ア 方 言 で ある 。 

(⑫) 北 フ リ ジ ア 語 (North Frisian): Helgoland, Sylt, Am- 
rum, Schleswig 西 流 媒 に 約 1 万 人 に 話さ れる 。 

(3) 東 フ リ 語 (East Frisian) : Saterland に 約 1000 人 。 

フリ ジア 請 は 英語 , 古 期 サ クソ ツン 語 , 低地 ドイ ッ 語 と と も に 
北 流 ゲ ダル マン 語 (North-Sea Germanic,。 Nordseegermanisch) 
に 属し て いる 。 こ の うら や , 英語 と フリ ジア 語 は 特に 関係 が 深く , 
両者 は Anglo-Frisian group と 呼ば れる 。 例 えば , 














オラ ング 語 フリ ジフ 語 英語 ドイ ッ 語 
(n 消失 ) gans goes [gurs] gOOSe Gans 
andar oar [oar] Other ander 
人 k>t)) kaas tsiis [tjis] cheese Kase 
kerk tsjerke [tjgrks] church Kirche 
(g>3) dag dei [dail day Tag 
Weg wei [ail way Weg 


(g >) gisteren juster 6star] yesterday gestern 


この 表 か ら フ リ ジ ア 語 と 英語 が より 近い 関係 に ある こと が 分 
か る 。 動 詞 の 人称 語尾 が 複数 1. 2. 3. 同形 で ある 点 も 共通 し て 


一 一 


いる : OE. farap=OFris. farat(h) “We go, ye go, they go". 


[文法 ] 定冠詞 : 共 性 (common): de heit 父 , de mem 母 
中 性 (neuter): it bern 子供 
(テキ スト か ら ) de tid 時 代 , de tsjerke 教会 
ryk 王国 , it Frysk フリ ジア 語 
不定 冠詞 は 同じ : in heit, in mem, in bern 
複数 : heit heit-en 
memm mem-mien 
bern bern (同形 ) 
Fries Friezen フリ ジア 人 
所 有 : heit syn hs (father his house) 父 の 家 
mem har boek (mother her book) 母 の 本 


動詞 の 変化 (テキ スト か ら 現在 の 缶 の 括弧 内 は 3 人 称 単数 ) 
不定 詞 現在 過去 現 奉 完了 
begjinne 始ま る begjin (⑪ begQn 近 bin begQn 
brQke 用 いる brGk (brQkt) brQkte haw brQkt 
dwaan 行う doch (docht) die haw dien 
ferdiele 分 ける ferdiel (-1) -dielde haw -dield 
gean 行く gean (giet) gie/gyng bin gien 
halde 保つ hald (haldt) hold haw holden 


hawwe 持つ haw (hat) hie haw han 
hearre 開く hear (heart) hearde haw heard 
komme 来る kom (komt) kaam bin kommen 
moatte (must) moat moast haw moatten 
spilje 遊ぶ spilje (-t) spile haw spilet 
Sprekke 話す sprek (-① spriek haw sprutsen 
stelle 置く stel (stelt) stelde haw steld 
weze 。 … で ある bin (5) wie haw west 


wurde  … に な る mwurd (wurdt) waard bin wurden 


ca 








fysk (20 世紀 ) 


現代 フリ ジア 語 の テキ スト を ZIuktenko-Dvuxziloy (1984) 
か ら 借 り る 。 [pl 有声 大 歯 音 だ が , 摩 搬 が 弱い 。wWy [vg 





3.1. De riezen (フリ ジア 人 ) 


1. De &ldste skiednis fan de Friezen moatte wy, sa fer 
as it giet, yn haadsaak opmeitsje Qt opgravingen, en Gt 
meidielingen fan klassike skriuwers. 

[de frfezan. da 3:sts skfrsdnis fon ds frfrozan mata vgi, 
sa fiar az st gi'et, in hdsq:k Gpmaitsjo yt 6pgraivinn, 
gn yt maidialinon fon kl3sirke skrfiuwas] 


〔 注 ] Friezen=Fries の 複数 。 de 定冠詞 (単複 同形 )。 Ald 


[pd]= ェ old.-st は 最上 級 。 skiednis 出来 事 , 歴史 的 資料 。fan 
[fon]= ェ of moatte [mats]= ェ must. Wy [oeil= ェ we. sa fler 
as it giet 三 ェ as far as it goes.yn [in]= ニ in、haadsaak [hd- 
saikl=rHauptsache 主要 事 , 要点 。opmeitsje [6pmaitsja] 解 
明 す る (語源 的 に raufmachen)。 Gt [ytl= raus。 opgraving 
発 握 物 , 出土 品 。 en [gn]==and. meidieling= Mitteilung. 
klassik 十 典 の 。 skriuwer 作家 。 


〔 駅 ] フリ ジア 人 に つい て の 最大 の 歴史 を , われ われ は , で き 
る か ぎり , 主として , 出土 品 和 お よび 古典 作家 の 報告 か ら 推測 し 
な けれ ば な ら た な い 。 


2. m ieu of fjouwer foar it begjin fan @⑬ jiertelling 
kamen se hijir. 

ISn fu of 3uar foar at bagjfn fon yz srtelin kGman 
se hiir] 
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〔 注 ] in [an] 不定 完 詞 (中 性 名 詞 の 場合 も )。 ieu 世紀 (zae- 
Yum, saiws). of ニ =or. fjouwer 三 ェ four. foar 三 ェ before. it 
中 性 定 完 詞 。begjin= :Beginn. Gs 王 our. jiertelling 三 "year- 
telling 。 Zeitrechnung 紀元 。 komme 来る (過去 kaam, 
複数 kamen, 過 寺 分 詞 kommen). se= ェ they, rsie. jr= 
ェ here. 


〔 訳 〕 紀元 前 1<4 世紀 に , 彼ら は ここ に 来 た 。 








3. Al ridjik gau moatte se terpje : de jimmer trochgeande 
striid tsjin it wetter begjint, earst tsjin it bGtewetter, 
mar as it terpjen ophaldt en de Friezen oan dykjen 
geane (c.1000 of earder), ek tsjin it binnewetter. 

[ol rilsk gou mate se terpjs: de jimar tr6xgrands strird 

tsjmm at ogtar bagjfnt。 rrast tsjmm st bGtveter。mar oz at 
terpjan 6phoit en do frfazn on at dikjan girong (sfrka 
tizan of jEdar), gk tsjn at bfnaogtr] 
〔 注 ] al すでに (オラ ンダ 語 ・ ノ ルウ ェ ー 語 も , すべ て , す で 
に , の 両 義 あ り )。ridlik か な り 。gau 早く , 速く 。terpje 朝 
(terp) を 第 く 。 jimmer つね に 。 trochgeande='thorough- 
going'. striid 戦い (:Streit)。 tsjin ニ ェ against.、 Wetter= 
ェ Water. begjinne 三 bigjinne 始ま る 。 earst 最初 に 。 bQte- 
wetter 外 の ( 流 の ) 水 (bGten=』buiten <be- 二 ten)。 mar 
ー ォ maar, xbut. as 三 ェ as …、 し た 時 に 。terpjen 塚 を 築く こと 
(上 掲 の よう に 助動詞 の 後 で は -n の な い 不定 詞 )。ophalde [6p- 
ho:ds] 止ま る , 中 止 する (-hold, holden で ある が , こ こ で は 
弱 変化 の 形 と な っ て いる )。 oan=ran, to. dykjen 堤防 を 策 
く 。geane 王 gean (=go) の 現在 3 人 称 複数 。earder ニ earlier 
(rr, -n に 終る 形容 詞 の 比較 級 は -d-er)。 ek ェ also. binne- 
wetter 内 側 (国内 ) の 水 ( く be 二 innen)。 


ー8 一 





[駅] すでに , か な り 早 くに , 彼ら は 塚 (terp) を 築 か ね ば な ら 
な か っ た 。 す な わ ち , 絶え 間 な い 水 と の 戦い が 始ま る 。 最初 は 
外 の 水 ( 鬼 水 ) と の 戦い で あっ た 。 し か し , 索 の 構築 が 終り , フ 
リ ジ ア 人 が 堤防 の 建設 に 取り か か っ た 時 (1000 年 どろ , ある い 
は も っ と 以前 ), 彼ら は 国内 の 水 と の 戦い に 取り 組ん だ 。 


4 Neffens Tacitus, lyts hQndert jier nei Christus hiene 
hja in stripe 1An yn tusken de noardlike Ryn-mouning en 
de lems wiene de Chauken. 

[ngfSs takitus, Hits hGndat 近 er nai kristus hirans hija 
an strfpe lon in t6sikan da nsdlaka riin morunrm en de 
jems vi'one da xouken] 

[ 注 ] neffens ニ nevens .… に よれ ば (cf rneben く in 十 eben). 
jyts= ェ little, small. jier= ニ ェ year. nei 王 + ォ naar, nach. hiene 
=hawwe "have' の 過去 複数 。hja ニ she, they (OE. heo, hie). 
in stripe 14n 一 条 の 土地 。 in tusken.… の 間 に (+ tussen, 
2wischen). noardlik 北 の 。 Ryn [rin]=Rhine, Rhein. 
mouningーMindung 河口 。 Tems= ニ Ems. 

〔 駅 ] タキ トゥ ス に よる と , 紀元 後 数 世紀 の ころ , 彼ら は ライ 
ン の 河口 と = エム ス 川 の 間 に , 一 庁 の 土地 を も っ て いた 。 


5. Har buorlju oarekant de lems wiene de Chauken. 
[har buGrlj6 9arakont da jsms uirana da x3ukan] 

[ 注 ] har=ztheir (OE. hiera, 』haar). buorlju =rNachbar- 

eute. oarekant 三 =on the other side of (oar 'other', kant 

*side). wiene 王 weze "to be' の 過去 複数 。Chauci カウ キー 

人 (Tacitus, Germania, 35 章 : 泉 井 久之 助 訳 『 タ キト ゥ ス ・ 

ゲ ダル マー ニア 』 有 岩波 文庫 , pp. 162-163). 

[ 訳 」 エム ス 川 の 向こう 側 に いた 彼ら の 隣人 は カウ キー 人 

(Chauci) で あっ た 。 





6. Yn 12 foar Christus,yn de tid fan keizer Augustus, 
wurde de Friezen oan de Romeinen Qnderhearrich. 

hin tolf foar kristus, in da tid fon kaizar augstus, u6da 
da frfrozan oran da romainan Gndarhr'arax] 
[ 注 ] tid ニ ォ tijd, Zeit. keizer < ぅ Caesar. wurde [6da] 
= ォ worden, kwerden (現在 複数 : 過去 は Waard, waarden, 過 
去 分 詞 Wurden). Qnderhearrich ニ dependent. 
[ 訳 ] 紀元 前 12 年 に アウグストゥス 和 皇帝 の 時 代 に , フリ ジア 
人 は ロー マ 人 の 支配 下 に 入る 。 


7. Under Karel de Grute geane se oer ta it Kristendom. 
[undar k4ral da gr6:to gfrong se orsr ta at krfsndom] 

[ 注 ] great。 grut= ォ groot, great. geaneーgean "go' の 現 

在 複数 。se ニ ォ Zie, rsie, xthey. oer ニ ェ ,+over. ta 三 ェ to, t0- 

Wards. 

〔 駅 】 カー ル 大 帯 の 時 代 に 彼ら は キリ スト 教 に 改宗 する 。 


8. Sa hearden dus de Friezen ta it grute Karolingyske 
ryk。 
[sa hf'edan dG6s da frfrazan ta at grOto karolfgsk rik] 
[ 注 ] sa その よう に 。 hearden=hearre (属す る : kgehoren) 
の 過 拓 複数 。 dus か く て 。 ryk 裕福 な , 王国 。 
〔 訳 ]】 か く て , フリ ジア 人 は 大 カロ リン グ 王 国 に 所 属す る こと 
に な っ た 。 
9. De Lex Frisionum, ad Frysk folksrjocht, waard opt 
1est fan Karel de Grute yn it Latyn op skrift steld (802)、 
[do lerks frisi6num, oid frisk f6Iksrjoxt。 ua:t opt list 
fon karal da grGta in st latin op skrft stlt (axt hGndat 
twai)] 
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〔 注 ] waard .…steld = Wurde .… gestellt. opt 16st 王 at ]ast. 
[駅 ]】 フリ ジア 人 法 (Lex Frisionum), すなわち 証 代 フリ ジア 
部 族 法 が , よう や く カ ー ル 大 氷 に よっ て ラテ ン 語 で 起草 され た 
(802 年)。 


10. It docht dert bliken, dat FrysIAn yn trijen ferdield 
wie: fan Sinkfal oant Flie, fan FIie oant Lauwers, en fan 
Lauwers oant Wezer. (P. Sipma) 

[st doxt dgryt blikan, dot frfslo:n in frgjan fardirelt ui'o: 
fon sinkfol orant flfo, fon flfro or'ant 13naz, gn fon 13uaz 
oront Ce:zar] 

〔 注 ] docht=dwaan (sdo) の 現在 3 人称 単数 。d6rGt = dar- 
aus その 中 か ら 。 bliken 見 える 。 dat 接続 詞 (xthat, rda6). 
trijen =rdreien、 ferdield 分 けら れ て (rverteilt). wie= 
=rwaren、 oant= ェ to, till. Flie=Vlieland と Terschelling 
の 間 の 海峡 。 Lauwers 川 の 名 。 Wezer 川 の 名 。 

[駅 ] それ に よる と , フリ ー ス ラン ド は 3 つの 地方 に 分 けら れ 
て いた 。 Sinkfal か ら Flie まで , Flie か ら Lauwers まで , 
Lauwers か ら Wezer まで 。 


3.2. De ryske taal (フリ ジア 語 ) 


11. De Fryske taal hat yn de provinsje FryslAn oant yn 
de 16e ieu sawol folktaal as offsjele taal west. 

[do frfska tail hot in da provinsjo frfsloin ont in da 
sgkstjando fu sao61 fGIktail oz ofisj6:la tail uest] 
[ 注 ] frysk フリ ジア の 。 taal [ta:l] 言語 (1980 まで は tael 
と 書い た : +taal). hat .…west ニ ォ is .… geweest, rist .… 
wesen, =has been. sawol.…as 三 ェ as well as, rsowohl 
〔 訳 ]】 フリ ジア 語 は フリー スラ ンド 州 で 16 世紀 まで は 民族 語 
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で ある と 同時 に 公用 語 で あっ た 。 


12. Neist it Frysk spile de ynternasjonale tsjerke. en 
geleardetaal fan dy tiid, it Latyn, uteraard in belangrike 
rol 

[naist at frisk spfla da intsnasjon:ls tjjerks sn galfia- 
datdil fon di tid, at latin, *torazd sn balAnrik ro 
〔 注 ] neist ニ next, nearest。 Frysk フリ ジア 語 。 spilje 
[spilja] = rspielen (-je の 過去 は -e: fskje つ fiske “fished ) 
tsjerke 三 xchurch. gelearde ニ rGelehrte 学者 。 dy [di= 
ェ sthat. uteraard 本 質 的 に 。 belangrik=rbelangreich 重要 
な 。 rol [ro 役割 く フ ラン ス 語 。 
〔 駅 】 フリ ジア 語 に 次 いで , 国際 的 な 教会 お よび 学術 語 で ある 
ラテ ン 語 が , 本 質 的 に 重要 な 役割 を 演じ た 。 





13. Yn FrysAn js it Frysk de meast sprutsen taal yn de 
heshalding. 

Iin fislom az st frisk ds mfrast sprGtsan taqil im ds 
hYsho:dm] 
〔 注 ] meast= ェ most, ram meisten. sprutsen 三 sprekke 
Speak, sprechen' の 過去 分 詞 (Sprekke, spriek, sprutsen)、 
hishalding 家庭 (Haushaltung). 
〔 駅 ]】 フリ ー ス ラン ド に お いて は , フリ ジア 語 が 家庭 に お いて 
最も 多く 話さ れる 言葉 で ある 。 





14. San 712 fan de Friezen 一 dat binne de Rn 
fan Fryslan 一 fan 12 jier en Alder brQkt it Frysk as fler- 
taal yn 'e hQs: 1322 praat HollAnsk, wylst 16% it mei it 
Stedfrysk of in oar dialekt haldt. (L. Pietersen) 


ー.3ー 


[San ian gn s3nftok prosgnt fon da frfszan 一 dot bins 

d3 fnognas fon frfsjoin 一 fon tolf jar sn 3:der brykt st 
frisk oz iortail in o hus: etjon prosgnt prat 16lamnsk, 
uilst sekstjsn prosent st mai ot stgdfrisk of sn osr dia- 
1Ekt ha 
【 注 〕 sam lsqn] その よう に (zsuch). dat [dot] 関係 代名詞 。 
binne [bins]= ニ weze, "to be' の 現在 復 数 (OE. と 同様 。 複数 は 
1. 2. 3. 人 称 と も 同形 )。 yawenner= ォ inwoner, rEinwohner. 
alder= ェ older, alter. brQke [bry:ks] 用 いる 。as [oZ] … と 
し て 。 fiertaal 日 常 語 。 yn 'e hGs ニ zin the house. prate 
[pr:te] 話す 。 HollAnsk オラ ンダ 語 。 wylst= ェ whilst。 it 
[Sd= ェ it. mei [mail= ニ ェ with. Stedfrysk 都市 フリ ジア 語 。 jp 
oar dialekt=sanother dialect. haAlde [h3: ]= ニ "keep 
〔 駅 ] すなわち , 712% は フリ ジア 人 一 フリ ー ス ラン ド の 
ある が 一 に 用 いら れ , 12 蔵 ま た は それ 以上 の 者 は 。 フリ ジ プ 語 
を 家庭 の 日 常 語 と し て 用 いる 。13% は オラ ンダ 語 を 話し , 16% 
は 都市 フリ ジア 語 また は 他 の 方 言 の 形 で それ (フリ ジア 語 ) を 
等 っ て いる 。 
〔 注 ] fertaal 日 常 語 , 常用 語 “working language" ニ オラ ン 
ダ 語 voertaal=taal, die men voert “die man fahrt の 
ォ een taal voeren: de voertaal van dit congres is het 
Frans この 会 議 の 用 語 は フラ ンス 語 で ある 。 


(テキ スト 〕 了 A. Ziuktenko & A.V. Dyuxziloy: Frizskij 
jazyk. Kiev 1984. 200pp. より 。 非常 に よく で き て いる 。 





4. オラ ンダ 語 (Nederlands) 


[発音 〕 母音 の うち も 注意 すべ き は eu [9], oe [un], ou [aul, ei 
[sil, [gi, ui [oeil。 子音 の うち w [u] (water [varter]) は 唇 を 
丸め ず 下 大 を 上 歯 に あて て 発音 する 。 schrijven [sxrgiva]「 書 
く 」 の よう に 語頭 の sch- は [sx-], 語末 の -sch は [-s] (Bel- 
gisch [belgis]) と な る 。 語 末 の -en [。| は Middle English 一 
ー Modern English へ の 過渡 期 と 比較 せよ 。[o] は 有声 大 歯 音 
だ が , [v] に くら べ て 摩擦 が 弱い 。 
[文法 〕 冠詞 : de vader, de moeder, het kind ( 父 , 母 , 子 
供 ) の よう に 男性 ・ 女 性 は 共通 , 中 性 が 異な る 点 ,、 デンマーク 
語 と 同じ 。 複 数 は de kinderen (子供 達 )。 

複数 : -8 に よる も の vaders, moeders 

-en に よる も の boek 本 一 boeken, roos ば ら 一 rozen 
jaar (年 ) の 複数 は jaren だ が , ik ben twintig jaar oud (私 
は 20 歳 ) duizend jaar geleden (千年 前 ) な ど は 単数 。 
母音 が 変わ る も の : schip 船 一 schepen, stad 町 一 steden 

代名詞 : 2 人 称 親 称 質 (thou), jou (thee), jullie (ye), jullie 
You, 以上 4 形 の 弱 形 jej 敬称 4 形 と も ) ui 玖 (8he, they), 
弱 形 2e. 

指示 代名詞 : Dit boek is mooier dan dat. こと の 本 は あれ 
より 美しい 。die, dat を 単独 で 用 いた 場合 は “this”。 

関係 代名詞 : die, 中 性 は dat。 








動詞 2ijn “be” の 現在 人 称 変化 ケ 
1. 所 ben (1am) 邊 wi 2m (we are) 
2. 哲 bent (thou art) 5. jullie bent (ye are) 
u bent (you are) u bent (you are) 
3. 本 j (De) 6. 2ijn (they are) 
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動詞 drinken, wonen, blijven, gaan の 現在 変化 
飲 せ 。 住む 留まる 行く 


idrink 

揚 drinkt 

u drinkt, 

hij drinkt, 
wij drinken, 
jullie drinken, 
u drinkt, 

2 drinken, 


woon。 
Woont, 
Woont, 
Woont も 
Wonen, 
wonen, 
Woont, 
wonen, 


bjiif, 
biijft, 
biijft 
bjijft。 
blijven, 
bhijven, 
biijft, 
blijven, 


動詞 の 4 基本形 (テキ スト の 中 か ら ) 


不定 調 
bezitten 
blijyen 
brengen 
gaan 
geven 
komen 
kopen 
krijgen 
lachen 
leven 
jijden 
lopen 
moeten 
Toepen 
spreken 
staan 
staren 


所 有する 
留まる 
持参 する 
行く 

人 すえ る 
来る 

買う 

得る 

笑う 
生き る 

と うむ る 
行く , 湊 る 
ね ば な ら な 
3 

話す 
立っ て いる 
じっと 見 る 


bezat 
bleef 
bracht 
ging 
gaf 
kwam 
kocht 
kreeg 
lachte 
leefqe 
leed 
liep 

い moest 
riep 
sprak 
stond 
staarde 


過去 複数 
bezaten 
bleven 
brachten 
gingen 
gaven 
kwamen 
kochten 
kregen 
]achten 
]eefden 
leden 
liepen 
moesten 
riepen 
spraken 
stonden 
staarden 
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ga 

gaat 
gaat 
gaat 
gaan 
gaan 
gaat 
gaan 


過 二 分詞 
bezeten 
gebleven 
gebracht 
gegaan 
gegeven 
gekomen 
gekocht 
gekregen 
gelachen 
geleefd 
geleden 
gelopen 
(ge)moeten 
geroepen 
gesproken 
gestaan 
gestaard 





stellen 思 く stelde stelden gesteld 
sterven 死ぬ stierf Stierven gestorven 
Strijken な で る streek streken gestreken 
sturen 送る stuurde stuurden gestuurd 
Yolgen 従う Yolgde Yolgden gevolgd 
vullen 満た す vulde vulden gevuld 
Werpen 投げ る Wierp wierpen geworpen 
Worden … に な る werd werden geworden 
Zien 見 る 28g Zagen ge2ien 
2ijn で ある Was Waren geweest 
Zitten 座っ て いる 2at zaten geZeten 
2ullen 。 べき で ある 2z0u 20uden 2ullen 


完了 形 : hebben また は zijn 寺 過去 分 詞 

Ik heb lang nagedacht. 私 は 長い 間 じ っ くり 考え た 。 

De schepen zijn vergaan. 毅 は 沈ん で し まっ た 。 

語順 : ドイ ツ 語 と 同じ よう に , 上 記 の 完了 形 に 見 る よう に , 過 
に 来る 。Ik bracht het schoonste goed mee. 
私 は 一 い 物 を 振っ て 来 た ) の よう に , 分 離 動詞 の 接 項 
辞 は 文末 に 来る 。 従 屈 文 に お いて は 分 離し な い : als de zee 
mij die teruggeeft も し 海 が 私 に それ を 返し て くれ た ら 。 
om te kunnen leven (生き る こと が で きる た め に ) は ドイ 
ツ 語 um leben zu kSnnen と 語順 が 異な っ て いる 。 


















オラ ンダ 語 と ドイ ツ 語 で 似 て いる が 意味 の 異な る 単語 : 

オ durven あえ て する F ド durfen し て も ょ よい 
gasthuis 病院 Gasthaus 宿屋 テ 
1edig か ら っ ぽ の 1edig 独身 の 
maagd 乙女 Magd 女 中 
mmeer 湖 ( ド der See) Meer 海 ( オ zee) 
taal 言語 Zahl 数 オ getab 

に 


4.1. Het vrouwtje van Stavoren 


オラ ンダ 民話 『 ス タフ ォ ー レ ン の 婦 人 』 は グリ ム の 『 ド イツ 
伝説 』( 後 出 ) に も 出 て 来る 。 と こと に あげ た オラ ンダ 語 は Be- 
kende sprookjes, naverteld door Nelly Kunst (Het Goede 
Boek, Huizen, Holland, 出版 年 不明 ) か ら 採っ た 。 StavGren 
(フリ ジア 語形 StAveren) は Tjsselmeer 湖畔 に ある 人 口 900 
人 の 町 で , 古代 に は フリ ー ス ラン ド 地 方 の 首都 だ っ た 。 今 は 
Amsterdam か ら 流 車 で 1 時間 , そこ の Enkhuizen か ら 出 て 
いる 遊覧 船 で 1 時 間 半 の と ころ に ある 。 


1. Er was eens een rijke weduwe, die yeel schepen bezat. 
Juizend jaar geleden leefde ze in het stadje Stavoren. 
Ze was trots en sprak bijna nooit met gewone, eenvoudige 
mensen. Ze leefde alleen voor geld en dure dingen. 
Haar huis Was nog mooier dan een paleis. De voordeur 
Was versierd met rozen van echt goud en de deurknop 
was van diamant. 
[ 注 ] het [het, at]=the, it, das, es (中 性 )。Yrouwtje [vrAutja] 
三 Yrouw (Frau) の 指 小 形 。van [van]=of, von. er was= 
ler, cf. kiro, yize “of them 中 . eens [ens]=once [een の 
gen. Cf. 訓 anes, reins-t]. schepen [sx6'pa] < schip [sxmp] 
ship. bezat [baz&t] < bezitten 所 有する 。 duizend [doey- 
Zent] 三 thousand. jaar [jar] ニ year. geleden [xal6'da]=lijden 
[Hids] 時 が 過ぎ る , 過 寺 分 詞 。ago く agan と 同じ 用 法 。leefde 
[efda] く leven 生き る 。ze [za] ニ 2 [Zgi] 彼女 , 弱い 形 。stadje 
[stadjs] 小さ な 町 。trots [trots] 高慢 な く ぐ rtrotz. sprak [sprak] 
ぐ spreken [Spr6'ka]=speak. bijna [bgina]=rbeinahe ほ と 
ん ど 。nooit [no'it] 三 never [ne 十 ooit く germ. *aiw (aevum) 
十 zcf. yet]. gewone [Xau6na] <gewoon 普通 の 。eenvoudig 
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條 nyaudax] 単純 な 。 mensen [mgnsa] く mens 人 間 。 alleen 
[al6n]=only。 dure [dyrel <duur [dyrl 高価 な 。 dingen 
[dina] < く ding=thing. haar [harl ニ her. nog [nox] さら に 。 
mooi mo] 美しい (語源 不詳 )。 -er は 比較 級 。 dan [dan]= 
than. paleis [palsis] 宮 典 く >palais. versierd [varsirt] 飾 
られ で て 。 rozen Ir6za] く roos [ro's] ば ら 。 echt [cxt] 真 の 。 
goud [xaut] 三 gold. 
[駅 ] スタ フォ ー レ ン の 婦人 

普 . た くさ ん の 船 を も っ て いる 裕福 な 未亡人 が いた 。 千年 前 
に ( 何 年 も 前 に ) 彼女 は 小さ な 町 スタ フォ ー レ ン に 住ん で いた 。 
彼女 は 高慢 で , 普通 の 平民 と は ほとん ど 話 を し た こと が な か っ 
た 。 彼 女 は お 金 と 高価 な 品物 だ け の た め に 生き て いる よう な も 
の だ っ た 。 彼女 の 家 は 宮殿 より も 美しかっ た 。 支 関 は 純金 の ば 
ら で 飾 られ , ドア の 把手 は ダイ ヤ モ ン ド だ っ た 。 





2. Op een dag kwamen haar schepen Weer terug Yan 
een Yerre reis。 Ze bleven op de rede liggen. De kapitein 
yan de yloot werd onmiddeliijk bij de rijke weduwe ont- 
boden. Nauwelijks was de stoere kapitein binnen, of de 
weduwe riep al: “Wat heb je voor me meegebracht? Ik 
gaf je opdracht, het mooiste goed mee te brengen uit 
verre landen!”" 

[ 注 ] Weer [cerr] =iwieder. terug [toroex] ニ zurtck. ver 
[ver]=far. bleven [bl6'va]<blijven = rbleiben. rede [r6'da] 
ニャ Reede (沖合 の ) 停泊 地 。 werd ontbodenーwas called (< 
ontbieden)。 onmidqdellijk [3nmrdslsk]=immediately. nau- 
weliiks [nuvslsks].…of.…scarcely.…when. stoer [stur] が 
っ し り し た , た くま し い 。 binnen [bfng]=inside. riep [ripl 
ご <roepen ニ rufen. al すでに 。je jal= 二 isil の 弱 形 (you). 
meegebracht [me:xabraxt] = rmitgebracht. gaf [xafl く ge- 
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Yen 三 give. opdracht [3pdraxt] 委任 , 命令 。 goed [xurt] か 
物 , 品物 。 je rdu, dir, dich, euch, Thnen, Sie, dein, Thr 
(ここ で は dir). mee te brengen 王 rmitzubringen. uit [oeyt] 
三 ド 8US. 

[駅 ] ある 日 , 彼女 の 船 が ふた た び 遠 い 旅 か ら 帰 っ て 来 た 。 船 

は (沖合 の ) 停 泊地 に 止ま っ て いた 。 船 隊 の 船長 は すぐ た 
未亡人 の も と に 呼ば れ た 。 た くま し い 船 長 が 中 に 入る や いた な や, 
未亡人 は も う 叫 ん だ 。「 何 を 私 の た め に 持ち 帰り まし た か 。 私 
は あな た に 遠い 国々 か ら 一 番 美しい 物 を 持ち 帰る よう 命令 し た 
の で す が 。」 


3. De kapitein schudde Zn hoofd en streek langs Zn 
baard、 De weduws werd boos en riep: 

“ Waarom antwoord je niet? Vertel me vlug,。wat het 
js17 

“Tk hoop, dat u niet teleurgsteld bent, mevrouw," zei 
de kapitein met ernstige stem. “1k heb lang nagedacht 
en kbracht het schoonste goed, dat op aarde te vinden 
i8, Voor u mee!" 

“70 jaichte de weduwe. “Wat is het? Kom, vertel 
het me vlug. Ik brand van ongeduld!" 
〔 注 ] schudden [sxoeds] 振る 。Zn [zon]= ニ 2ijn [zein, 2on]= 
his. streek [strerk] <strijken [strgiko] な で る 。1langs [lans] 
三 along. werd [cgrtl <worden kwerden [svert6]. boos 
[bo's] 怒っ た (rb6se). waarom [uarr3m] 三 jrwarum. ver- 
tellen [vartgls] = rerzahlen. vug [vloex] =rfiugs, cf fe- 
gen. ik hoop く hopen, hope, rhoffen. teleurgsteld [ta- 
19rxstelt] く te leur stellen 損 矢 (leur, cf kverlieren, = ェ lose) 
に 四 く , 失望 させ る 。nu bent ニ you are. mevrouw [mayraul, 
cf. madame (ma-dame)。 monsieur. zei [zgil く Z2eggen ニ 
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Fsagen. nagedacht [narxadaxt] <nadenken (nachdenken) 
問 考 する 。bracht.…mee く meebrengen (rmitbringen)。aarde 
[Arda] ニ Erde (cf. paard= ニ Pferd)、 is te vinden 王 ist 2u fim- 
den, is to be found. voor u=for you. juichen [joeyxs] 歓 
責 する 。 branden [brGnda] 燃え る 。 ongeduld [3nxadoelt] = 
rUngeduld 我慢 で き な い と と 。 
[駅 〕 船長 は 頭 を 振っ て , ひげ を な で た 。 未亡人 は 怒っ て 叫ん 
は 

「 な ぜ 答 えな い の か 。 そ れ が 何 な の か , 早く 話し な さい 。』 

「 が っ か りな さら な けれ ば よい の で す が , 穫 様 」 と 船長 は 真剣 
な 声 で 言っ た 。「 私 は ずっ と 考え まし た 。 そし て , 地上 見 い 
だ し うる 一 番 美しい 物 を あな た の た め に 持っ て 来 ま し た 。] 

「 ま あ 」 と 未亡人 は 歓 音 し た 。「 そ れ は 何で すか 。 さあ, 早く 
言い な さい 。 私 は 待ち きれ ま せ ん 。」 


4 De kapitein kuchte en sprak verder : 

“『Ik heb de schepen gevuld met kost'ijk, goudgeel 
grTaan 9 

"Wat 1!" gilde de rijke weduwe. “Man, je bent niet 
wijs! Goudgeel graan? Wat is daar voor moois aan? 
Gooi het onmiddelliijk in zee!" 

De kapitein werd weggestuurd en het goudgele graan 
Werd in Zee geworpen. 

De rijke weduwe stond op de kade te kijken, toen dat 
gebeurde. Een oude man sprak haar aan en zei: 

“0, Vrouwe van Stavoren. Eens zal u dit beton が Wi: 
U zult nog eens heel arm worden." 
[ 注 ] kuchte <kuchen [kcexa] 軽く 咳 を する 。 Yerder [vgr- 
dar]=farther, further, ferner. geyuld [xavoelt] く vullen [ve- 
1s] 満た す 。 kostijk ニ kostelijk [k3stslsk] 高価 な 。 goud- 
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geel [4utxel=gold-yellow. graan [xram] く sgranum 穀物 
[corn, Korn も 同 源 ]。gillen [xil] 叩 ぶ , cf. syell. man! ( 稀 
き * 罪 将 ) お や , まあ 。 ドイ ッ 語 Mann! スペ イン 語 Hombre! 
儲 も 同じ 用 法 が ある 。wijs [oeis] 三 Wise. wat voor moois い 
か な る 美しい も の (was fur ein Schones)。 daar.…aan (rdar- 
an) それ に つい て 。gooien [x6'ia] 投げ る (gooi 命令 形 )。werd 
Weggestuurd [ogxxestYrt] ニ was sent away. geWorpen [Xa- 
v3rpa] く Werpen 投げ る 。 stond [stont] く staan 王 stand, ste- 
hen. kade [kda] 機 橋 [<zquai< ヶ ヵ ァ akagio]。kijken [ki- 
ka] = rgucken. toen [tum]=when. gebeurde [xob6rds] < 
gebeuren 起こ る 。sprak haar aan 三 spoke to her, berouwen 
[bar4uve] 後悔 する 。 u zult [y zoelt] =you shall (wil)、 
heel [he] =wholly, ganz [whole と 同 源 ]。 

[駅 ] 船長 は 軽く 咳 を し て , 話 を 続け た 。 

「 私 は 貴重 な , 黄金 色 の 雲 を 船 に 一 杯 積ん で 来 ま し た 。」 

「 何 で すっ て 」 と 裕福 な 未亡人 は 叫ん だ 。「 ま あ , 頭 の わる い 
と と 。 区 金色 の 奏で すっ て 。 そ の どこ が 美しい ん で すか 。 そ ん 
な も の は すぐ に 海 に 捨て て し まい な さい 。] 

船長 は わき に 押し や られ , 黄金 色 の 雲 は 海 の 中 に 投げ 捨て ら 
れ た 。 

その こと が 起こ っ た 時 , 挫 福 な 未亡人 は 松橋 に 立っ て 見 て い 
た 。 ひ と り の 老人 が 話し か けた 。 

「 ス タフ ォ ー レ ン の 雪 人 よ 。 あな た は いつ か この こと を 後 必 
する で し ょ う 。 あ な た は 多分 いつ か すっ か り 貧乏 に な る で し ょ 
う 。」 


5. “Ha, ha, ha!" lachte de weduwe. “ Zwijg, oude man! 
Nooit Word ik arm!” 

“Kijk17 riep ze tegen alle mensen, die zwijgend op de 
kade stonden. “Zien jallie deze ring? Die gooi ik in zee. 
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Als de zee mij die teruggeeft, dan zal ik arm worden!" 
Ze gooide de dure ring in het water en Hiep lachend 
haar huis in. De kapitein werd ontslagen. Een jonge 
kapitein werd met haar schepen naar verre landen ge- 
stuurd om rijkdommen te halen. 
〔 注 ] lachte [lxta] < Jachen=laugh. 2zwijg IZogix] だ まれ 
く zwijgen [zogixa]. oude man! 呼び か け に お いて は 。 形容 詞 
は 憶 変 化 形 ( 再 代 ゲル マン 語 の 時 代 か ら の 伝統 )。tegen [tex] 
… 人 に 向かっ て [te 十 kgegen], 2wijgend>zwijgen の 現在 分 詞 。 
2ien [2im] ニ see, sehen. jullie [jceli]=ye, ihr.。 als ニ when. 
teruggeeft [toroexxer 人 t] zurickgibt. liep [ip] .…in く jn- 
lopen 中 に 入る 。 werd ontslagen [ont-slaxa] ニ was fired, 
wurde entlassen. werd.…gestuurd 王 was sent。 wurde ge- 
schickt、 om te halen 持ち 帰る た め に (um zu holen)、rijk- 
dom [rgikdom] 富 。 
〔 駅 〕「 は , は , は 」 と 未亡人 は 笑っ た 。「 だ まれ , じじ い 奴 。 
私 は 決し て 貧乏 に は な ら な い 。」「 ど らん 」 と 彼女 は 機 橋 に 沈黙 
し て 立っ て いた 全員 に 向かっ て 叫ん だ 。「 こ と の 指 答 が 見 えま す 
か 。 これ を 私 は 流 の 中 に 投げ まし ょ うら 。 もし, 流 が 私 に それ を 
投げ 返し て よこ し た ら , その 時 に は 私 が 委 し く な る で し ょ う 。」 
彼女 が 高価 な 指輪 を 水中 に 投げ る と , 笑い な が ら 自 分 の 家 の 
中 に 帰っ て 行っ た 。 船 長 は 解 必 され た 。 ひ と り の 若い 船長 が 富 
を 持ち 帰る た め に 船 と 一 緒 に 中 い 国々 に 送ら れ た 。 


6. Een tijqje later kocht de weduwe verse vis、Ze gaf 
haar keukenmeisje opdracht de vis schoon te maken 中 
te bakken. 

In de maag van de vis zat een prachtige ring. Het 
meisje bracht hem naar de weduwe en riep: 

“0, Mevrouw! Kijk eens, wat ik in de vis vond. ls 
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dit niet Qw ring?” 

Spierwit van schrik staarde de rijke vrouwe van Sta- 
Yoren naar de ring. De zee had hem haar teruggegeven. 
Het was haAar ring! 

[ 注 ] tjdje [teids]=tijd の diminutive, a Iittle while. kocht 
[koxt] く kopen [kGpa] 買う 。vers [vgrs]=fresh. vis [Vis]= 
fish、keukenmeisje kkameifsi ichenmdchen. schoon 
[sxon] 美しい 。 maag [max] =rMagen. zat [zat] <zitten 
[zita] =sit. meisje [m 本 ja] meid (maagd) の 北 オ ラン ダ 語 
指 小形 , 少女 。naar [nar] .…… の ほう に [near, nach と 同 源 ]。 
kijk eens 三 guck mal ちょ っ と 見 て ご らん 。 vond [Vont] く 
vinden=find。 spierwit [spfrortl まっ 白い 。spier [spir] は 
草 の 茎 。schrik [Sxrrk] =Schreck. staarde [st4rda] <staren 
[st4ra] じっと 見 る (naar.… の ほう を )。 teruggegeven [ts- 
roexxox6va] zurtickgegeben. 

〔 駅 ] その 後 ま も な く , 未亡人 は 新鮮 な 魚 を 買っ た 。 彼女 は 料 
理 番 に その 急 を きれ い に 洗 っ て 焼く よう に 命じ た 。 

魚の 胃 の 中 に 寮 斐 な 指輪 が 入っ て いた 。 少 女 は それ を 未亡人 
の と ころ に 持っ て 来 て 叫ん だ 。「 尋 様 , ご らん な さい , 私 が 魚の 
中 に 見 つけ た も る の を 。 こ れ は あな た の 指輪 で は あり ま せ ん か 。」 

炒 き の あま り 真 っ 青 に な り , スタ フォ ー レ ン の 裕福 な 未亡人 
は 指輪 の ほう を 見 た 。 海 が 指輪 を 彼女 に 返し て よこ と し た の だ 。 
それ は 彼女 の 指 輸 だ っ た 。 


7. Op hetzelfde ogenblik snelde er een bediende binnen, 
die riep: 

Tk kreeg zojuist een slecht bericht, Mevrouw. Het 
pericht lnidt: Al uw schepen zijn vergaan!" 

En zo ging het verder. De ene tegenslag volgde op de 
andere. De weduwe werd steeds armer en armer. Ze 
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moest haar huis、haar sieraden en_al haar bezittingen 
Yerkopen om te kunnen leven. 

De mensen hadden geen medelijiden met haar, want 
dat had de rijke weduwe ook nooit met hen gehad. 

Ten slotte is de rijke vrouwe van Stavoren als bedel- 
VrOuW gestorVen. 
[ 注 ] hetzelfde [st-Zglfds] =the same, dasselbe. ogenblik 
[6xonblrk] Augenblick 瞬間 。 snelde [snglda] < snellen 
[Snegls] 急ぐ 。bsdiende [badfnds] 如 使 。kreeg [krerx] く krjj- 
gen [krgixa] 受け 取る (rkriegen)、 zojuist [zojoeyst] =just 
(そん な に も すぐ に )。 luidt [loeyt] =lautet .… と 書い て ある 。 
Zn vergaan [varx&rm] 三 sind vergangen. de ene.…de an・ 
dere 次 か ら 次 へ と 。 tegenslag [te'xaslax] 災 次 。 steeds 
[stetts] た え ず 。 moest [murst] ね ば な ら な か っ た 。 sierad 
[sfrart] 装飾 品 。bezitting [bazftan] 所 持 品 。verkopen [ver- 
k6pa] verkaufen. om te kunnen leven ニ um leben zu 
ke6nnen. geen [xen] =kein、 medelijden [merdaleids] 同情 
(Mitleid, *sympathia)。 Want [oqnt] =because [a サ ッッ ン 
hwanda, 』rhwanta]. ook [ok] =auch. hen [hen] =inen. 
ten slotte 三 zum Schluss, at last (slotte は slot の 与 格 )。 
bedelvrouw [bdalvrau] を 食 女 。gestorven [xostrva] く ster- 
ven [stgrva] =sterben. 
(駅 ] その (同じ) 瞬間 , ひと り の 召使 が 中 に 駆け 込ん で 来 て 。 
叫ん だ (die は 関係 代名詞 )。「 私 は た っ た 今 , 悪い 知ら せ を 受 
サ 取 り ま し た 。 宙 様 。 知 ら せ は こう で す 。 あな た の 船 は 全部 
沈ん で し まい まし た 。] 

事態 は さら に 進ん だ 。 炎 難 が 次 か ら 次 に 続い た 。 未亡人 は ど 
ん どん 貧し く な っ て 行っ た 。 彼 女 は , 生き る た め に , 自分 の 家 , 
装飾 品 , 所 持 品 全 部 を 売ら な けれ ば な ら な か っ た 。 人 々 は 彼女 
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に だ 層 届 計っ た 。 誰 視 た 未亡人 の ほう で も 彼ら に 決し て 同情 
し な か っ た か ら で あ る 。 

つい に, スタ フォ ー レ ン の 金持ち 女 は 如 食 に な っ て 死ん で し 
まっ た 。 
【 付 〕 上 記 の オラ ンダ 語 は 簡略 版 だ か ら 止 む を 得 な た い が , 同じ 
民話 に も と づい て いる Grimm: Deutsche Sagen, Nr. 240 
pDer Frauensand" の ほう が ずっ と 衝動 的 で ある 。 第 1 行 目 
の Sidersee (Zuyderzee) は Tjsselmeer と 同じ 。 神 の 贈り 物 
で ある 小 凌 が 海中 に 投げ 捨て られ た 場所 は 砂浜 と な り , 婦人 の 
砂浜 と 呼ば れ た 。 そ と に は 導 が 成育 し た が , その 穂 に は 実 が 入 
っ て いな か っ た 。 和 集 栄 し た 港町 は , その 後 , ます ます 疲れ て 行 


っ た 。 


Der Frauensand 


Westlich im Stdersee wachsen mitten aus dem Meer 
Graser und Halme hervor an der Stelle, wo die Kirchttirme 
und stolzen Hauser der vormaligen Stadt Stavoren in tiefer 
Fiut begraben liegen. Der Reichtum hatte ihre Bewohner 
ruchlos gemacht, und als das Ma ihrer Ubeltaten erfallt 
war, gingen sie bald zugrunde. Fischer und Schiffe am 
Strand des Siidersees haben die Sage von Mund zu Mund 


fortbewahrt. 

JDie vermogendste aller Insassen der Stadt Stavoren War 
eine sichere Jungfrau, deren Namen man nicht mehr 
nennt. Stolz auf ihr Geld und Gut, hart gegen die Men- 
schen, strebte sie bloB, ihre Schatze immer noch zu Ver- 
mehren. Fliche und gotteslasterliche Reden horte man 
Yiel aus ihrem Munde. Auch die Gbrigen Burger dieser 
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tnmaRig reichen Stadt, zu deren Zeit man Amsterdam 
noch nicht nannte und Rotterdam ein kleines Dorf war 
hatten den Weg der Tugend verlassen. 

Eines Tags rief die Jungfrau ihren Schiffsmeister und 
befahl ihm auszufahren und eine Ladung des Edelsten 
und Besten mitzubringen,、was auf der Welt ware. Ver- 
gebens forderte der Seemann, gewohnt an punktliche und 
bestimmte Auftrage, nahere Weisung, die Jungfrau be- 
stand zornig auf ihrem Wort und hie8 jihn alsbald in die 
See stechen. Der Schiffsmeister fuhr unschltssig und un- 
sicher ab, er wuBte nicht, wie er dem GeheiB seiner Frau, 
deren b6sen, strengen Sinn er wohl kannte, nachkommen 
me6chte und aberlegte hin und her, was zu tun.。 Endlich 
dachte er: Ich will ihr eine Ladung des kostlichsten 
Weizen bringen。 was ist SchGOners und Ealers zu finden 
auf Erden als dies herrliche Korn, dessen kein Mensch 
entbehren kann? Also steuerte er nach Danzig, befrachtete 
sein Schiff mit ausgesuchtem Weizen und kehrte alsdann, 
immer noch unruhig und furchtsam vor dem Ausgang, 
wieder in seine Heimat zurick. ,Wie, Schiffsmeister", rief 
ihm die Jungfrau entgegen, ,du bist schon hier? Ich 
glaubte dich an der Kiste von Afrika, um Gold und 
Elfenbein zu handeln, la sehen, was du geladen hast.“ 
Z6gernd, denn an jihren Reden sah er schon, wie Wenig 
sein Einkauf ihr behagen wiirde, antwortete er: Meine 
Erau, ich fhre Euch zu dem kostlichsten Weizen, der af 
dem ganzen Erdreich mag gefunden werden“ 一 ゅ Weizen' 
Sprach sie, ,so elendes Zeug bringst du mr 一 ich 
dachte, das ware so elend nicht, was uns unser tagliches 
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und gesunde Brot gibt“ 一 ,Ich will dir zeigen, Wie ver- 
aehtlich mir deine Ladung ist: von welcher Seite ist das 
Sehif geladen7" 一 ,Von der rechten Seite (Stuurboords- 
2yd@)", sprach der Schiffsmeister. 一 Wohlan, so befehl 
ich dir, da du zur Stunde die ganze Ladung auf der 
jinlken Seite (Backboord) in die See schittest: ich komme 
selbst hin und sehe, ob mein Befehl erfallt Worden.“ 
Der Seemann 2auderte, einen Befehl auszufihren, der 
sich so greulich an der Gabe Gottes versindigte, und 
berief in Eile alle armen und dirftigen Leute aus der 
Stadt an die Stelle, wo das Schi 作 lag, durch deren Anblick 
er seine Herrin zu bewegen hoffte。 Sie kam und frug: 
ヵ Wie ist mein Befehl ausgerichtet7" Da fel eine Schar 
Yon Armen auf die Knie vor ihr und baten, daB sie ihnen 
das Korn austeilen mechte, jieber als es von Meer ver- 
schlingen zu lassen. Absr das Herz der Jungfrau war hart 
wie Stein, und sie erneuerts den Befehl, die ganze Ladung 
schleunig tbsr Bord zu werfen. Da bezwang sich der 
SchifSmeister 1anger nicht und rief jaut: ,Nein、diese 
Bosheit kann Gott nicht ungeracht lassen,、wenn es wahr 
iSt, da8 der Himmel das Gute lohnt und das Bose straft: 
ein Tag wird kommen, wo Ihr gerne die edlen Korner, 
die Ihr so Yerspielt, eins nach dem andern auflesen moch- 
tet, Euren Hunger damit zu stillen" 一 ,Wie" rief sie mit 
hellischem Gelachter,,jich soll ddrftig werden konnen? 
Ich soll in Armut und Brotmangel fallen? So wahr dies 
geschieht, so wahr sollen auch meine Augen diesen Ring 
wieder erblicken, den ich hier in die Tiefe der See werfe.“ 
Bei diesem Wort zog sie einen kostbaren Ring vom Finger 


ー52 一 





und warf ihn in die Wellen. Die ganze Ladung des Schiffes 
und aller Weizen, der darauf war, wurde also in die See 
ausgeschiittet. 

Was geschieht? Einige Tage darauf ging die Magd dieser 
Frauen zu Markt, kaufte einen Schellfsch und wollte ihn 
in der Kilche zurichten: als sie ihn aufschnitt, fand sie 
darin einen kostbaren Ring und zeigte ihn ihrer Frauen. 
Wie ihn die Meisterin sah, erkannte sie ihn sogleich fir 
ihren Ring, den sie neulich ins Meer geworfen hatte, 
erbleichte und fhlte die Vorboten der Strafe in ihrem 
Gewissen. Wie groB war aber ihr Schrecken, als in dem- 
selben Augenblick die Botschaft eintraf ihre ganze, aus 
Morgenland kommende Flotte ware gestrandet! Wenige 
Tage darauf kam die neue Zeitung von untergegangenen 
Schiffen, worauf sie noch reiche Ladungen hatte. Ein 
anderes Schiff raubten die Mohren und Tirken: der Fall 
einiger Kaufhauser, worin sie verwickelt war, vollendete 
bald ihr Unglick, und kaum war ein Jahr verHossen, so 
erfillte sich die schreckliche Drohung des Schiffsmeisters 
in allen Sticken、 Arm und von keinem betrauert, von 
Yielen verhohnt, sank sie je anger, je mehr in Not und 
Elend, hungrig bettelte sie Brot vor den Tiren und bekam 
oft keinen Bissen, endlich verktmmerte sie und starb 
Yerzweifelnd. 

Der Weizen aber, der in das Meer geschttet worden 
War, sproB und wuchs das folgende Jahr, doch trug を r 
taube Ahren. Niemand achtete das Warnungszeichen, allein 
die Ruchlosigkeit von Stavoren nahm von Jahr zu Jahr 
Gberhand,。da zog Gott der Herr seine schirmende Hand 
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ab von der bOsen Stadt. Auf eine Zeit schopfte man Hering 
und Butt aus dem Ziehbrunnen, und in der Nacht 8ffnete 
sich die See und verschwalg mehr als drei Viertel der 
Stadt in rauschender Flut. Noch beinah jedes Jahr ver- 
sinken einige HGtten der Insassen, und es ist seit der Zeit 
kein Segen und kein wohlhabender Mann in Stavoren zu 
finden. Noch immer wachst 志 hrlich an derselben Stelle 
ein Gras aus dem Wasser, das kein Kranterkenner kennt, 
das keine BlGte trgt und sonst nirgends mehr auf Erden 
gefunden wird. Der Halm treibt lang und hoch, die Ahre 
gleicht der Weizenahre, ist aber taub und ohne Kerner. 
Die Sandbank, worauf es grint, liegt entlangs der Stadt 
Stavoren und tragt keinen andern Namen als den des 
Frauensands. 


























人.2. Uit “Max Havelaar” van Muitatuli 
『 マ ックス ・ ハ ー フ ェ ラ ー ル 』 よ り 


近代 オラ ンダ 文学 史上 最高 の 傑作 と いわ れる ムル タテ ュー リ 
の 『 マ ックス ・ ハ ヘー フェ ラー ル 』 (1860) の 第 1 章 (全体 は 20 章 
か ら 成 る ) か ら 数 箇所 を 抜粋 する 。Max Havelaar は この 小説 
の 主人 公 で , オラ ンダ 植民 地 時 代 の ジャ リ 島 に 家 東 と し て 赴任 
し , 正義 漢 の た め に 非常 に 苦労 し た 作者 自身 を 指し て いる 。 作 
者 Multatuli は Eduard Douwes Dekker (1820-1887) の ペ 
ン ネ ー ム で , ラテ ン 語 で , 私 は 大 い に (multa) 苦し ん だ (tuj) 
の 意味 で ある 。 





1. Ik ben makelaar in koffe, en woon Op de Laurier- 
gracht, no. 37. Het is mijn gewoonte niet, romans te 
schrijven, of zulke dingen. 

[和洋] makelaar [ma4:kalar] 仲買 人 [<maken "make” の 反 
復 形 |。 woon [oo:n] <wonen 住む 。 Laurier フラ ンス 語 で 
「 月 桂樹 」 (Amsterdam の 運河 名 )。gracht [xraxt] 運河 ご gra- 
Yen 掘る 。of [fl=or. zulk [zoelk]= ニ such. 

〔 駅 ] 私 は ュー ヒー の 仲買 人 で , ロー リ ェ 運河 街 37 番地 に 住ん 
で いる 。 小説 や ら 何やら を 書く の は 私 の 習 償 で は な い 。 


2. Niet alleen dat ik nooit iets schreef wat naar een 
roman geleek, maar 近 houd er zelfs niet van, jets der- 
gelijks te lezen,omdat ik een man van zaken ben. 

〔 注 ] niet alleen dat=not only that.… nooit=never. 
schreef [sxre:f] <schrijven [sxreiva] =to write. jets w 
naar een roman geleek 王 something that resembled a novel 
(geleek<gelijken ニ resemble<gelijk 似 た 。houden van= ニ be 
fond of er.…Yan 三 davon, >dont. omdat=because. man 
Yan 2aken 王 businessman. 
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〔 訳 ] 私 は 小説 の よう な も の を まだ 一 度 も 書い た と と が な い ぱ ば 
か り で な く , その よう な も の を 読む こと が 好き で は た な い 。 私 は 
実業 家 だ か ら だ 。 

3. Ik ben drieenveertig jaren oud, bezoek sedert twintig 
jaren de beurs, en kan dus voor den dag treden, als men 
jemand roept die ondervinding heeft、 

〔 注 ] drieenveertig 3 十 40 ニ 43 (この 語順 は ドイ ッ 語 と デン マ 
ー ク 語 に 同じ )。sedert it. bezoek (過去 か ら 現 在 まで 続 
いて いる 事柄 は 現在 で 表す : ドイ ッ 語 ・ フ ラン ス 語 と 同じ )=ich 
besuche. beurs [bo:rs]= ニ exchange, Borse 取引 所 。dus [ds] 
三 thus. voor den dag treden 明る み に 出 る 。die ondervin- 
ding heeft ニ who has experience. 

〔 訳 〕 私 は 48 蔵 で , 取引 所 に 20 年 通っ て いる 。 だ か ら , も し 
経験 の ある 人 を と 求め られ れ ば , 私 が 志願 し て も よい 。 

中 kheb al wat huizen zien vallenl En gewoonlijk, 
wanneer ikK de oorzaken naging, kwam het me voor, dat 
die moesten gezocht worden in de verkeerde richting die 
aan de meesten gegeven was in hun jeugd. 

[ 注 ] al wat huizen=a good many firms. Wanneer ニ when. 
oorzaak 原因 。 naging <nagaan [na:xain] 調べ る 。 kwam 
く komen. voorkomen 思わ れる 。Yerkeerd 導 の , 間違っ た 。 
in hun jeugd [je:xt] =in their youth. 

〔 訳 ] 私 は いく つ ゃ も の 会 社 が 倒産 する の を 見 て 来 た 。 そ し て , 
大 抵 の 場合 , その 原因 を 調べ て みる と , 大 抵 の 人 が 若い 時 に 受 
けた 間違っ た 教育 に 求め られ ね ば な ら な いこ と が 分 か っ た 。 








5. Ds fout begint al van Van Alphen af. Alles leugens! 
… Het nieuwe zusje is Yan de groenvrouw gekomen in 
een grote kool. Alle Hollanders zijn dapper en edelmoe- 


ee 





dig. 

〔 注 〕 fout=fault. van.…af .… か ら 。 Hieronymus van Al- 
phen (1746-1803) オラ ンダ の 詩人 。 その 『 急 年 誠 集 』 は 諸 言 
語 に 導 訳 され た 。leugen [の :xa] 明 。 


^【 訳 ] 間違い は すでに ファ ン ・ ア ルフ ェ ン か ら 始 まる 。 すべて 


時 だ ! 今度 の 妹 は 野菜 売り の お ば さん の , 大 き な キ ャ ベツ か ら 
生ま れ た ん だ , と か , オラ ンダ 人 は みな 功 敢 で 気 高 いと か 。 

6. En dan komen later Weer andere leugens. Een meisje 
is een engel. Wie dit het eerst ontdekte, heeft nooit 
2usters gehad. Liefde js een zaligheid. Men ylucht met 
het een of ander Yoorwerp naar het einde der aarde. 

〔 注 ] weer= ニ again, wieder. wie ニ whoever, Wer。 het eerst 
最初 に 。het een of ander=“one or other” 何ら か の 。Yoor・ 
Werp (愛情 の ) 対象 。 

[駅 ] それ か ら , また 別 の 弁 が 出 て くる 。 女 の 子 は 天使 で ある 
な ど と 。 こ ん な こと を 始め て 思い つい た 人 は , 女 の き ょ 5 だ い 
が いな か っ た の だ 。 愛 は 訟 福 で ある 。 恋する 人 と 一 緒 な ら 地 の 
果て まで も 逃げ て 行く 。 な ど と 。 

7. Een tweede neiging, die mij even sterk als waarheids- 
]iefde beheerst, is de hartstocht Yoor mijn vak. Welnu, 
lezer, aan mijn onkreukbare liefde voor de waarheid, en 
aan mijn ijver voor de zaken, hebt gij te danken dat deze 
bladen geschreven 2ijn. 

〔 注 ] neiging 傾向 , 素質 , 好み 。beheersen 支配 する 。harts- 
tocht 情熱 。 vak 専門 , 職業 。welnu さて 。onkreukbaar 播 
る が し が た い 。hebt gij te danken ニ you have to than 志 

〔 訳 ] 真実 へ の 愛 と 同じ く 私 を 強く 支配 し て いる 第 2 の 素質 は 
職業 へ の 情熱 で ある 。 さ て 読者 諸 閣 , この 本 が 書か れ た の は 。 
私 の 揺るぎない 真実 へ の 愛 と , 商売 へ の 熱意 の お か げ で ある 。 
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5. デン マー ク 語 (dansk) 


発音 : 注意 すべ き は , デン マー ク 語 に 特有 の 声 門 閉鎖 (glottal 
stop) で ある 。 hund [hun'] ( 犬 ) は [hun] と ] を 発音 し た 
後 で 声 門 (glottis) を 急 に 閉じ る 。 閉じ な いと hun [hun] で 
「 彼 女 」 の 意味 に な る 。["] は , 正式 に は [?] の 記号 を 用 いる 。 
同様 に mand [man] 「 男 , 夫 」, man [man] 「 人 は ]」。 
文法 仁 : 共 性 (common gender) far.en 父 , mor-en 母 
中 性 (neuter gender) barn-et 子供 
上 記 の -en,-et は 定冠詞 で , 名 詞 の 後に 接尾 され る (後半 定 
冠詞 postposed article と いう )。 復 数 の 定冠詞 は 共 作 ・ 中 性 と 
も 同じ で faedre-ne, medre-ne, bern-ene=the fathers, the 
mothers, the children の よう に な る 。 
不定 冠詞 は en far, en mor, et barn の よう に な る 。 語形 
は 同じ だ が , 語源 は 異な る 。 定 窟 詞 の -en, -et は hinn, hitt 
より , 不定 冠詞 の en, et は *oinos, *oinom「1] より 。 
複数 : (1) prins 玉 下 Drins-er 
prinsesse 王女 prinsesse-r 
(②) fugl 島 fugl-e 
hund 宙 hund-e 
⑧ 年 和 r (同形) 
barn 子供 bern (umlaut) 
形容 詞 : (1) en gammel bog an old book 
(②) et gammelt hus =an old house 
(⑬) den gamle bog =the old book 
(④ det gamle hus =the old house 
(5) Bogen er gammel. =The book is old. 
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(6⑥) Huset er gammelt. ニ The house is old. 

(⑦) 複数 Begerne er gamle. The books are old. 

(8) 複数 Husene er gamle. =The houses are old. 

デン マー ク 語 の 形容 詞 は 付加 語 的 (1)-④) に ゃ 述語 的 (⑤)-⑧ 
に も 変化 する 。gammel 十 -e>gamle : 中 性 単数 は -t。 


動詞 : 人 称 の 変化 は な い 。 IT am, you are, he is, we are, 
you are, they are=jeg er, du er, han er, vi er, 】 er, de 
er. 他 の 動詞 も 同様 。komme “to come ", jeg kommer “T 
come ", han kommer “he comes". 


動詞 の 3 基本形 (テキ スト より ): 


不定 詞 骨 天 過去 分 詞 
banke フック す る bankede banket 
besgge 訪問 する besggte besggt 
blive 。 … に な る blev blevet 
glide すべ る gled gledet 
g 行く gik gaet 
rejse 旅 する rejste rejst 

Se 見 る Sa set 

Sige 言う sagde [sa] sagt 
sta 立っ て いる stod staet 


現在 完了 : jeg har vaeret 1have been. 
過去 完了 : hun havde sovet ニ she had slept. 


副詞 : (1) Prinsen var hijemme. 王子 は 家 に いた 。 
(2②) Prinsen kom hjem. 王子 は 家 に 帰っ て 来 た 。 
(① 静止 は で の ある 形 を , ⑫ 運動 は で の な い 形 を 用 いる 2 
同様 に nde 外 に , ud 外 へ inde 中 に , ind 中 へ 
前 慎 詞 十 代 名 詞 : deraf, derfor, derfra, derhos, derp& 
それ の , その た め , それ か ら , その 際 , その 上 に 
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dansk (H.C. Andersen, 1835) 


アン デル セン (Hans Christian Andersen [han's kresdian 
4nsn, 1805-1875) は 156 篇 の 意 話 を 書い た が , こ こ で は 一 番 
短く , 一 番 迫 され て いる 作品 「 え ん どう 豆 の 上 に 寝 た お 妨 様 」 
を 読み な が ら , デン マー ク 語 の 文 を 味わう こと に する 。 





5.1. Prinsessen pa zertem 

えん どう 豆 の 上 に 寝 た お 如き ま 
1. Der var engang en prins: han ville have Sig en prin- 
sesse, men det skulle vaere en rigtig prinsesse. 

[dr vaqr engan en pren'si han vile ha sai en prinsgso 

mgn de sgule vae:r en r6gdi prinsgsa] 
〔 注 ] Andersen [anxsn アナ セン ] < アン ドレ アス (Andreas) 
の 息子 。Andreas ぐ andreios 男らしい , 功 政 た ご an8r, andrGs 
男 。 prinsesse-n お 媒 様 (< フランス 語 ), -n は 定冠詞 。p& .… 
の 上 に 。 grt えん どう 豆 , -en は 定冠詞 。der var=there was. 
engang 一 度 (en 二 gang), か つて 。 en prins 三 a prince. han 
Yille ha=he would have, he wanted to have. Sig [sail 
=for himself。 for herself. men=but. det skulle vaere= 
it should be. rigtig 正しい , 木 当 の 。 
〔 駅 ] むか し , 一 人 の 王子 様 が いま し た 。 尋 様 が ほし いと 過 
っ て いま し た 。 しかし, それ は 本 当 の お 媒 様 で な けれ ば な り ま 
せん で し た 。 


2 S8 rejste han hele verden rundt for at finde sadan en, 
men alle vegne var der noget i vejen. 

[so raisdo han hes vardsn rond お ね r っ fens sodan en, 
men 4lo vaing var dar nor0 ivaion] 


〔 注 ] s& そこ で , それ か ら 。 rejse 旅行 する (rreisen). hele 
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=hel 「 全 体 の 」 に 定形 語尾 -@e が つい た も の 。hel は whole 
と 同 語源 。 verden 世界 ぐ 』/Yerrold「 人 間 の 時 代 」 (神々 の 時 
代 , 巨人 の 時 代 , 狼 の 時 代 な ど に 続い た ), Yerd-en の -en は 
定冠詞 だ が , 1 語 に な っ て し まっ た 。 rundt まわ り に (rund 
「 ま る い 」 の 中 性 形 = 副 詞 く フラ ンス 語 )。for at 王 in order to. 
finde=find. sadan en=such one. alle vegne [Alo vaina] 
everywhere (複数 属 格 )。der var noget i vejen 王 there was 
something in the way, 何 か 障 害 が あっ た 。Yei 「 道 」 は alle 
Yegne の Yeg- と 同じ 。 

〔 駅 ] そこ と で 彼 は , その よう な 人 を 見 つけ る た め に 世界 中 を 旅 
し まし た が , どこ へ 行っ て る も 何 か 障 害 (欠点 ) が あり まし た 。 


3. Prinsesser var der nok af, men om det var rigtige 
prinsesser,kunne han ikke ganske komme efter, altid var 
der noget, som ikke var sa rigtigt. 

[prinsgsr var dar nog a", men om de var r6gdio prinsgsr, 
keno han ego g4nsga koma gfdr, 4Pti"6 var dr no'0, som 
eg Yar s3 regdid] 

〔 注 ] prinsesser : -(e)r は 複数 。nok 十分 に (xenough, kge- 
nug と 同 源 )。af ニ ェ of (enough of them, rgenug davon)、 om 
… か どう か 。 det var=rdas waren, >Cetaient (主語 は 単数 , 
動詞 と 補語 は 複数 )。 kunne=can, could. ikke 耕 定 の 副詞 
( く *eint-gi 一 つも … な い j ェ not, non も ne tt *ne-oinom 
「 一 つも … な い 」 より )。 ganske まっ た く (kgan2 の 。 komme 
efter 後に 来る , 真相 を つか む 。altid いつ も (くす べ て の 時 )。 
noget, somーsomething which デン マー ク 主 は 関係 文 の 前 に 
必ず ュ ン マ を 置く 。som ikke var.… 関係 文 ・ 従 属 文 に お いて 
は 否定 語 ikke は 動詞 の 前 に 来る 。 sa rigtigt そん な に 正 し 
い (rigtigt の t は 中 性 の 語尾 )。 

〔 駅 〕 お 姫 様 は 十分 に 大 勢い まし た が , それ が 本 当 の お お姫様 か 
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どり か と な る と , 皆目 , 見 当 が つき ませ ん で し た 。 い つも 何 か 
正しく な いと と が あっ た の で す ( 顔 が 美 し け れ ば 心 が 隙 い と か 
心 が 美 し け れ ば 顔 が 陳 い と か )。 


4 Sa kom han da hjem igen og Yar sa bedrevet, for 
han ville sa gerne have en virkelig prinsesse. 

[so kom' han da jem' ig6n ou var so badr@"va8, for han 
Yilo so garne ha" en Ye6rgali prinsgsa] 
[ 注 ] kom=komme「 来 る 」 の 過去 。da その 時 。hjem 家 へ 
(対格 , 副詞 )。 igen 再び , 帰っ て 。 s& そん な に ゃ 。 bedrgvet 
悲し ん で (rbetribt). for と いち の は 。gerne 好 ん で (rgern, 
gerne). Yirkelig 本 当 の (rwirklich). 
〔 訳 】 そこ で 彼 は 故郷 に 帰り と て も 電 し み ま し た 。 彼 は どう 
し て も 本 当 の お 媒 様 が ほし か っ た か ら で す 。 


5. En aften blev det da et frygteligt vejr: det lynede 
og tordnede, regnen skyllede ned, det var ganske fOr- 
skreekkeligt ! 

[en afdan ble"v de da ed frggdalid vaeri de 17ma6a ou 
t3rdna0g, rainan sggle0a ne"0, de var gnsga forsgragalid] 
[ 注 ] en aften=one evening. blevy=blive 「.… に な る 」 の 過 
去 。 det blev= ニ res wurde. et frygteligt vejr ニ a terrible 
weather. det 1yner 稲光 が する 。 det tordner 雷 が 鳴る 。 
regn 雨 。Skylle ned ざ あ ざ あ 降る (ned は beneath, rnieder 
と 同 根 )。forskrsekkelig 恐ろし い 。 

〔 訳 ] ある 晩 , 恐ろし い 天 気 に な た り ま し た 。 稲 光 が 起こ り , 雷 
が 鳴り まし た 。 雨 が ざ あ ざ あ 降り , 全く 恐ろし いこ と で し た 。 


6. Sa bankede det pa byens port, og den gamle konge 
gik hen at lukke op. 
〔 注 ] banke [bang] ノッ ク の 音 が する (det banker ニ res 
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klopft, =there is a knock, zi frappe), byens==by 「 町 」 (英国 
地名 Derby, Whitby) 二 定冠詞 -en 十 属 格 -s. port 門 (<zpor- 
tus)。 den gamle konge=the old king (an old king な ら en 
gammel konge)、 gammelーold。 語源 は ぅ hiems, 。zima 「 冬 」 
で , 「(〈 い くつ ) 冬 を 過 ど し た 」 が 原義 。gik [gig] 王 ga 「 行 く 」 の 
過去 (<gikk<*gink<*ging)、 hen 向 ら へ (rhin)、 at Inkke 
op [2 loga op] =to open. 

[駅 ] する と , 町 の 門 を た た く 音 が し まし た 。 そ こ で 年 老い た 
王様 が 開け る た め に 出 て 行き まし た 。 








7. Det var en prinsesse, som stod udenfor. Men Gud, 
hyor hun sa ud af regnen og det onde vejr! 

〔 注 ] det var.…, som (立っ て いた の は ) … で し た 。 stod [sto*] 
く s 信 stand, stehen. udenfor [onfo| 外 に 。 Gud [gu0] 
神 よ , で ある が , 向き を 表わす 。 hvor [vol 何と どん な に 
(how, wie). sa ud … の よう に 見 えた (raussehen,:look). 
af … の た め に 。ond [onl] 悪い 。 

【 訳 〕 外 に 立っ て いた の は 一 人 の (見 知ら ぬ ) お 尋 様 で し た 。 し 
か し , まあ , 雨 と 問 天 僕 の た め に , 何と いう 姿 を し て いた と と 
で し ょ うら 。 


8. Vandet lgb ned ad hendes har og hendes klseder,og 
det lgb ind ad naesen pa skoen og ud ad heelen, og sa 
sagde hun, at hun var en virkelig prinsesse. 

〔 注 ] vand [van'] 水 (中 性 )、 ぇ vatten, >wat6, 属 格 watin-s 
の t と 1 が 音 位 転換 (metathesis) し た も の 。-et は 中 性 定 視 
詞 。1gb [lg"b] く lebe 走る (rlaufen, leap)。 ned [ne"8] 下 
へ 。ad [a61 … に そっ て 。hendes [hgnas] 彼女 の 。har [ho 
脆 。 klseder [kle9] 表 服 (複数 , =clothes, rkKleider)、 ind 
[en] 中 へ (副詞 )。 ind ad .… か ら 中 へ 。 nsesen pa skoen 靴 


ーー 






































の 貞 ( 先 敵 )。 pa は "of* に 相当 する こと が 多い 。nd ad.… か 
ら 外 へ 。 hal [he] か か と 。sagde [sa] く sige [sie]「 言 う 」 
の 過去 。 hun [hun] 彼女 は 。 at [aqd] .… と いう こと (接続 詞 , 
ェ that, rda5)。 

[ 訳 ] 水 が 脆 と 表 服 か ら 流れ 落ち , 款 の 先 か ら 中 へ 入り , か か 
と か ら 外 へ 流れ 出 て いま し た 。 そ し て 彼女 は 言い まし た , 私 は 
本 当 の お 姫 様 で す , と 。 


9. “Ja, det skal vi nok 信 at vide1" taenkte den gamle 
dronning, men hun sagde ikke noget, gik ind i sovekam- 
meret, tog alle sengeklasderne af og lagde en sert pa 
bunden af sengen, derpa tog hun tyve madrasser, lagde 
dem oven pa asrten, og sa endnu tyve edderdunsdyner 
oven pa madrasserne. 

〔 注 ] ja [ia] は い 。det skal vi nok 角 at vide それ を (det) 
きっ と (nok) 知る (vide) よう に な る で し ょ う 。 nok 十分 に 
多分 , きっ と 。skal=shall. fA at vide [fo" o vir6a] =get to 
know. teenke [teemga] 考え る 。 dronning [dr3nen] 女王 。 
ikke noget 何 も .… な い 。 ind i [en' 財 =into. sovekammer 
[s3uskamr] 寝室 (sove 寝る , kammer 部 屋 く ぅ camera). tog 
[to"g] く tage 取る 。 sengeklaederne ふと ん 類 (seng ベッ ド , 
klseder 衣類 , -ne は 定冠詞 複数 )。 tage af 取り 除く (take 
of)、 lagde [la:] <1asgge 置く (=lay, rlegen)。 en gert [8Yd] 
三 a pea (serten 三 the pea). bund [bon]=bottom. seng [seer 
=bed (ノル ド 語 特有 の 単語 )。 derpa [darpo"] thereupon, 
rdarauf. tyve [ty:va] 20. madrasse [madr4ss] マッ ト 。 dem 
[daem]=them. oven [3uan] ( 副 ) 上 に 。 endnu [enQ] まだ が, 
さら に 。 edderdunsdyne [ae6'du'nsdyma] 毛 ち た か も (ed- 
derdun) の 羽 ぶ と ん 。 

〔 駅 〕」「 を え , その うち に きっ と 分 か る で し ょ う よ ]」 と 年 老い た 
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妃 は 言い まし た 。 し か し 彼女 は 何 も 言わ ず , 寝室 に 入っ て 行 
っ て, あと ん 頻 を 全部 取り 除き , ペッ ド の 床 の 上 に えん どう 5 豆 
を 1 つ 置 きま し た 。 そ れ か ら 20 枚 の マッ ト (シー ツ ) を 取り , 
それ ら を えん どう 豆 の 上 に 人 思 き まし た 。 それ か ら さら 20 枚 
の 毛 わ た が も の 羽 ぶ と ん を その 上 に 重ね まし た 。 

10. Der skulle nu prinsessen ligge om natten. 

〔 注 ] der [ae] そこ に 。 skulle [sgle] … す る こと に な っ 
た (ご should). nu [nu] いま 。 ligge [lega] 横 に な る (slie, 
rliegen). om natten [om ndn] 三 in the night. 

〔 駅 〕 さて , そこ と で お 尋 様 は 夜 寝 る と と に な り ま し た 。 

11. Om morgenen spurgte de hende, hvorledes hun havde 
Sovet. 

〔 注 ] om morgenen [om m3nan] in the morning. SDurgte 
[sb6'rds] く sperge [sbSr] た ず ね る 。 de [di] =they. hende 
[hena] 彼女 に ・ を 。hvorledes [vol6'8as] 三 how. havde sov- 
et [har'9e s3us6] =had slept. 

〔 駅 ] 次 ぎの 朝 , (お 城 の ) 人 た も は 寝心地 は いか が で し た か と 
彼女 に た ず ね まし た 。 

12. “0, forskraskkelig slet!" sagde prinsessen. 

( 注 ] forskreekkelig 恐ろし い , 恐ろし く (形容 詞 と 副詞 は 同 
じ )。slet [slsed] 悪い , 悪く (rschlecht。 slight). 

〔 訳 〕]「 ま あ , ひど い 寝 心地 で し た わ 」 と お お 妨 様 が 言い まし た 。 
13. “Jeg har nassten ikke lukket mine gjne den hele nat! 
〔 注 ] jeg [jail 私 は (古代 ノル ド 語 'ek の 語頭 音 が 二 重 母音 
に な っ た )。 har lukket [ha 1oga6] 三 have closed。 nassteme 
nesdan] ほとん ど (=next と 同 源 )。mine gjne mfms 3jng] 
my eyes. den hele nat 三 the whole night (3 語 と も 同 語 
源 )。 

〔 駅 ] 私 は 一 晩 中 ほとん ど 目 を 閉じ る こと が で きま せん で し た 。 
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14. Gud ved, hyad der har vaeret i sengen? 

[ 注 ] Gud yed [ve"9] =God knows 神 の みぞ 知る 。hyvad [va] 
what. hvad der=hvad, 間接 疑問 文 で 主語 の 場合 hvad の 
後に der を つけ る 。har vasret=has been。 

[駅 ] いっ た い ベ ペッ ド の 中 に 何 が あっ た の で し ょ 2 ( 神 の みぞ 
知る )。 

15. jeg har Higget pa noget hardt, sa jeg er ganske brun 
og bI& over min hele krop! 

〔 注 ] har ligget= ニ have lain。 noget hardt [no ho':qd]= 
something hard. sa だ か ら 。 brun og DA [brurm ou DA 
=" brown and blue" あざ だ ら け に な っ て 。 血管 の は れ や 打 
撲 の あと を 示す の だ が , 英語 は black and blue, ドイ ッ 語 は 
braun und blau, フランス語 は jen ai des bleus et des noirs 
と いう 。 over [2ui の 上 に 。 min hele krop [krob] =my 
whole body (krop く ヶ corpus). 

〔 駅 ] 私 は 何 か 固い 物 の 上 に 寝 た よ う で す 。 そ れ で 身体 中 が あ 
ざ だ ら け に な っ て し まい まし た 。 

16. Det er ganske forskreekkeligt!" 

〔 訳 ]】 まっ た く 恐 らし いこ と で す 。 


17. Sa kunne de se, at det var en rigtig prinsesse, da 
hun gennem de tyve madrasser og de tyve edderdunsdyner 
havde mmaerkket zerten. 

〔 注 ] kunne de se=they could see (文頭 に 副詞 s& が 来 だ 
の で | 動詞 十 主 語 」 の 大 序 に な っ た (ドイ ツ 語 と 同じ )。 da::. 
な の で (da 以下 が 副 文 な の で , 動詞 の 前 に 副詞 名 が 来 て いる )。 
gennem 王 through. havde masrket [ha'@e mesrga0] had 
noticed (felt)。 

〔 訳 ]」 そう いう わけ で , 彼ら (お 城 の 人 々 ) は 彼女 が 本 当 の お 姫 
様 で ある こと を 知っ た の で す 。 な ぜ な ら , 20. 枚 の シー ッ と 20 
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枚 の 羽 ぶ と ん を 通し て (た っ た 1 粒 の ) え ん どう 豆 に 気付 いた の 

で すか ら 。 

18. Sa gmskindet kunne der ingen veere uden en virkelig 

DrinseSSe. 

[ 注 ] gmskindet [6msgena9] 肌 の 敏感 な 。kunne der ingen 

vssre 三 there could be no one. uden [un'9aen] .… な し に , … 以 

外 に は 。 

[駅 ] そん な に 敏感 な 肌 の 持 主 は , 本 当 の お 姫 様 以外 に は あり 

えま せん で し た か ら 。 

19. Prinsen tog hende da il kone, for nu vidste han, at 

han havde en rigtig prinsesse: og SeTten kom pa Kunst- 

kammeret, hvor den endnu er at se, dersom ingen har 

taget den. 

〔 注 ] da [dal] その 時 。 til kone [tel kons] に ( め と る )。 

for [fo] .… と いう の は 。 nu [nul] いま 。 Yidste [vesds] 知っ 

た ( く vide)。 kom [kom'] 来 た ( く komme)。IKunstkammer 

[k6n'sdkam] 博物 館 (芸術 の 部 屋 , の 意味 )。hvor [vo].… そ 

と で は (関係 代名詞 )。 den [daen] それ (aerten)。 endu [enl 

まだ 。 er at se 三 (Gt) is to be seen. dersom [darsom] も し .…。 

… の 場合 に は 。 ingen har taget [taro0] den ニ no one has 

taken 

〔 駅 〕 王子 は 彼女 を 妻 に め と り ま し た 。 なぜなら, 今度 こそ , | 
当 の お 姫 様 が 手 に 入っ た こと を 知っ た か ら で す 。 そ し て , そ 

の えん どら 豆 は 博物 館 に 収め られ まし た 。 そ と に えん どう 5 豆 は 

今 で も 見 る と と が で きま す 。 も NAM0 を の NO あう の 

いな けれ ば , で す が 。 

20. Se, det var en rigtig historie. 

[ 注 ] se [se"] 見 よ (動詞 の 語幹 が 命令 形 に た な る)。 historie 

[hisd6"rie] 話し , 歴史 。 
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(駅 ]】 ご らん な さい 。 こ れ は 本 当 に あっ た お 話し な ん で す よ 。 
( 注 ) この 敏感 た 肌 を し た お 姫 様 は アン デル セン 自身 で ある と 
言わ れる 。 普通 の 人 が 1 つ 感 じゃ と ころ を , アン デル セン は 10 
僅 も 20 倍 も 多く , 深く 感じ ゃ こと が で きた 。 彼 の 作品 は 豊か 
な 想像 力 と 鋭い 感受 任 か ら 作ら れ た も の で ある 。 


dansk (S. Kierkegaard, 1844) 


Seren Kierkegaard (1813-1855) の 教養 講話 (Opbyggelige 
Taler, 1843-44) の 中 か ら 。 空 飛 ぶ 鳥 と 野 に 咲く 百合 は どちら 
が 幸福 か , と いう 問題 を 追求 し て いる 。 


5.2. Liljerne pa marken og himmelens fugle 
野 の 百合 と 空 の 鳥 


1. Der var engang en 1ijje, den stod pa et afsides sted 
ved et Ilille rindende vand, og var godt kendt af nogle 
neelder samt et par andre smablomster der i naerheden. 
Liljen var, efter eyangeliets sandfserdige beskrivelse, dej- 
ligere paklaedt end Salomo i al hans herlighed, derhos 
sorglgs og glad sa lang dagen Yar. Umaerkeligt og livea- 
jigt gled tiden hen som det rindende vand, der nynner 
0Og SVinder. 

[ 注 ] Seren [serm] セー レン = ニ sSeverinus. Kierkegaard 
[kekago' =*church-yard. mark 野原 。 cf. Dan が 27 
afsides [usi:9ss] 人 里 離 れ た , 辺 び な 。rindende [renana] 流 
れる [=running]。nogle [n6:ls] 若干 の 。nselde [ngla] いら く 
さ [=nettle]。et par [et pair] 二 三 の 。 der i naerheden [dr 
1 narhe:8n] =there in the neighbourhood. efter [8fdl .… 
に よれ ば 。dejligere pakleedt [d4ilirxpokled] より 美しく 着 館 
られ て 。 derhos [drh3s] その 際 に 。 sa lang dagen var 日 が 
ある か ぎり は 。 gled [gle:9] く glide [glf0s] =glide. hen 
[hen] = ニ rhin。 向う へ 。 

[駅 ] 、 人 里 離 れ た と ころ に , ある 小川 の ほとり に , 一 輪 め 
百合 の 花 が 咲い て た 。 百 合 は 近く の いら くさ や , ほか の 一 
小さ な 花 に よく 知ら れ て いた 。 百 合 は , 福 普 書 の 真 の 記述 に よ 
れ ば , 栄 研 を 極め た ソロ モン より ゃ 美しい 装い を し て いて , 一 
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日 中 (日 が ある か ぎり ) 悩み ふも なく, しあわせ 暮らし て いた 。 
時 は , さら さら と 流れ て は 消え て 行く 小川 の よう に , 気づか ぬ 
うち に , 牽 福 の うち に 過ぎ て 行っ た 。 

2. Men da traf det sig, at der en dag kom en Hille fugl 
og besggte lijen、den kom igen den nseste dag,。 bley da 
borte ij flere dage, indtil den atter kom igen,hvilket 
tyktes 1iljen besynderligt og uforklarligt, uforklarligt, at 
fuglen ikke blev pa samme sted, ligesom smablomsterne, 
besynderligt, at fuglen kunde vaere sa lunefuld. Men som 
det sa ofte gar, sa gik det ogs& Iiljen, at den netop derfor 
forelskede sig mere og mere i fuglen, fordi den var Iune- 
fuld. 

〔 注 ] det traf sig [dg traf sai] … と いう こと が 起 っ た 。blev 
borte [ble: b3rds] =was away. i fere dage hi fler daql 
三 for several days, hvilket [v6lgs8] その こと は (前 の 文 全 
体 を うけ る )。tyktes [tygdas] 三 弟 seemed. kunde [kGns] = 
kunne 三 scould、 ligesom [lasom] =just as. lunefuld [ln3- 
full 気まぐれ な [lune く 51una 月 気まぐれ は 月 の 満 王 に より 
起 る と 考え られ て いた と と か ら : -fuld= ェ -ful 

(駅 ] と と ろ が , 次 ぎの こと が 超 っ た 。 あ る 日 , 一 羽 の 小鳥 が 
や っ て 来 て 百合 を 巧 れ た の だ 。 小 鳥 は 翌日 も 来 た 。 すると, 今 
度 は 何 日 も $ 来 な か っ た 。 が , また や っ て 来 た 。 こ の と と せ は 百合 
に は ふし ぎ に 思 われ た 。 鳥 が 。 小さ な 花 の よう に 同じ 場所 に 留 
まっ て いな いこ と は 不可 解 だ っ た 。 鳥 が そん な に 気まぐれ で あ 
る こと は , ふし ぎ だ っ た 。 し か し , よく ある よう に , 百合 に も 
同じ と と が 起 っ た 。 鳥 が , まさ に , 気まぐれ で ある と いう 理由 
で , 百合 は 鳥 を ます ます 恋し く 思 う 2 よう に な っ た の だ ( 注 : Hije 
は 女 価 名 詞 , fngl は 現代 は 共 性 名 詞 だ が , 古代 に は 男性 名 詞 だ 
っ た 。 ド イツ 語 は 男性 名 詞 
[中 員 ] さき で て, と の 亡 は 悪い 








島 だ っ た 。 百合 の 美しき を ほめ る 
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代り に , 同じ 場所 に し ば られ で いで, か わい そう で すね , それ 
に ひき か え 。 私 は 行き た いと ころ に 自由 に 飛ん で 行く と と が で 
きま す , と 百合 に 言っ た 。 鳥 は 来る た びに , 百合 の みじめ さと 
自分 の 優越 を 語っ た 。 小 川 の せせらぎ は , 百合 に と っ て は , も 
は や 音楽 に は 聞こ と え ず , た いく つ に 思え た 。 百 合 は 自分 の 悩み 
を 鳥 に 打ち 明け た 。 そ し て , も っ と 美しい 花 の た くさ ん いる 奉 
園 に 述 れ て 行っ て で もらう こと に し た 。 鳥 は 百合 の 根 を 所 り , 生 
れ て は じ め て 大 地 を 離れ た 。 翼 に 乗っ て 運ば れる 途中 で , か わ 
いそ うに 百合 は 頂 れ て し まっ た 。 百 合 は 何 も 不可 能 な こと , 
例え ば 。 鳥 に な る こと を 晶 ん だ わけ で は な い 。 鳥 の 言う よう な 
美しい 花 に 。 で きれ ば , 皇 常 の か ん むり (kejserkrone) の よう 
な 花 に な り た いと 虹 ん だ の で ある 。 

3. Saledes gik det altsa den bekymrede lilje。hvis be- 
kymring var at blive en pragtfuld iije eller vel endog 
en kejserkrone. Liljen er menneske. .…Den ile fagl er 
digteren, forfgreren。 eller det digteriske og forforeriske 
1 mennesket. 

〔 注 ] bekymret [bak9mra8] 思い 悩ん だ [rbekimmerH。 
〔 駅 ] 畔 雇 な 百合 に ,。 で きれ ば 息 の か ん な り に な り た いと 過 
い 人 悩ん だ 百合 は , この よう な 運命 に な っ た 。 こ の 百合 は 人 間 で 
ある 。 小鳥 は 笠 人 で あり , 誘惑 首 で ある 。 あ る い は 人 間 の 中 に 
ある 誠人 的 な 要素 と 誘 惑 者 的 な 要素 で ある 。 

4 Hvad laerer altsa den bekymrede af liljerne? Han lerer 
at ngjes med det at vaere menneske, og ikke at bekymres 
om forskelligheden mellem menneske og menneske. 

〔 注 ] nejes [n3ias] med [mg6] … に 満足 する [cf. =enough] 
〔 訳 ] それ で は , 悩め る 者 は , 百合 か ら 何 を 学ぶ か 。 彼 は 学ぶ 
人 間 で ある と と に 満足 せよ 。 人 間 と 人 間 の 間 の 相 信 に 思い わ ず 
らら うな 。[ 節 宮 の 差 , 才能 の 有無 な ど に 思い わ ず ら う た] 
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5.3. Fra Orbis Sensualium Pictus 


モラ ヴィ ア (チェ ュ ) の 教育 者 ・ 宮 教師 コメ ニウス (Johannes 
Amos Comenius, 1592-1671) の Orbis pictus (描か れ た 世界 , 
絵 で 見 る 世界 , 印刷 1657) は 言葉 と 事物 を 結び つけ て 教え る と 
いう 斬新 な 方 法 を 実践 し た も の で , 西欧 諸国 に 普及 し , デン マ 
ー ク に は 1672 年 に 伝来 し た 。 下 に は 「 旅 人 」 に 関す る 1 文 が デ 
ンマ ー ク 語 ・ ラ テン 語 ・ ド イツ 語 の 3 言語 で 併記 され て いる 。 
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dansk-latinsk-tysk (Fra Orbis Sensualium Pictus) 
85. En vanddrings Mand. 

En vanddrings Mand 1. beer paa sin Ryg i en Vad-sseck 
2. hves som Lommen 3. seldler Tasken 4. jicke kande tage 
[im6d:] hand forvares med en Reise-kappe : 5. hand hafver 
1 Handden en Kiepp 6. paa hvilcken hand sig kand stye: 
hand hafver forngden en Teere-pengge saa vel som ochsaa 
en trO och talendde Fglge-syend. 7. For en F6d-sties 8. 
LXXXV. Viator. 

Viator, 1. portat hGmeris in bulgA, 2. qvae funda 3. vel 
marsupiun 4 neqveunt caperei tegitur lacerna, 5 tenet 
manu baculum, 6 qv0 se fulciat: habet opus viatic6, ut 
& fido 届 facundo c6mite. 7. Propter semita 8. 

[ 注 ] humeris=umeris ぐ umerus「 肩 」 
85. Der Wandersmann. 

Der Wandersmann 1. traegt auf dem Ruecken im Reise- 
fell 2. was der Schiebsack 3. oder die Tasche 4. nicht 
koennen fassen: wird bedecket mit dem Reismantel: 5. 
haelt in der Hand qen Wanderstab 6. daran er sich halte: 
er bedarff einer [Weg-] zehrung Wie auch eines getreuen 
und gespraechigen Gefaerten. 7. Wegen des Fuskyld 


Joh. Amos Comenius: Orbis pictus. Dansk udgave 1672. 
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6. スウ ェ ー デ ン 語 (svenska) 

発音 : ノル ウェ ー 語 と 同様, 前 天 母 音 の 前 の g は [ik は 
[sk ski は 田 と な る 。 ge [je giva [ival (与え る ), 
Geteborg [joitsb3rjl, Strindberg [strindbzerj] : kyrka [cyrka] 
(教会 ) kopa [cepal (買う ): skida [da] (スキ ー), skjorta 
Utal (シャ ツ ) 

ノル ウェ ー 語 と 同様 , 単音 調 (enkel ton, single tone) [ 有 ] 
と 複 音 調 (sammansatt ton, double tone) [ ト ] を 区 別 する 。 

anden (and 十 en) [Andan] “the wild duck" 

anden (anden) [andon] “the spirit” 

slutet (slut 十 et) [slS:tat] “the end" 

slutet (sluta の 過去 分 詞 ) [slu:tst] "finished” 

varden (vard-en) [ve:don] “the master” 

Yarden (Yarde の 複数 ) [vae:dan] “values? 


文法 任 : デン マー ク 語 と 同様, 共 人 (common) と 中 性 (neu: 
ter) の 2 つの み 。 共 価 の 後 散 定冠詞 は ・en。 中 性 は -et。 
bok-en “the book” en bok “"a book” 
hus-et “the house” ett hus “a house” 


名 詞 の 復 数: スウェー デン 語 の 複数 の 作り 方 は 5 種類 ある 。 
単 数 復 数 和 数 定形 
⑪ en ficka 少女 fckor fckorna 
(②) en gosse 少年 gOSSar gOSSarna 
3) enpark 公園 Darker Darkerna 
(⑭) ettrike 国 riken rikena 
⑮) ett barn 子供 barn barnen 


スウ ェ ー デ ン 語 は 語 必 の -or, -ar, -er が 残っ て いる が , デ 
ーー 党 ー 





ンマ ー ク ・ ノ ルウ ェ ー 語 で は , みな -er に な っ て し まっ た 。 
形容 詞 : (1) en gammal bok =an old book 

(2) ett gammalt hus =an old house 

(3) den gamla boken =the old book 

(④) det gamla huset =the old house 

(5) Boken gammal. =The book is old. 

(6⑥) Huset r gammalt. ニ The house is old. 

⑰) 複数 B6ckerna ar gamla. The books are old. 

(8) 複数 Husen ir gamla. =The houses are old. 

den gamla boken の よう に , スウ ェ ー デ ン 語 (ノル ウェ ー 
語 $) は 「 定 宮 詞 形容 詞 十 名 詞 」 の 場合 , 名 詞 に 後 加 定 冠詞 
を つけ る ( 一 重 限 定 )。 


動詞 : 人 称 の 変化 は な い 。 IT am, you are, he iS, We ae 
you are, they are jag Ar, du 穫 , han T。 Vi ni 打 。 
de 穫 . 他 の 動詞 も 同様 。komma “to come ", jag kommer 
“1T come "。 han kommer “he comes"。 


動詞 の 3 基本 形 (テキ スト より ): 


不定 詞 過 寺 完了 分 詞 (Supinum) 
dra(ga) 引く drog dragit 

dricka 飲む drack druckit 

d⑯ 死ぬ dog dtt 

finna 見 出す fann fannit 

Se 見 る sag sett 

Yaxa 成長 する vaxte Yuxit 

alska 愛す る alskade alskat 4 


完了 分 詞 (supinum) は 過去 分 詞 の 中 性 形 で , 完了 時 制 に 用 い 
られ る 。 Jag har druckit 61.=I have drunk beer. 
cf. drucket 9], det druckna 9let 三 the drunk beer 
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6.1. Fran “Legemden om julrosorna” 
av Selma Lagerlof (1908) 
ラー ゲル レー ヴ 『 ク リス マス の パラ 』 よ り 


セル マ ・ ラ ー ゲ ルレ ー ヴ (Selma Lagerl6f, 1858-1940) は ス 
ウェ ー デ ン の 地理 教科 書 と し て 書か れ た 『 ニ ー ル ス の ふし ぎ な 
旅 』 (矢崎 源 九郎 訳 , Nils Holgerssons underbara resa genom 
Sverige, 1906-07) が 最も 有名 で , わが 国 で は テレ ビ の アニ メ 
ーション で 広く 知ら れ て いる 。1908 年 に , 女性 と し て 初 の ノー 
ペル 文学 賞 を 授与 され た 。 ここ に 披 粋 する 「 ク リス マス の バラ 」 
(Legenden om julrosorna, 1908) は , 彼女 が 美しい 筆 で 描い 
た スウ ェ ー デ ン の 伝説 の 1 つ で ある 。 盗賊 一 家 ( 夫 , 理 , 5 人 の 
息子 ) が 永久 追放 され た ョ ー イ ン ゲ の 森 (Goingeskogen) の 中 
で , クリ スマ ス ・ イ ヴ に キリ スト の 生誕 を 祝 し て , 荒 涼 と し た 
森 が エデン の 彫 に 変身 する 様子 を 経験 する 。 ス ウェー デン 語 と 
デン マー ク 語 の 庫 離 が どの くら いあ る か を 知る た め に , デン マ 
ー ク 語 も 添え た (Selma Lagerlef, Skrifter,。Bd. V, legender 
og fortaellinger, Kjgbenhavn 1922)。 


1. Abbot Hans lskade sin ortagard sa mycket,som det 
Yar honom mojigt att lska nagot,sonx var jordiskt och 
fGrgangligt. (= デ Nu elskede Abbed Hans sin Urtegaard 
hejere end alt andet af hvad jordisk og forgasngligt er.) 

〔 注 ] 考 ヘ ンス は 3 人 の 信介 と 一 緒 に 修道 院 に 住ん で いる が , 

中 庭 の 庭園 に あり と あら ゆる 草花 を 丹念 に 栽培 し て , その 庭園 
を 誇り に し て いた 。 ある 日 , 物 な い に や っ て 来 た 盗賊 母 (+O- 
Yarmor) が , その よう な 身なり の 者 に し て は めずらし く 庭 園 を 
熱心 に 見 て いる の で , ハン ス は 内 心得 意 に な っ て いた 。 と ころ 
が 彼女 は 「 私 は に と れ ほ ど 美 し い 庭 は 今 ま で に 見 た こと が な いと 
一 瞬 思 っ た が , ヨー イン ゲ の 礎 の 中 で 振 年 クリ スマ ス ・ イ ヴ に 
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見 る 楽園 は も っ と 美しい ] と 言っ た 。 ハン ス が 「 ぜ ひ 見 た い 」 
と 言う と , 「 で は 前 の 別に 息子 を 迎え に よこ し まし ょ う ] と 約 東 
し た 。 そ の よう な 奇 陣 が 本 当 に 起こ る な ら , 君たち 一 家 の 道 放 
を 解除 する よう 大 主教 に 話し て あげ よう と ハン ス も 約束 し た 。 
ort 西 物 , 草花 (cf. 英 wurt)。 s& mycket, som 三 so much 
that. mGjhig 三 possible. nagot som 三 something which. jor- 
disk=earthly. fGrganglig=transient, rverganglich. デン 
マー ク 語 は 1947 年 まで は , ドイ ツ 語 と 同じ よう に , 名 詞 を 大 文 
字 で 書い た 。 

〔 駅 ] 修道 院長 ヘン ス は 自分 の 庭園 を 非常 に 受 し て いた の で , 
と の 世 の も の , は か な いも の の 中 で , これ 以上 に 愛す る こと は 
不可 能 で あっ た 。 


2. Nu her jag anda hit hur julklockorna ringer, sade 
r6varmor. Knappt var detta sagt, fGrran alla st6rtade 
upp och sprang ut. Men i skogen fann de annu merk 
natt och kulen vinter. Det enda, som fSrnams, Var en 
avIagsen klockklang, som fGrdes dit aV en svag sunnan- 
Yind. 





Jeg kan allerede hgre Juleklokkerne ringe helt her 
ind i Hulen, sagde Rovermor. Nzeppe havde hun sagt 
det, fer de alle for op og ilede ud. Men da de kom ind 
1 Skoven, var det endnu moerk Nat og iskold Vinter. Det 
eneste, de fornam, Yar en jern Klokkeklang, der fgrtes 
ti dem af en svag Sgndenvind.) 

〔 注 〕 anda hit こと まで も (8nda=ti, hit=hither)。 Hur 
三 how. knappt 三 scarcely : fGrran ぐ fGrrinna 王 run fQrward. 
stOrtade ニ rgesttrzt (過去 分 詞 複数 )。 fann de ニ they found. 
ョ nnu 王 still, yet. kulen ニ =iskold (デン マー ク 語 の ほう が 一 般 
的 に 解説 的 に 表現 し て いる )。 det enda=the only thing, das 
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einzige. som fGrnams 王 that was perceived (スウ ェ ー デ ン 
語 は medio-passive だ が デン マー クタ ク 語 は de fornam=they 
perceived と active を 用 いて いる )。avIagsen は ずれ て (遠く 
に ) 位置 し て いる = ァ fjern 遠い 。 fGrdes 三 was led 導 か れ た 
(gefahrt wurde: ここ と で は デン マー ク 語 も medio-passive)。 
dit 三 thither, til dem ニ to them. 

[駅 】 クリ スマ ス の 鐘 の 音 が と と まで 聞こ と えて 米 た まし た よ 。 
と 盗賊 の 母 が 言っ た 。 彼 女 が そう 言 ら や いな や , 全員 が 飛び 上 
が っ て , 外 へ 出 た 。 し か し , 森 の 中 は まだ 剛 い 夜 と 陰 殴 な 冬 ( デ 
ンマ ー ク 語 : 水 の よ うに 冷た い 冬 ) が ある だ け だ っ た 。 彼ら が 
気づい た の は , か すか な 南 風 に 乗っ て 笑い て 来る く の 鏡 の 音 
だ け だ っ た 。 


3. DA sag abbot Hans, att sn6n f6rsvann frAn marken, 
som om nagon hade dragit bort en matta, och att jorden 


DGrjade gronska. Ormbunkarna stack upp sina skott, 
hoprullade som biskopskraklor. Liungen, som vaxXte Da 
stenbacken, och porsen, so Yar rotad ji mossen,kIadde 
sig hastigt i nytt gr6nt. Mosstuvorna svallde och hGjde 
sig, och varblommorna skOt upp med svallande knoppar, 
som redan hade ett stank av farg. 

(= デ Da saa Abbed Hans, at Sneen forsvandt fra Jorden, 
som om nogen havde draget et Tasppe bort, og Jorden 
begyndte at grgnnes. Bregneskuddene, der havde staaet 
sammenrullede som Bispestave, rullede sig op og sked 
i Vejret. Lyngen oppe paa Stenhobsn og Porsen nede 
i Mosen klaedte sig 1 en frisk gron Dragt. Mostuerne 
svulmede og lgftede sig, og Foraarsblomsterne skgd op 
med syulmende Knopper, der allerede havde et Stsenk af 
Tarve.) 
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〔 注 ] sag ニ se の 過 夫 (cf ゴー ト 語 safhwan の 過去 sahw)。 
1Grsvann <fGrsvinna 三 rverschwinden. mark 大 地 , 地面 , 野 
原 (cf. Danmark, ぅ margo, marginis 境界 )。som om=as 近 . 
matta ニ テ tzeppe, kTeppich. bGrja gronska=begin to be 
green (begynde は 低地 ドイ ッ 語 より , gronska の sk は 
fl6re-sc-6 「 花 が 咲く 」 と 同じ く inchoative)。ormbunke 羊 
歯 。 stack<sticka. skott, . 非 skjuta=shoot, schie- 
Ben)、 hoprulla ニ デ は rulle sig op og skyde i vejret (=shoot 
into the air) と 2 語 に 訳し て いる 。 jjung=heath。 vaxa ( 過 
去 の み 層 変 化 ) ニ grow, stenbacke 石 の 丘 , 地面 。tuva 芝 士 。 
svalla 三 swell. knopp つぼ み 。 stank, ヵ .。 滴 ()。 角 rge= 
color, Farbe. 

〔 駅 ] その 時 , 修道 院長 ヘン ス は 雪が 地面 か ら 消え て 行く の を 
見 た 。 まる で | 紋 答 ( 読 )) を 避 い た か の よう だ っ た 。 そ し で 
大 地 が 緑 に な り 始 め た 。 羊 歯 (が 芽 を 出し , 司教 の 杖 の よう に 
くる くる 巻い て , すっ と 伸び た 。 石 ころ の 地面 に 生え て いた と 
ー ス ゃ , 泥 内 と け の 中 に 根づい て いた や ちや な ぎ も , すばやく 
新しい 緑 の こ ちろ も を 着 た 。 こ け の 原 が こん も り と 盛り 上 が り , 
春の 花 が 工 を 出し て , すでに ほのか な 色 を つけ た 交 (%) を ふく 
ら ま せ た 。 





外 Abbot Hans' hjarta klappade hart nar han markte de 
f6rsta tecknen till att skogen bGrjade vakna. “Ska da 
jag, gamle man, 信 se ett sadant under?" tankte han, 
och tararna ville tranga fram i hans gon. 

(= デ Abbedens Hjerte bankede stzerkt, da hans の je 
opfangede de forste Tegn paa, at Skoven var i Faerd med 
at vaagne. “Skal jeg gamle Mand da virkelig skue et 
saadant Mirakel!"' og Taarerne treengte sig op i hans 
編 jne.) 
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〔 注 ] abbot Hans' hjarta=Abbedens Hjerte. この あたり も , 
デン マー ク 語 の 訳文 は 自由 数 量 が 伺え る 。 klappa= ァ banke. 
nar ニ ァ da … し た 時 (過去 1 回 : nar は .…. し た 時 は いつ も )。 
tecken, 4 し る し , き ぎ ざし (token, kZeichen : この 後 の 前 軒 
詞 の 相違 に 注意 )。 bGOrjade (att な し の 不定 詞 ) し 始め た Var 
i Faerd med … し つつ あっ た (Fserd=rFahrt 行く こと , 旅 )。 
Yakna, vaagne と も に ノル ド 語 特有 の inchoative な 接尾 辞 
Ha を 含ん で いる 。gamle man 形容 詞 は 層 形 。fa se 見 る こと 
を 得る , 見 る と と が で きる =skue (語源 的 に show, schauen)。 
under, は ゲル マン 語 だ が Mirakel は ラテ ン 語 か ら の 借用 
語 。ville tranga fram ( 涙 が ) 押し 寄せ よう と し て どう し よう 
も な か っ た ニ ァ tengte sig op ( 涙 が ) あふ れ た 。 この あたり , 
comparative phraseology な いし comparative stylistics の 
材料 が 豊富 に 見 られ る 。 

〔 駅 ] 森 が 目覚 め 始 め る 最初 の きざし に 気づい た 時 。 修道 院長 
ハン ス の 胸 は 激しく 炎 動 し た 。「 年 老い た 私 が こん な 奇跡 を 見 
る こと が で きる な ん て 」 と 彼 は 考え た 。 そ し て 彼 の 目 に 涙 が 浮 
か ん だ 。 


5. Standigt kom nya vagor av varme och ljus, och nu 
f6rde de med sig andsnatter fran skogstjarnet. Gult fr6- 
mj61 fran ragfalt svarmade i luften. Fjarilar kom, sa 
stora, att de sa&g ut som fygande liljor. Biens bo i en 
jihalig ek var redan sa fallt av honung, att den dr6p 
nerat stammen. Nu bGrjade ocks& de blommorna sla ut, 
som hade vuxit upp ur fr6n fran frammande 18nder. De 
sk6naste rosor kJattrade uppat bergvaggen i kapp med 
Dj6rnbaren. Upp ur skogsangen Yallde fram blommor, sa 
stora som manniskoansikten. Abbot Hans tankte pa den 
blomman, som han skulle plocka at biskop Absalon, men 
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han drojde annu att bryta den. Den ena blomman vaxte 
upp harligare an den andra, och han ville valja honom 
den allra sk6naste. 

( ニ デ Bestandig kom der ny Beglger af Varme og Lys, 

og nu bragte de Andesnadren med fra Skovseen. Gult 
Stey fra Rugmarkerne sveevede i Luften. Der kom Som- 
merfugle saa store, at de saa ud som fyvende Liljer. 
Biens Kube i en hul Eg var allerede saa fuld af Honning 
at det dryppede ned ad Stammen. Nu begyndte ogsaa 
de Blomster at springe ud, som der var kommet Fro til 
fra fremmede Lande. Rosenbuskene klatrede opad Bjerg・ 
Yaeggen omkap med Brombasrranken. Og Blomster saa 
store som Menneskeansigter vseldede op af Engen. Abbed 
Hans taenkte paa den Blomst, han skulde plukke til Biskop 
Absalon,men han tovede stadig med at plukke nogen: 
den ene Blomst skgd op skgnnere end den anden, og han 
Yilde vaelge den allerskgnneste til ham,) 
[ 注 ] and あひる 。snatter ガー ガー と いら 鳴き 声 。1jArn, 
池 , 湖 。fr6mj61, . 花粉 (fr6 竹 , つぼみ j mj61 粉 )。rAg らち 
い 変 ( 印 欧 祖語 の 時 代 か ら ある 穀物 )。 svarma 群がる 。 iril 
蝶 。sag ut … の よう に 見 えた 。 biens bo ( 三 Biens Kube) 蜜 
蜂の巣 。 halig 空洞 の 。ek 極 の 木 。 redan (allerede) す で 
に , 原義 は 「 馬 に 乗る 準備 が で き て 」。dr6p ぐ drypa し た た る 。 
nerat ned at .… に 沿っ て 下 に 。 hade vuxit ニ had grown. 
uppat … に 沿っ て 上 に 。 bergvagg 絶 了 (Vagg 栗 )。 i kapp 
med … と 競っ て 。 DjGrnbar, . きい ちご 。 skogsang 森 の 牧 
場 (草原 ), ang 牧場 。vlla 湖 き 出る 。 計 … の た め に 。drdja 
た め ら うら う 。 den ena.…am den andra 1 つ は 他 の も の より も 。 
hriig 立派 な , 美しい 。v&lja 選 . ぶ 。den allra skonaste=the 
most beautiful of all (allra は 複数 属 格 )。 
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(駅 ] 新しい 有明 か い 波 と 光 の 波 が た え ず や っ て 来 た 。 そ し て 礎 
の 湖 か ら は アヒル の 鳴き 声 ふ その 波 に 乗っ て 聞こ えて 米 た 。 らち 
い 実 畑 か ら の 黄色 い 花 粉 が 空中 に 舞い 上 が っ た 。 蝶 も や っ て 来 
た 。 あま り 大 きか っ た の で , 百合 の 花 が 飛ん で いる よう だ っ た 。 
空洞 の 極 の 木 に か か っ て いる 徐 蜂 の 巣 は 穴 が あふ れ , 幹 か らし 
た た り 落 ち て いた 。 今 , 花 も 開き 始め て いた 。 そ れ は 異国 の 竹 
か ら 成 長 し た も の だ っ た 。 こ の 上 も な く 美 し いばら の 花 が , き 
いち ど と 競い な が ら 絶 菩 に 沿っ て , よじ 登っ て 行っ た 。 森 の 牧 
場 か ら は 人 間 の 顔 や らい も ある 大 き 法 花 が 咲き 出し た 。 修 道 院 
長 ヘ ンス は アプ サロ ン 司 教 の た め に 摘ん で 行 と うと 思っ て いた 
花 の こと を 思い 出し た 。 し か し 彼 は それ を 折る の を まだ た め ら 
っ て いた 。 も っ と すばらし い あと か ら あ と か ら 咲 き 出 た 。 
彼 は アプ サロ ン の た め に , 一 番 美 し い 花 を 過 合 うと 思っ た の で 
ある 。 

と うし て 麻 の 中 は , さき ながら ェ デ ン の 賠 の よう な 介 雇 な 場面 
と 化す の で ある が , 同伴 し た 平 修 道士 (ekbroder。 ayman 
Taienbruder) が , これ は きっ と 間 魔 の 仕業 だ と 思っ て , 肩 に 
止ま ろう と し た 麻 の ハト に 向かっ て 「 お 前 が や っ て 来 た , も と 
の 地獄 に 帰れ 」 と 鳴 っ た 。 だ が その 瞬間 , 楽園 は も と の 荒涼 
と し た 購 く 寒い 株 に も ゃ どっ て し まっ た 。 ハ ンス が 最後 の 力 を ふ 
り し ぼっ て も ぎ と っ た バラ の 球根 は 修道 院 に 持ち 帰ら れ 。 振 年 
クリ スマ ス ・ イ ヴ に は 見 事 な バ ラ を 咲か それ は クリ スマ 
ス の バラ と 呼ば れ た 。 盗 農 一 家 は 無事 に 村 で 則 ら すこ と が で き 
る よう に な っ た 。 





6.2. Fran “Frithiofs saga" av Esaias 
Tegner (1825) 
テグ ネル 『 フ リ チ ョ フ の サガ 』 より 


Esaias Tegner (1782-1846) は 全 ョ ヨー ロッ ズ に 名 声 を 獲得 し 
た 最初 の スウ ェ ー デ ン 詩 人 だ っ た 。 上 掲 の Selma Lager16f と 
同じ く 風 光明 如 な Varmland に 牧師 の 6 人 兄弟 の 末 の 息子 と 
し て 生ま れ , 1799 年 に Lund 大 学 に 入学 。 1812 年 に そこ の ギ 
リシア 語 教 授 と な る 。1811 年 当時 フラ ンス か ぶれ だ っ た スウ 
ェ ー デ ン 文 壇 に 対抗 し て , 古代 ノル ド 文 学 ・ 文 化 に 興味 を 抱く 
着い 詩人 た ち に より GGtiska f6rbundet (イェ ー タ 協会 ) が 結 
成 さ れ , Tegn6r は その 中 心 人 物 と な っ た 。1819 年 に は スウ ェ 
ー デ ン ・ ア カ デ ミ ー の 会 員 に 選ば れ , 1824 年 に は V&xj6 (ツァ 
クシ ョ ー) の bishop に 任命 され た 。1825 年 に Frithiofs saga 
が 発表 され る や , スウ ツェー デン 国内 は も ちろ ん , ヨー ロッ パ 中 
に 反響 を 呼び 諸 外 国語 に 翻訳 され た 。 Frithiof は 13 世紀 末 
か ら 14 世 紀 初 頭 に 住ん 人 で いた と 考え られ る ヴァ イキ ング で , 身 
分 は 低い が 誉れ 高い 廿 で ある 。 彼 と , 高 買 な 生ま れ の Inge- 
borg (イン ゲ ダボ ル ィ ) と の 間 の 変わ ら ぬ 愛 と その 成就 を っ 
た 英雄 サガ (heroic saga) で , 24 章 (canto) か ら 成る 。 ス ウェ 
ー デ ン 語 原文 は 全集 2 巻 saias Tegn6r: Samlade Skrifter, 
Stockholm, Norstedt & SG6ners fGrlag 1923, 第 1 巻 pp.97- 
238 な ど に 収め られ て いる 。 わ が 国 に も エサ イア ス ・ テ グ ネ ー 
ル 『 フ ラリ ショ ン 物 語 』 山口 秀夫 訳注 ( 語 葉 付き , 大 学 書林 , 1983, 
Yii 十 252 pp.)) が ある 。 

1. Der vaxte uti Hildings gard 4 
Tva plantor under fostrarns vard. 
ji Norden fGrr sett tva sa skona。 
De vaxte herriigt i det gr6na. 


ーー 


〔 注 ] 1 行 目 ・2 行 目 は メ ^ (der vax)lX ノ (eu01XZG 
硬 ) | メ ィ (dings gard) の よう に 弱 強 4 歩 格 (ambic tetra- 
meter), aabb の 脚 韻 を 踏ん で いる 。3 行 目 ・4 行 目 は 最後 に 弱 
音 館 が 1 個 字 あま り に な っ て いる 。 ui (語源 的 に は out in)。 
Hilding は 青年 Frithiof と Ingeborg 娘 の 養父 母 (fostrare)。 
gard 屋敷 (住居 と 庭園 を 含む , garden, yard, >hortuS, sgrad, 
gorod 「 町 」 と 同 根 )。planta 西 物 。vard, . 保護 (cf. 英 War- 
den, guardian)。 ej ( 証 語 ) 否定 の 副詞 。 Norden 北国 , ノル 
ド 。fGrr 以前 に 。sett=se の 過去 分 詞 (過去 完了 hade sett の 
hade が 省略 され て いる : 詩 で は リズ ム な どの た め に , この よ 
ちな poetic Hicence が 行わ れる 。 散文 で も し ば し ば 省略 され 
る )。 herrHigt 立派 に (t は 副詞 語尾 , 中 性 形 )。 det grOna= 
the green. 

[駅 ] ヒル ディ ング の 屋敷 に 成長 し た 

2 本 の 草花 が 養父 母 の 底 護 の も と に 。 


北国 は 今 ま で に 見 た こと が な か っ た 
これ ほど 美しく 2 人 が 緑 の 中 に 育つ の を 。 


Sa vaxte de i fr6jd och lek, 

och Frithiof var den unga ek, 

men rosen uti dalar grOna 

hon hette Ingeborg den skOna. 
[ 注 ] 同じ 屋敷 に 育っ た 2 人 は 1 つの 花壇 の 中 の 2 輪 の 花 の よ 
うに 相思 相愛 な の で ある 。84 ( 副 ) その よう に し て , そん な に 。 
Frithiof く frier 保護 士 jiGfr 君主 , 人 々 を 守る 君主 。ros ruis] 
ば ら (ros-en, rOS-Or, TOS-Orna: デン マー ク ・ ノ ルウ ェ ー 語 で 
は rose と -e が ある が , アイ スラ ンド 語 と オラ ンダ 語 で は rG5, 
roos で -e が な い )。hette く heta .… と 呼ば れる (ゲル マン 語 特 
有 の 単語 )。 Ingeborg く Inge 十 borg ゲル マン の 神 イ ング に 守 
られ る 者 。 こ の stanza も 弱 強 ( バ ) 4 歩 格 , aabb の 脚 韻 を 
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踏む 。 

〔 訳 〕 2 人 は 喜び と 戯れ の 中 に 育っ た 。 
フリ チョ ラフ は 若い 極 の 木 , 
部 の 谷間 の ぱら の 花 は 
麻 し の イン ゲ ボ ル ィ と 呼ば れ た 。 


『 フ リ チ ョ フ の サガ 』 に は エッ ダ や 北欧 神話 か ら の 材料 が 豊富 
に 織り 込ま れ て いる 。 次 ぎ は 2 人 の 父親 た ち が 子 供 た ち に 授け 
る 教 証 で ある が , エッ ダ の 中 の HaAvamA4l (高き 者 の 歌 , オー 
ディ ン の 歌 ) を 思い 出さ せる 。 


3. Dag skall du prisa, Frithiof sen bargad sol sig dljt, 
och 6l nar det 打 drucket, och rad nar f6It、 
Du sjalv dOr han och han der vad dig tllhor, 
men en ting Yet jag, Frithiof, som aldrig dOry 
och det r domen Gver dd man: darfSre 
vad adelt 穫 du vilje, vad ratt du gGre. 


〔 注 ] 脚 韻 は aabbcc で 整っ て いる が , 詩 の リズ ム (scansion) 
は 上 の 場合 の よう に は うま く 行 か な い 。 dag-en と 定冠詞 を 付 
ける べき で あろ りう が, 古語 の 却 囲 気 を 出す た めか , リズ ム の た 
めか , 示 詞 ゼロ に な っ て いる 。sen=sedan .… 以 来 。 brgad= 
rgeborgen 隠さ れ て (過去 分 詞 )。d6Hja sig 隠れ る 。0L み ビ 
ー ル ( 英 ale, リト ア = ア 語 als, フィン ラン ド 語 Olu も )。W 直 - 
liam Lewery Blackley の 英訳 (Dublin, 1857) で は mead ( 蜂 
酒 ) と 訳 さ れ て いる 。 d6 く 古 ノル ド 語 deyja (英語 に 借用 さ 
れ た 有名 な 単語 : 古 英語 は steorfan だ っ た )。 Ian ニ ァ hen, 
rhin,。 ェ away. 4 行 目 som aldrig dor は 従属 文 な の で 副 抽 
aldrig 「 決 し て .… な い 」 が 動詞 の 前 に 来 て いる く aldri 一 生 の 間 
(aldr の 与 格 ) 十 否定 の 接尾 辞 -gG)。 vijje く vilja (wi 命令 
形 
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[駅 〕 1 日 を 論 め ょ , フリ チョ フ よ , 太陽 が 地平 線 に 隠れ て か ら 。 
ビー ル は 飲ん だ 時 に 褒め よ 。 目 告 は 従っ て よかっ た 時 に 褒め よ 。 
お 前 自身 は 死ん で し まう , そし て , お 前 の 家族 も 家 来 も 死ぬ 。 
だ が フリ チョ フ よ , 私 は 決し て 死な な いも の を 一 知っ て いる 。 
それ は 死ん だ 人 に 下さ れる 審判 で ある 。 それ ゆえ に 

お お 前 は 高貴 だ と 思う こと , 正しい と 思う こと を 実行 し な さい 。 






一 夜 の 水 は 薄 いか ら 用 心 せよ , 春の 雪 は 溶け や すい か ら 用 心 
せよ , 蛇 は 眼 っ た ふり を し て いる だ け か も し れ な いか ら 気 を つ 
け よ , と Tegner は 歌っ て いる 。 


4 Nattgammal is tro icke, ej vardags sn6, 

@j somnad orm, ej talet av knasatt m6: 

ty kvinnans br6st ar svarvat pa hjul som rullar, 

och vankelmod bor under de jiljekullar. 
〔 注 ] icke 三 not. somnad 眼 り こん だ (Somna の 過去 分 詞 
ySVapna-, *hypnos, ぅ Somnus 征 有職 り 」 と 同 根 )。 ta 2. と と ば 。 
knasatt 膝 ま ずい て く kna ひざ satta の 過 雲 分詞 。m6 乙女 。 
Yankelmod 気まぐれ , 心 の ま よ い 。 
〔 訳 】 た っ た 1 夜 の 氷 を 信じ る な , 春の 日 の 近 も 信じ る な 。 
眠れ る 蛇 を 信じ る な , 腔 まず いた 乙女 の 言葉 を 信じ る な 。 
女 の 心 は 揺れ る 車輪 の 上 で 二 転 三 転 する こと が ある か ら 。 
ゆり の 花 の よう な 胸 の 内 に は 気まぐれ が ひそ ん で いる か ら 。 

最後 の 第 24 意 は 結婚 に 反対 し て いた Ingeborg の 兄たち 

の 和解 も 得 ら れ て , ハッ ピー エン ド で 終わ る 。 
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7. ノル ウェ ー 語 (norsk) 


言語 人 口 430 万 (うち bokmal 80%, nynorsk 2092)。 

発音 : デン マー ク 語 に くら べ 正 書法 は 表 音 的 。 デ ンマ ー ク 語 
で mand ( 男 ), sagde (言っ た ) と 書く と と ろ を , ノル ウェ ー 語 
で は mann, sa と 書く 。 gi (与え る ), gjest ( 客 ) な どの g, 呈 
が [] と な る 。ski (スキ ー), skje (スプ ー ン , 起こ る ), skjenn 
(美しい ) な どの sk, skj が [ と な る 。 


スウ ェ ー デ ン 語 と 同様, 単音 調 (tone 1, enkel tone [ ノ ] と 
複 音 調 (tone 2 sammensatt tone) [ ヽ ] を 区 別 す る 。 

gutten [g&tton] “the boy" (gutt 二 定冠詞 ) 

jente [jenta] “ girl jenta [jenta] “the gir1” 

skole [skuls] “school" 

skolen [sku:lsn] “the school” 

skrive [skrive] “to write”" 

skriver [skriivar] “write" (現在 ) 

skriver [Skrivar] “Writer” 


文法 性 : デン マー ク 語 ・ ス ウェ ー デ ン 語 と 異な り , 男性 ・ 女 
性 ・ 中 性 を 区 別 す る 。 デ ンマ ー ク ・ ノ ルウ ェ ー 合 併 時 代 (1380- 
1814) は 女性 が 失わ れ て いた が , ここ 数 十 年 の 間 に 徐 々 に 回 復 
し て きた も の で , 女性 名 詞 の 数 は まだ 多く は な い 。 pike (少女 ), 
bok (本 ) の 定形 ( 定 完 詞 を つけ た 形 ) は piken, b6ken ( 共 性 ) 
と pika, boka (女性 ) の 両方 が 認め られ て いる (Valgfri, op- 
tional) が , 女性 形 が 優勢 に な りつ つ あ る (特に , 若い 世代 に )。 
男 価 : gutt, gutten “the boy", en gutt “a boy”" 
女性 : jente, jenta “the gir1"。 ei jente “a girl”" 
中 性 : barn, barnet “the child"。 et barn “achild" 
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テキ ス ま より 。 
男性 : gard-en 屋敷 , ild-en 火 、 flgte-n クリ ー ム 
女性 : bygd-a 村落 , katt-a ね こ , mus-a ね ずみ 
中 性 : eventyrret 意 話 , hode-t 頭 , ris-et 枝 , や ち 

形容 詞 の 変化 ・ 用 法 は デン マー ク 語 と 同じ 。 

動詞 の 変化 も デンマーク 語 と 大 体 同じ 。 


3 基本 形 (テキ スト より ) 


不定 詞 過去 過去 分 詞 
bji … に な る ble blitt 
dra 行く drog dratt 
falle 倒れ る falt falt 

南 得る fikk fatt 

ga 歩く gikk gatt 
hete 。 … と いら 5 名 で ある hette, het hett 
komme 来る kom kommet 
reise 旅 する reiste reist 
rise むち で 打つ riset riset 
sette 置く satte satt 

Si 言う Sa sagt 
tro 信じ る trodde trodd 


完了 時 制 : han hadde satt “he had set" 
hun var kommet “she had come” 
不定 詞 : de laserte henneaskrive “they taught her to 
write” 
bokmAl (旧称 riksmal) で 単 母 普 を 用 いる と ころ を nynorsk 
(旧称 1andsmal) で は 二 重 母音 が 多い (この ほら が 十 い )。 
bokmAll: sten 石 : en g 島 : ikke 否定 , gikk 行っ た 
nynorsk: stein: ein gyi 応 kje: gjekk 
その 他 , 実例 は 対 周 テ キス ト を 参照 され た い 。 
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7.1. Eventyret' om gutten som ikke ville 
ga” pa skolen (bokmal) 


Det var en gang' ei konet og hun hadde en gutt som 
球 ke ville ga pa skolen. 

Da gikk kona til riset' og sae: 

一 Kjaere7 ris, ris9 gutten, for gutten vil ikke ga pa 
skolen! 

一 Nei, sa riset. 


Da gikk kona til ilden9 og sa: 

ーー Kjaere ild, brennl9 riset, for riset vil ikke rise gutten, 
og gutten vil ikke ga pa skolen! 

ーーNei, sa ilden. 

Da gikk kona til vannett og sa: 


ーKjsere vann,。 slokk ilden, for ilden vil ikke brenne 
riset, og riset vil ikke rise gutten,og gutten vil ikke ga 
pa skolen! 

一 Nei, sa Yannet. 

Da gikk kona til oksents og sa : 

ーー Kjare okse, drikkt vannet, for vannet vil ikke slokke 
ilden, ilden vil ikke brenne riset, riset vil ikke rise gutten、 
og gutten vil ikke ga pa skolen! 





ブー クモ ー ル と = ュー ノル スク 対 妥 。 学校 に 行き た が ら な か っ た 少 
年 の 話 。 息子 が 学校 に 行き た が ら な い の で , 母親 は 和幸 ( な むち ) の と ころ 
へ 行き , 息子 を 打っ て くれ と 頼ん だ 。 そ こ か ら , 火 一 水 一 牡 生 一 肉 
恒 ( 居 殺 者 ) 一 綱 つ 原 (ね ずみ ) 一 猫 ( ね こ ) へ と 順に まわ り , や っ と 胡 
決する 。 日 本 の ね ずみ の 災 入 り に 似 て いる 。 ノ ルウ ェ ー 語 で regle [ く 
regulal, 英語 で rigmarole [ragman roll catalog] と いう 。 

〔 注 〕 1. eventyr IS:vantyr] 童話 , 物語 。 2。 en gutt som ikke 
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Om guten som ikkje vile ga pa skolen 
(nynorsk) 


Det var ein gong ei kone som hadde ein gut som jkkje 
ville ga pa skolen. 

Da gjekk kona til riset og sa: 

ーー KKjsere ris, ris guten, for guten vil ikkje ga pa skolen! 

一 Nei, sa riset. 


Da gjekk kona til elden og sa: 

一 Kijaere eld, brenn riset, for riset ville ikkje rise guten, 
0g guten yil ikkje ga pa skolen! 

一 Nei, sa elden、 

Da gjekk kona til vatnet og sa: 


一 Kjssre vatn, slokk elden, for elden vil ikkje brenne 
Tiset, og riset vil ikkje rise guten, og guten vil ikkje ga 
pa skolen! 

ーーNei, sa vatnet. 


Da gjekk kona til oksen og sa: 

ーKjasre okse, drikk vatnet, for vatnet vil ikkje slokkje 
elden, og elden yil ikkje brenne riset, og riset vil ikkje 
rise guten, og guten vil ikkje ga pa skolen ! 





yille ga 一 boy who did not want to go 8. en gang むか し 。 4 
ei kone [ei ktine] =a woman. 5. ris riis] twigs, rod. 6. sa 


[Sai] 言っ た ( く s)。 7. kjser [cee:r] 親愛 な 「 く ァ cher, ぅ carus] -e な 


定形 (呼び か け に は 弱 変 化 形 三 定形 を 用 いる )。 8. ris [ries] むち で 打 
っ て くだ さい (<rise)。 9. ild i 員 fre. 10. brenn [brenn] 交 や 
し て くだ さい (< く brenne)。 11. vann 水 。 12. slokke [siSk] 消す 。 
13. okse [Skss] 牡 生 。 14. drikk 飲み た な さい (<drikke)。 
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ー Nei, sa oksen. 

Da gikk kona til slakteren! og sa: 

ー Kijaere slakter, slakt* oksen, for oksen vil ikke drikke 
vannet, vannet vil ikke slokke ilden, ilden vil ike brenne 
riset, riset Yil ikke rise gutten, og gutten Yil ikke ga pa 
skolen ! 

ー Nei, sa slakteren. 


Da gikk kona til tauete og saz 

ーKjasre tau, bind* slakteren,for slakteren vil ikke 
slakte oksen, oksen vil ikke drikke vannet, vannet vil 
所 ke slokke ilden, ilden vil ikke brenne riset, riset vil 
kke rise gutten, og gutten vil ikke ga pa skolen ! 

一 Nei, sa tauet. 


Da gikk kona til musa' og sa: 

ーー Kjaere mus, gnag% tauet, for tauet vil ikke binde 
slakteren, slakteren vil ikke slakte oksen, oksen vil ikke 
drikke vannet, vannet vil ikke slokke ilden, ilden vil ikke 
brenne riset, riset vil ikke rise gutten,og gutten vil ikke 
ga pa skolen. 





〔 注 ] 1. slakter [slaktar] butcher (語源 的 に は 王 slaughter)。 2. 
slakte [sakts] 必殺 する 。 8. tau [teu] 綱 (nynorsk は reip = 英 
rope)。 4. binde [binne] 結ぶ つなぐ 。 5. mus [meisl ね ずみ 。 
6. gnage [gnaigs] か じ る 。 
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ー Nei, sa oksen. 

Da gjekk kona ti slaktaren Og Sa: 

ー Kijzere slaktar, slakt oksen, for oksen vil ikkje drikke 
vatnet, og vatnet vil ikkje slgkkje elden, og elden vil ikje 
brenne riset, og riset vil ikkje rise guten, og guten vL 
ikkje ga pa skolen! 

ー Nei, sa slaktaren. 


Da gjekk kona til reipet og sai 

ー Kijsere reip, bind slaktaren, for slaktaren vil ikkje 
slakte oksen, og oksen vil jkkje drikke vatnet, og vatnet 
vil ikkje slgkkje elden, og elden vil i 所 kje brenne riset, og 
riset vil ikkje rise guten, og guten vil ikkje ga pa skolen ! 

ーNei, sa reipet. 


Da gjekk kona til musa og Sa: 

ー Kijaere mus, gnag av reipet, for reipet vil 泉 kje binde 
slaktaren。 og slaktaren vil ikkje slakte oksen, og oksen 
Yil ikkje drikke vatnet, og vatnet vil ikkje slekkje elden, 
og elden vil ikkje brenne riset。 og riset vil ikkje rise 
guten, og guten vil ikkje ga pa skolen. 



































一 Nei, sa musa. 

Da gikk kona til kattal og sa: 

ーー Kjaere kattet, kan ikke du ta? musa, for musa vil ikke 
gnage tauet, tauet vil ikke binde slakteren, slakteren vil 
ikke slakte oksen, oksen vil ikke drikke vannet, vannet 
yil ikke slokke ilden, ilden vil ikke brenne riset, riset vi 
ikke rise gutten, og gutten vil ikke ga pa skolen! 


ーー Hvis* jeg far4 en skAl med flgte* sae, sa katta. 
Det fikk deny. 

Og katta pa musa 

0g musa pa tauet, 

og tauet pa slakteren, 

og slakteren pa oksen, 

og oksen pa vannet, 

og vannet pa ilden, 

og ilden pa riset, 

0g riset pa gutten, 一 

Og gutten matte ga pa skolen. 





〔 注 ] 1. katte=cat. 2.ta [ta] =take (スウ ェ ー デ ン 語 taka, デン 
マー ク 語 tage [tAgs, ta"] に 対し , ノル ウェ ー 語 は 母音 間 の 子音 を 和 失 
っ た )。 3. hyis [viss 4. 角 Ho:] get (語源 的 に は kfangen). 
5. flote [flo:to] floyt eam. nynorsk は 二 重 母 章 が 多い 。fHoyte- 
skvett の skvett は en liten porsjon の 意味 。 6. s& ( 副 ) そん な た ふ 
うに , そう し た ら 。 7. det fikk den それ を (det) 沙 は (den) 得 た 。 
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一 Nei, sa musa. 

Da gjekk kona til katten og sa: 

ーー Kijaere katt, tak musa, for musa vil ikkje gnage av 
reipet, og reipet vil ikkje binde slaktaren, og slaktaren 
Yil ikkje slakte oksen, og oksen vil ikkje drikke vatnet, 
og Yatnet vil ikje slokkje elden, og elden vil ikkje brenne 
riset, og riset vil ikkje rise guten, og guten vil ikkje ga 
pa skolen. 


ーNei, sa katten. 

一 Ja, men du skal 角 ein flgyte-skvett*, sa kona. 
Og da sprang katten til musa, 
og musa til reipet, 
og reipet til slaktaren, 
og slaktaren til oksen, 
og oksen til vatnet, 
og vatnet til elden, 
og elden til riset, 
og riset il guten, 
og sa matte guten ga pa skolen. 





fkk<*fink<*fing (cf rfangen つ ftngi nk->kk は ノル ド 調 特有 の 
同化 現 銀 )。 8. katta pa musa nynorsk で は da sprang katten HIZ 
musa と 具体 的 な 表現 を と っ て いる 。 最後 の 場面 で , 猫 は 出 に 襲い か 
か り , 必 つ 綱 , 網 一 肉屋 , 肉屋 一 牡 生 , 牡 生 つ 水 , 林 一 火 , 火 一 
むち , むち 少年 , そし て 少年 は つい に 学校 へ 行か ね ば な ら な か っ 
た s 
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7.2. Kmut Hamsun: Markens grede (1917) 
ハム スン 『 土 の 恵み 』 


クヌート ・ ヘ ハム ス ン (1859-1952) の Markens grgde『 土 の 
意 み 』( 宮 原 昌 一 郎 訳 , 新潮 文 庫 ,1943) は Norges store bon- 
deepos (ノル ウェ ー の 箕 民 大 叙 事 主 ) と 呼ば れ , 1920 年 に ノー 
ペル 文学 質 を ケ え られ た 。 イサ ク (Tsak) と いう 男 が 北 の 荒 野 
を 開 融 し , セラ ン ョ ー (Sellanr&) と いう 大 虹 場 に 作り あげ る 物 
調 。 彼 は 腕 男 だ が , 働き 者 で 発明 の を も っ て いた 。 答 は イン 
ゲル (Hmnger) と いい , みつ くも (haremynt) の 了 い 女 だ が , 夫 
と 同様 , 勤 角 で , 協力 的 だ っ た 。 


1. Sa ble det annet liv for den ensomme mann.… Forel- 
skelse gjer den kloke dum.… Det ble nu gromt pa plassen, 
pa garden.… Den forste sng falt、 Isak drog ned i bygdene 
og kom tilbake som den storste overraskelse 一 med hest 
og slede. 

〔 注 ] ble .… に な っ た (<bli)。annet liv=another life. en- 
som [emsom] 孤独 な 。 forelskelse [forglskslsa] 受 (<elske 
愛す る )。nu=n& いま 。 grom [grom] magnificent, grand. 
falt [falt] 降っ た ( く falle: ノル ウェ ー 語 で は 強 変 化 動詞 が 弱 
変化 に 移行 し た も の が 若干 ある 。fall は 英語 で さえ 強 変化 の ま 
まで ある の に )。 drog ned [dru:g ne:d] 下り て 行っ た (<dra 
ned)。 bygd [bygd] -a 村落 。overraskelse [S:varaskalsa] 和 
き 。 

〔 駅 ] こう し て 孤独 な 男 に 新しい 生活 が 訪れ た 。 愛 は 覧 者 を も 
遇 か に する 。 その 場所 , その 屋 表 は 立派 に な っ た 。 初 連 が 降っ 
た 。 イ サク は 村 に 下り て 行っ て , 驚い た こと に , 居 と 樋 ( そ り ) 
を も っ て 帰っ て 来 た 〔 今 まで は 和牛 と 山羊 し か な か っ た か ら 】。 


ー 和 O 一 





2. Barneskrik 一 Tsak fikk se det Hille rgde ansikt。 og det 
yar velskapt og kke haremynt, og det var tykt med har 
pa hodet.…… En dag kom Isak med en lampe. De tente 
den om kvelden og var i paradis, Hille Eleseus, s& hette 
sgnnen, han trodde visst det var solen. 

〔 注 ] fkk se 見 る こと を 得 た , 見 えた ( く 角 get)。velskapt 
[vilskaipt] well-shaped. baremynt [hairomynt] 三 hare- 
Hipped. tykk=thick. tenne [tenna] 三 to light, kindle. 
hette [htta] .… と いう 名 だ っ た ( く hete)。 trodde [trtudds] 
信じ た ( く tro)。 visst [Vist] きっ と (kgewiss)。 

〔 駅 〕 子供 の 泣く 声 が する 。 イ サク は 小さ な 赤い 顔 を 見 た 。 上 顔 
だ ちの よい 子 で , みつ くも (大 大 ) で は な か っ た [父母 は それ を 
最も 恐れ て いた の で ある ]。 それ に 頭 は 回 が ふさ ふさ し て いた 。 
ある 日 , イサ ク は ラン プ を も っ て 帰っ て 米 た 。 夕方, ランプ に 
火 を 灯す と , 天国 に いる よう だ っ た 。 小さ な エレ セ ウ ス , 息子 
は そう いう 名 前 だ っ た の だ が , きっ と ラン プ を 太陽 だ と 思っ た 
だ ろう 5。 


3. En dag sa kom han med en klokke. En klokkel Da 
ble Inger himmelfallen, og det var ikke mAl i henne en 
stund. Av alt godt her i ensomheten kunne intet male 
seg med en stueklokke som gikk hele moerke vinter og 
slo timene pent. 

〔 注 ] himmelfallen=fallen from heaven (複数 な ら ば -falne 
と な る )。mal [moill こと ば 。en stund [stsnn] し ば らく の 間 
(rStunde だ が , 意味 的 に は eine Weile)。ensomhet [einsom- 
hert] 孤独 (=*Einsamkeit)。intet [intt] nothing. m 割 e 
seg [mo:la sasi] 比べ る (male 計る )。stueklokke [sts:akloka] 
部 屋 の 時 計 , 柱 時 計 。 hele [he:ls] 全部 の (=whole)。 megrk 
[merk] 暗い 。 slo [SIu:] 打っ た (<sIa: =slay, rschlagen)。 
pent [pentl 美しく 。 


ーー 











[駅 ] ある 日 , 彼 は 柱 時 計 を も っ て 帰っ て 来 た 。 柱 時 計 ! イン 
ゲル は ほ は 天 か ら 沙 ち た よう な 気 が し て 。 し ば らく ぐ は 物 も 言え な か 
っ た 。 と この 汐 し い 生活 の 中 に ある すべ て の 良い も の の 中 で , 暗 
い 冬 の 間 中 カチ カチ と 動き , 美しい 鐘 の 音 を 告げ る 部 屋 の 時 計 
に 比べ られ る も の が 何 か ほ か に あっ た ろう か 。 

次 男 の シ ー ヴ ツェルト (Sivert) も か わい い 子 だ っ た 。 イ サク に 
と っ て 夢 で あり , 童話 で あり , 虹 で あっ た ュー ヒー (kaffe, som 
var en drem og et eventyr for Isak, en regnbue !) も 手 に 
は いる よう に な り , 一 家 は 多忙 だ が , 幸福 な 左 園 生活 を 送っ て 
いた 。 と ころ が , 次 に 生ま れ た 女の子 は 兎 辱 だ っ た の で , 妻 は 
夫 の 留守 を さい わい , 殺し て し まっ た 。 自分 が 小さ い 時 に 受け 
た みじめ な 思い を させ た く な か っ た の で ある 。 しかし, 罪 が 発 
覚 し て 。 インゲル は は 8 年 の 刑 に 服 す べく トロ = ェ ム (Trond- 
jem) に 向かっ た 。 妊娠 し て いた 彼女 は , 刑務 所 の 中 で 子供 を 
生ん だ 。 


4. TI Trondhjem fikk Inger sin egen symaskin。hun ble 
mestersvenn pa Yerkstedet. De hadde Jaert Inger a skrive 
ogsa, Og den Ilille datteren hadde de satt pent bort tL 
noen、 

〔 注 ] Trondhjem [trSnjgm] 証 代 ノ ルド 語 で 「 栄 えた 町 」 の 
意味 。 いま は Trondheim [trSnheeim] と いう (hjem は デン 
マー ク 語 綴り の た め )。 symaskin [sy:majin] ミシン (sy 締 
5 ぅ )。mestersvenn 職工 長 。verksted [verkste:] 工場 。hadde 
satt (<sette) had set. 

【 訳 ] トロ ニ ェ ム で イン ゲル は 専用 の ミシン を 貰い , 工場 の 職 
長 に な っ た 。 イン ゲル は 書く と と も 教え て も ら っ た 。 そし て 
(生ま れ た ) 娘 は うま く 里 子 に 出し た の だ っ た 。 


5. (Inger reiste hjem med datteren sin, Leopoldine. Post- 
baten kom fram.) Isak sa et kyvinnemenneske med en 
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jiten pike som alt stod opps ved naustdgren,men kyinne- 

mennesket var penere enn Inger, skjent Inger ikke var 
stygg. Hva 一 men det var jo Inger. Der var Inger 
kommet, fremmed i klaer og utseende, fin, uten hareskar, 
bare med en red stripe pa overmunnen. 一 Dette er ho 
Leopoldine. Dette er pappa din, nu ma du hilse pa pappa 
din, Leopoldine. 

[ 注 ] postbat [p3stbot] 郵便 船 。kvinnemenneske [kvinn- 
meneska] 女性 (原義 「 女 の 人 」 で 日 本 語 の 表現 と 同じ 。 Ae 
fric の 『 証 代 英 語 語 攻 』 に も femina ニ wifhades mann「 女 の 
人 」 と いう 5 表現 が ある … 本 書 p. 10)。 alt すでに 。 naust 
[Inaust] ボー ト 小 屋 。 skjgnt [gnt] ( 接 ) .… と は いえ 。 stygg 
[Stygg] 柄 い 。 utseende [名 tseans] 外観 , 容姿 。 hareskar 
[ha:rasko:r] 兎 唇 skar 働 )。 bare [bara] =only. 

〔 似 ] (イン ゲル は 娘 の レオ ポル ディ ー ネ と 一 緒 に 帰っ て 来 た 。 

郵便 船 が 到着 し た 。) イサ ク は , さっ きか ら ボ ー ト 小屋 の 入口 

近く に 一 人 の 女の子 を つれ て 立っ て いる 婦人 を 見 た 。 イ ン ゲ ル 

は 本 いと いう ほど で は な か っ た が , この 女 作 は イン ゲル より ず 
っ と 美しかっ た 。 な ん だ , や っ ぱり イン ゲル じゃ な いか 。 下り 

て 来 た の は イン ゲル だ っ た 。 服装 も 容姿 も 見 進 え る ほど だ っ た 。 
上 品 で , 兎 唇 も な く な っ て いた 。 た だ , 日 の 上 に 赤い すじ が 1 

本 ある だ け だ っ た 。 【 彼 女 は 刑務 所 に いる 間 に 手 術 を し て も ら 

っ た の で ある 。j と れ が レオ ポル ディ ー ネ よ 。 これ が , あな た 
の お 父さん よ , レオ ポル ディ ー ネ , 挨拶 を し な さい 。 


長男 の エレ セ ウ ス は 才能 を 見 込ま れ て 町 へ 出 た が , の ち に ア 
メリ カ に 渡っ た (作者 へ ヘム スン も そう だ っ た )。 次 男 の シ ー ダ ェ 
ルト は 農場 に 残り 、 父親 の 立派 な 後継 者 と な っ た 。 第 1 次 世界 
大 戦 で 荒 府 し た き ヨーロッパ に , ハム スン は ルソー の 「 自 然 に 帰 
れ 」 を 呼び か けた の で ある 。 大 地 を 愛せ , 鈴 ( く わ ) を も て , と 
若者 に 頑 告 し た の で ある 。 

に 














8. アイ スラ ンド 語 (fSlenska) 


発音 : 現代 アイ スラ ンド 語 の 発音 の 特徴 は 

(1) 長 母 音 & 6 9 が 二 重 母 音 [au:] [je:] [ou:] に な る と と 。 

⑫② bug が 回 田 国 a [peral 運ぶ , Edda [ettal 

3 pt k が [pl 紅 四 : Petur [pjeityrl 男 名 

(⑭) 語 中 の pp, tt, kk が [hpl [Bt] [hk] (preaspiration 気 音 
前 置 ): heppin [hehpin] 幸福 な , va 「vahtn] 水 , 湖 

(5) nn, L rn が [tn] [ 則 【tm] (dissimilation 異化 ): einn 
[eitn] 1j alliir [atlir] すべ で (複数 ), barn [batn] 子供 

名 詞 の 格 変 化 も 動詞 の 人 称 変化 も 主 代 語 と ほとん ど 変わ ら な い 。 

[現代 語 ] dagur, が . 日 saga 歴史, 物語: barn, 子供 

に た 後 置 定 完 詞 (postpositive article) を 付 し て 示す 。 





単 : 主格 dagur-inn Sagarn barn6 
必 格 dags-ins SOgu-nnar barns-ins 
与 格 degi-num SOgu-nni barni-nu 
対格 dag-inn SOgu-na barn-i 

捉 : 主格 dagar-nir SOgUT-nar bOrn-in 
属 格 daga-nna Sagna-nna barna-nna 
与 格 d6gu-num sOgu-num b6rnu-num 
対格 daga-na SOgur-nar born-in 


上 掲 中 degi く *qdagi は i-Umlaut: s6gu く *sagu, dOgu マ 
*dagu, 動詞 の kllum<*kallum な ど は u-Umlaut. 


動詞 の 人 称 変化 
kalla [katla] (呼ぶ ) の 直 説 法 現在 
単 1. 6g kalla 復 1 vi6 kollum 
2. Pi kallar 2. ji kali 
3. hann kallar 3. peir kalla 
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kalla の 直 説 法 過 去 


単 1. eg kalla6a 複 1. vi6 kollu6um 
2. PG kalla6ir 2. ji6 kollu6u6 
3. hann kalla6i 3. peir kollu6u 
fara [faira] (行く ) の 直 説 法 現 在 
単 1. 6gfer 複 1. vi5 f6rum 
2. ji fer6 2. Pi6 farie 
3. hann fer 3. peir fara 
fara の 直 説 決 過 去 
単 1、 egfGr 複 1. vi⑯⑥ fGrum 
2. Pt fGrst 2. PS fGru6 
3. hann fGr 3. peir fGru 


現在 完了 : hann hefur fari6 彼 は 行っ た (動作 に 重点 ) 
hann er farinn 彼 は 行っ た (状態 に 重点 ) 
〔 証 代 語 ] 上 と 同じ 語 を 使い , 後 置 定 完 詞 は 付け ず に 示す 。 


単 : 主格 dagr saga barn 
属 格 dags SOgu Darns 
三 格 degi SOgu barni 
対格 dag SOgu barn 
復 : 主格 dagar SOgur born ⑯ )) 
属 格 daga Sagna barna 
与 格 dogum SOgum bornum 
対格 daga SOgUur born 
現在 : 1. kalla 4. kollum 1. fer 4. forum 
2. kallar 5. kalli 2.ferr 5. fari 
3. kallar 6. kalla 3.ferr 6.fara 
過去 :1. kallaa 4. kollu6um 1. fr 4. frum 
2. kalla6ir 5. kollu6u6 2.fGrt 5.fGru6 
3. kalla6i 6. kollu6u 3. fGr 6. fGru 
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8.1. fr Volosp6 (巫女 の 予言 より ) 


Volosp4 (巫女 の 予 言 ) は , Odin の 求め に 応じ て volva ( 巫 
女 ) が 天地 創造 か ら 宇 宙 壊 滅 ま で を 物語 る 64 の stanza か ら た な 
る 詩 で , Edda の 中 で 最も 有名 な も の で ある 。 volva と は 「 杖 
(volr, ゴー ト 語 Walus) を も つ 者 」 の 意味 で , 杖 を つき な が ら 
諸国 を 歩き まわ る こと か ら , こう 呼ば れ た 。 以 下 に 3 か 所 ほど 
抜粋 する 。 1 行 (iine) は 2 つの 半 行 (halfLline, hemistich) か 
成り , 前 半 行 と 後半 行 は 頭 彰 (aiiteration) に よっ て 結ば れ 
て いる 。 切れ 目 を / で 示す 。 1 行 目 は 條 -alda-Ymir (母音 は 
どの 母音 と 一 緒 で も よい ), 2 行 目 は sandr-seer-svalar が 頭 疹 
語 で ある 。 


3. Ar var alda, / pat Ymir byggei: 
Yara sandr n6 sger / ne svalar unnir, 
ior6 fannz eva / n6 upphiminn, 
gp var ginnunga, / en gras hvergi、 
〔 駅 〕 時 の 始め だ っ た , / ( 原 巧 人 の ) ユミ ル が 生き て いた の は 。 
砂 も 光 も な く , / 冷た い 波 も な か っ た 。 
大 地 は どこ に も な く , / 上 に は 空 も な か っ た 。 
ある の は 奈落 の 裂け 目 だ け , / 草 は どこ と に も な か っ た 。 
〔 注 ] 4r ( 副 ) 早く に 。 4r alda 時 の 始め に 。 pat=that。 pat 
grーthat (er は relative particle). Ymir ユミ ル (最初 の 巨 
人 , 次 いで 神 が 生ま れ , 人 間 が 作ら れる )。 bygg6i<byggia 住 
む 。 vara ぐ var-a 王 Was not, there was no.… ( 耕 定 辞 -a が 
動詞 に 接辞 し て いる )。 n6.……n6.… 三 neither.…nor.…. svalar 
unnir<svalr 涼し い 。 unnr, 7 波 。 ior6, た ーearth. fannz 
く finna-sk find oneself, sich fnden, se trouver. geva 決 
し て …… な い 。upphiminn, 2. 三 heaven above. gap ginnunga 
三 ginnunga-gap,. 三 the great void, primeval chaos, 奈落 
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の 底 。 奈落 の 裂け 且 。 hvergi ( 副 ) どこ に も .… な い (hver- く 
hvar ニ where, -g 簿 定 )。 


17. Unz prfr kv6mo / Gr pvi 16i 
oflgir ok 4stgir, / gesir, at hGsi: 
fando 4 landi,/ Hitt megandi 
Ask ok Emblo, / erloglausa. 
[駅 ] そし て 3 人 が 来 た , / その 群れ か ら , 
力強く , 愛 に みち た , / 神 が 家 に 。 
彼ら は 隊 に 見 つけ た , / 無力 の まま の 
アス ク と エン プラ を , / 運命 も も た ず に いる の を 。 
〔 注 ] unz<und es =till until. kv6mo< く koma, 過去 3 人 称 
複数 。Gr=from. 1H0, み . 三 host, troops. oflugr 力強い ご af 
. 力 。4stugr 愛 (st, 邦 ) に みち た 。 gsir 神々 , 単数 4ss, 
(人 名 Oswald, Osborne, 地名 Oslo の os- は as- より )。 fundo 
く finna=find, 過去 の 複数 と 過去 分 詞 に -d- が 現れ る 。 ltt 
megandi 少し し か 力 が な く て (mega=may, 現在 分 詞 )。 Askr, 
婦 . と ね りこ (最初 の 人 間 の 男 )。Embla, た に れ (5? 最初 の 女 )。 
grloglauss 運命 (9rIog, の 7) を も た な い 。 


56. SG61 ter sortna, / sfgr fold { mar, 
hverfa af himni / hei6ar stiornor: 
geisar eimi / vi6 aldrnara, 
leikr har hiti / vi6 himin sialfan. 

〔 訳 ] 太陽 が 黒く な り , / 大 地 が 海 に 沈む , 

空 か ら 消 を る / 明る い 星 が 。 

火 が 火 を 呼ん で / 荒れ 狂う 

炎 が 空 まで 高く / 舞い 上 が る 。 
〔 注 ] ter く ti4 … し 始め る , 3 人 称 現在 単数 。 sortna 黒く な 
る (svartr 黒い , -na は ゴー ト 語 と ノル ド 語 に 共通 の inchoa- 
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tive sufix)。sfga 沈む 。fold, 大地 。marr, が . 海 。hverfa 


向き を 変え る , 去る 。af himni 密か ら 。 hei6r 明る い 。stiar< 


na 星 。 geisa 荒れ 寿 う 。 eimi, /. 火 , 濃 百 。 aldrnari, が が . 
命 を 攻 う 者 (一 火 , 複合 語 で 1 つの 概念 を 表す 古代 ゲル マン 詩 


に 特有 の kenning)。 leika 遊ぶ 。H4r 高い 。hiti, . 熱 , 火 。 


Yi6 … の 傍ら に ( 与 格 , 対格 )。 himinn siAlfr 応 そ の も の 。 


と の 後 , 宇宙 が 壊滅 し , 古い ゲル マン の 神々 が 死滅 する が , や 
が て 新しい 大 地 が 流 中 か ら あ ら わ れ , 新しい 神々 が 誕生 する 。 

これ は キリ スト 教 の 世界 を 意味 する 。 ア イス ラン ド に キリ スト 
教 が 導 入 さ れる の は 西暦 1000 年 で ある 。 




























22. 


8.2. Norren ( ニ OId Norse) Ordtak* 


Af hreinu bergi kemr hreint vatn. 

Af ilum brunni kemr hreint vatn. 

Af litlum gneista (gnist) ver6r mikill (stor) eldr. 
Aldri er g66 visa of (altfor) opt kveSin. 

Betra er at bi6ja en stela. 

Betra er at falla me soemd (aere) en Hifa me skomm 
(skam). 

Betri er ein kraka { hendi en tyaer (to) f sk6gi. 
Eigi (ikke) er alt gull sem (som) glGar. 

Eigi fellr (faller) tr vi6 fyrsta hogg. 

Ein svala gerir (gjer) eigi var. 

Engi (ingen) er annars br68ir f leik. 

Fyrsti fugl feer fyrsta korn. 

Hverr dagr hefir (har) sfna mos6u (meye). 

1 myrkri eru allir kettir svartir. 

IIt er at eiga sver6 sitt { annars (en annens) sliSrum. 
It er at 抽 @ga fjaSralauss. 

IIt er at koma (Dutte, 信 rom ti) tyeim digrum i einn 
sekkinn. 

Lfk born leika bezt. 

Opt kemr skin (solskinn) eptir skdr. 


. Seg DG mer vininn pinn, DA veit ek vitit jitt. 
・ Sveltr (sulter) sitjandi krAka, en (men) HjGgandi fser 


(ar)。 


Syn fGr yfir Rm kom aptr (tilbake) svin. で 





* M. Nygaard: Gammelnorsk (norron) Lesebok for gymnasiet. 
16. utgave ved Trygve Knudsen。 Bergen 1964、 か っ とこ 内 は 現代 


ノル ウェ ー 語 の 語 釈 。 
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23. Pat (det) er hraeddr maSr (mann) sem ekki jorir (ter) 

at skjalfa. 

24. Dat (det) eru eigi alt klerkar (prester) sem hafa si6a 
kapu. 

. Van (hap) er vakandi manns draumr. 


古代 ノル ド 語 の こと わざ 


。 清 い 岩 か ら は 消 い 水 が 来る 。 Yatn ニ ァ vVand, ぇ Vatten, 
ノ Yann. vatn は ゴー ト 語 主格 Wat6, 属 格 watins を 参照 
せよ 。 西 ゲ ルマン 語 で は water, Wasser の よう に 人 と 
な る 。 

わるい 泉 か ら は 濁っ た 水 が 来る 。 

小さ な 火花 か ら 犬 き な 火 が 来る 。ver6r く ver6a .… に た なる, 
生じ る (= ニャ werden)。mikill 大 きい , cf *megal6s. eldr 
火 ノルド 語 特有 の 単語 )。 

よい 誠 は 何 回 吟 じ で も し すぎ る と と は な い 。 よい 詩 は 何 回 
くち ずさん で も よい も の だ 。aldri 王 never (aldr [生涯 」 の 
与 格 で , 決し て .… な い , の 意味 )。 er kveSin 三 js recited 
(過去 分 詞 は 性 に より kveSinn, kveSin, kveSit と 変化 す 
る )。 

盗む より は 如 う ほう が よい 。 en 王 than. 

。 也 を も っ て 生き る より は 名 を も っ て 倒れ た ほう が よい 。 
(これ ぞ ゲ ルマン 精神 で ある 。) 

、 手 の 中 の 一 羽 の か ら す は 森 の 中 の 二 羽 より よい 。 betri は 
男性 ・ 女 性 形 。 中 性 が betra. 

、 輝 くも の 必ず し も 金 で は な い 。eigi 王 ikke<*eint-gi 「1 つ 
も … で な い 」 cf. sn6n<*ne-oinom 「1 つも .… で な い 」 

. 木 は 最初 の 一 撃 で は 倒れ な い 。 fellr< く falla 強 変化 動詞 は 
単数 現在 で ウム ラッ ウト する (Gell felr, fellr 王 rich falle, 
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10. 


11. 


12. 
13. 


14. 


18. 


du 拘 Ilst, er 僅 1Ht)。 

一 羽 の つぼ め は 春 を 作ら な い 。 Va4r 春 く ぅ Ver ( ァ forar く 
for-&r で ,1 年 の 前 の 部 分 の 意味 。rFruhling は 1 年 の う 
もち の 早い 季節 の 意味 )。 

遊ぶ 時 は だ れ も 他 人 の 兄弟 で は な い 。 みん な 兄弟 だ 。1eikr 
遊び 。 

最初 の 鳥 は 最初 の 穀 粒 を 得る 。 

毎日 が その 苦労 を も っ て いる 。 meye「 苦 学 」 低地 ドイ ツ 
語 よ ょ り 。cf Mihe, mde 疲れ た 」 は 動詞 形 の 過去 分 詞 。 
障 開 で は すべ て の 狐 が 時 い 。 myrkr 暗い , 暗闇 。 kettir 
は kottr 「 猫 」 く *kattuz の 複数 で 。a つ e の ウム ラウ ト を 
起 し て いる 。 


、 他人 の 囚 ( さ や ) の 中 に 自分 の 合 を 入れ る の は わる い 。 iga 


所 有する 。slfSrar, oy SIfSrir ( 複 ) 王 sheath. 


、 羽 を も た ず に 飛ぶ の は わる い 。 
一 つの 袋 の 中 に 2 人 の 太っ た 人 を 入れ る の は よく な い 。 


koma は 自動 詞 「 来 る 」 だ が , 他動詞 「 来 させ る 」 の 意味 
も ある 。cf. rbekommen 「 か た わら に 来 させ る 」 つ 「 得 る 」 
同じ ょ うな た 子供 は 一 番 よく 遊ぶ 。 遊 び 仲間 は 年 齢 ・ 気 性 ・ 
境 骨 (貧富 ) な どの 点 で 似 て いる 者 同士 が よい 。1fkr=like, 
rgleich. likr, Ifk, likt と 変化 し , ここ で は 中 性 複数 lfk 
<*ifk-u. 同様 に spakr「 賢 い 」 は spakr, spok, spakt, 
中 性 複数 は spok く *spak-u. born=barn「 子 供 」 の 複数 
<*barn-u. aa 一 o は un-Umlaut. barn (子供 , 中 性 ) は 
1 was born, ich bin geboren と 同じ 語根 で 「 生 れ た 者 」 
が 原義 。rKind る 同じ 表現 ( 印 欧 語根 *gen- 生む , に 
る )。 

に わか 雨 の 後 で し ば し ば 日 光 が 来る 。 


. 私 に 妊 の 友人 (が だ れ だ か ) を 言っ て ご らん 。 そ うす れ ば 妊 


の 知性 が わか る 。 seg 三 segja「 言 う 」 の 命令 形 。 vin-inn 
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21. 


22. 








は vinr-inn 王 the friend の 単数 対格 。 veit 王 vita 「 知 る 」 
の 1 人 称 単数 rich weiB と 同様 , 不定 詞 と 語幹 母音 が 
異な っ て いる 。 vit- 二 the sense, intelligence. 

汁 っ て いる か ら す は 負え る 。 し か し 飛ん で いる (か ら す は , 
えさ を ) 得る 。 sitjandi, 仙 Ggandi は sida, 角 ga の 現在 
分 詞 。-andi は >-ans, -antis,-6n。-ontos と 同じ 語源 。 
ぶた が ライ ン 川 を 越え て 行っ た , そし て ぶた の まま 帰っ て 
来 た 。 旅 を し て も , 留学 を し て も 向上 し な い 人 が いる 。 


ふる える こと を あえ て し な い 人 は , こわ が っ て いる 人 だ 。 
24. 


長い 外 奏 を 着 て いる 人 が みた 牧師 と は 限ら ない 。 
希望 は 目 を さま し て いる 男 の 夢 で ある 。 


























8.3. Saga lelands* 
テア イス ラン ド の 歴史 


1. fsland byggist fr4 Noregi, og er almennt tali6, a8 
条 8 874 hafi fyrsti landn4msmaurinn, Ing6lfur Arnarson, 
flutzt jpanga6. Hann bi6 { Reykjavfk, par sem siSar var 
hofastaSur andsins. A naestu 60 4runum futtust margir 
負 fslands og nAmu par land. Pa voru einkum menn 
fr4 Vestur-Noregi og fr4 norsku nylendunum 4 Bretlands- 
eyjum. 

〔 注 〕 saga [s4:Ya] サガ, 散文 物語 の 意味 だ が , 歴史 の 意味 に 
も 用 いら れる 。byggja [br6:a] 植民 する , 住む 。 byggjast 植 
民 さ れる , 住ま われ る (-St は 再帰 動詞 の 語尾 ぐ sik, rsich, 
zSe, n-Sja). bygg-6itst は 過去 。 almennt 一 般 に 。 er tali6 
is said。 Ari6 王 jn the year. landn4msmaSur ( 士 地 を 取る 
人 )=colonist. er flutzt [flyst] 移っ た ( く flytja-sk)。 jangat 
[94unga6] そこ へ 。 Dj6< く ba 住 な 。 Reykjavik 煙 湾 の 意味 。 
温泉 の 湯煙 が も 5 も 5 と 上 が っ て いた と と か ら 名 づけ られ た 
(reykja ニ rrauchen)。 ar sem=where (関係 副詞 )。var 生 
じ た ( く ver6a = rwerden)。 hGfu6sta6ur = Hauptstadt と 同 
形成 決 。lands-insof the country. 名 詞 と 後 置 定冠詞 の 両 
方 が 属 格 に な る (= ニ ァ ぇ , ノ 1and-et-s)。margir [margrr] many 
people. til fslands=to Iceland. il は 属 格 支配 。 nmu land 
=they took land (<nema land 植民 する )。 ja voru 三 das 
waren, >Cetaient. einkum 三 especially. nyYlenda 植民 地 。 
Bretlandseyjar= ニ British Isles. を 
〔 駅 ]】 アイ スラ ンド は ノル ウェ ー か ら 植 民 さ れ た 。 そし て 874 


* Sigfs BI6ndal og mgeborg Stemann: Praktisk lserebog i js- 
landsk nutidssprog. Kobenhavn 1959. 
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年 に 最初 の 植民 者 イン ゴウ ル ヴ ュ ル ・ ア ルナ ルソン (Jng6lfur 
Arnarson) が そこ と に 移住 し た と 一 般 的 に 言わ れ て いる 。 彼 は レ 
イキ ャ ヴィ ー ク に 住 ん だ 。 そ こ は 。 後に 。 国 の 首都 に な っ た と 
ころ で ある 。 次 ぎの 60 年 間 に 非 常に 多く の 人 が アイ スラ ンド 
に 移住 し , そこ に 盾 民 し た 。 そ れ は 特に 西 ノ ル ウェ ー 出 身 者 お 
よび ブリ テン 諸島 の ノル ウェ ー 植 民 地 か ら の 者 だ っ た 。 


2. Sumir landnAmsmenn voru zettstGrir hofSingjar, sem 
fHY6u Gr Noregi undan ofriki Haralds konungs harfagra, 
sem D4 var a6 leggja allan Noreg undir sig. En miklu 
fleiri hafa peir menn veri, sem fGru ti fslands, af jpyf 
jar hafa veri6 betri Jandskostir og Gtlit tl betri lifskjara 
en Peirra, sem Peir hOfSu { Noregi. Fr4 Bretlandseyjum 
fnttist lika nokku6 af skosku og frsku fki, sumt af pyf 
jeelar og leysingjar norskra hO6fSingja. 

〔 注 ] sumir=sumur の 男性 複数 (xsome, same と 同 根 )。gtt- 
stGr [aiht-stour] 家系 (att) の 大 き な , 高中 な 。 hOfSingi 首 
長 , 貴族 (<h6fu6 頭 )。。HYja 逃げ る 。undan .… か ら 。ofriki 
tyranny (of- は 過度 を 表す , riki 権力 )。 Haraldur konun- 
gur harfagri [hau:rfaqrr]= ニ King Harald the Hair-fair. fagri 
は 定形 (不定 形 は fagur)。sem ニ 関係 代名詞 who. 4=then. 
Yar a6 leggja lag6i. miklu fleiri much more people 
(miklu は 副詞 的 与 格 )。hafa veri6=have been. af pvi (86) 
=because. landskostir 三 choices of ]and. tiit ニ chance. 
HifskjGr= ニ living condition、 en eirra (複数 属 格 , til に か か 
る た め ) =than those. hOf6u they had (haf6a “1 hady 
haf6i 'he had). 1ika .… も 。nokku6=nokkur *some' の 中 
性 。 skoskur [sk3skyrl =Scottish. frskur [iirskyr] 一 Irish. 
sumt [symt] sumur "some' の 中 性 。 jreell [9raidll, が 
thrall, slave. leysingi 解放 され て 自由 の 身 に な っ た 人 。 


ー110 一 








〔 訳 〕 植民 者 の うち に は 高貴 な 生れ の 首長 も いた 。 彼 らち は ノル 
ウェ ー 全 土 を 支配 下 に 置い た ハラ ルド 美 髪 王 の 圧 制 か ら 逃 れ た 
人 た ち で あっ た 。 し か し , より は る か に 多く の 人 は ノル ウェ ー 
に S け る より ゃ , より よい 土地 と より よい 生活 の 見 込み が ある 
た め に アイ スラ ンド に 行っ た 人 た ち で あっ た 。 プリ テン 詳 島 か 
ら 移 住 し た 人 の 中 に は スコットランド 人 や アイ ル ラ ンド 人 も い 
た 。 そ の 中 に は ノル ウェ ー の 貴族 の 奴隷 や , 奴 趣 の 身分 か ら 解 
放さ れ た 自由 民 も いた 。 


3. Helstu hofSingjarnir komu ser saman um a0 stofna 
allsherjarriki, og Ari6 930 var sett 4 stofn Alpingi, sem 
var haldi9 4 Dingv6llum vi6 Oxar4. 

〔 注 ] helstu [hglsty] =especially (字義 的 に は : 最も 好 ん で )。 
koma ser saman 集まる , 協力 する 。stofna [st3bna] 建設 す 
る 。 alls-herjar-rfki 統一 国家 。 setja 4 stofn 設立 する 。 Al 
jingi (='AlLthing ) 全島 会 議 , 国民 議会 。 var haldi6= ニ was 
held、 Jingveljir 会 議 平原 (複数 く v61lur)。 

(駅 ] 特に 貴族 た ち は 統 一 国家 を 建設 する た め に 協力 し た 。 そ 
し て 930 年 に アル シン ギ (全島 会 議 , 国民 議会 ) が 設立 され た 。 
それ は オク サラ 川 ( 発 川 ) に ある シン グ ツ ェ リル (会 議 平 原 ) 
で 開催 され た 。 


4. fsland var 切 6Syeldi fr4 930 til 1262. Timabili6 fr& 
930 og fram a8 1030 er stundum kalla6 >sGgu6lde og 
segja fslendingas6gur fr4 msum atburSum 4 peim tima。 
Ari6 1000 var kristin trG 18gleidd 4 Alpingi f sta6 g6mlu 
4SatrGarinnar, og nokkru sfSar voru reistir tyeir biskups- 
st6lar,annar f SkAlholti en hinn 4 H6Ium. Smamsaman 
6 Yelmegun og menning 切 68arinnar. 

〔 注 ] ji68veldi [69jou:6veldrl 民衆 支配 , 共和 国 。 timabil 時 
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代 (bil 王 interval)。fram a6 … ま で 。stundum 時 折 ( く stund 
の 複数 与 格 )。 Tslendingas6gnrr アイ スラ ンド 人 の サガ (930- 
1030 年 の アイ スラ ンド 人 の 植民 と 生活 を 描い た 散文 物語 四 大 
サガ と 呼ば れる の は Egilssaga, Laxdoelasaga, Eyrbyggjasaga, 
NijAlssaga)。Yrmis (複数 Ymsir) 種々 の 。atburSur 出来 事 , 事 
件 。kristin trd 三 Christian faith, 16glei6a 法律 に 導く , 立 
法 化す る 。f sta6 .… の 代り に 。g6mlu<gamall old "4satr& 
アサ 信仰 (4ss 神 , 北欧 神話 の 主要 な 神族 )。 nokkru sfSar=a 
little later. reisa 建て る 。biskupsstGl 司教 座 。sm&msaman 
少し ずつ (原義 : 少し ずつ 一 緒 に )。 6x く vaxa 成長 する 。vel- 
megun (よい 力 ) 福祉 。 menning 文化 (原義: 人間 に する こ 
と , な る こと と く maur, mann)。 jj68ar-innar=of the people. 
〔 駅 ] アイ ステ ンド は 930 年 か ら 1262 年 まで 共和 国 で あっ た 。 
930 年 か ら 1030 年 まで の 時 代 は 「 サ ガ 時 代 」 と 呼ば れる こと が 
ある 。 そ し て アイ スラ ンド 人 の サガ は この 時 代 の 種々 の 出来 事 
を 語っ て いる 。 1000 年 に は キリ スト 雪 が 古い アサ 信仰 に 代 っ で 
国民 会 議 で 立法 化 さ れ , その 後 ま も なく, 二 つ の 司教 座 が 建て 
られ た 。 一 つ は スカ ウル ホル ト (SkAlholt) に , 一 つ は ホウ ラ 
ル (HIar) に 。 人 徐々 に 国民 の 福祉 と 文化 が 育っ て 行っ た 。 


5. Me Ymsum h6fSingjassttum var mikill 4hugi 4 b6k- 
menntum, og eru einkum Inefndir Oddaverjar, afkomen- 
dar Seemundar fr6Sa, sem menn t6Idu 4Sur a6 hefSi safna 
hinum frsegu foOrnkvaeSum, sem eftir honum hafa veri 
nefnd Seemundar Edda ea eldri Edda. Onnur merk sett 
Yoru Sturiungar. Snorri Sturluson (d6 1241) er fraegasti 
rith6fundurinn、 Hann samdi Snorra Bddu og Heims- 
kringlu、 PA Yoru enn Haukdelir, gofug sett, sem margir 
4geetir menn Yoru af svo sem fyrstu biskuparnir { Skal- 
holti fsleifur Gissurarson og Gissur fsleifsson. 
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〔 注 ] h6fSingjagett 首長 (貴族 ) の 一 放 。tt [atti, た 家族, 
一 族 。4hugi, が . 関心 。 b6kmenntir, 太 7. “book-education 
三 Hterature. <mennta 人 間 に す る , 教育 する <maSur, mann, 
巡 . 人 間 , 男 。tlnefndir, が. 王 mentioned <nefna Ingbna] 
名 を あげ る く nafn [nabn], %. 名 。afkomandi, が 。 -komendur, 
が / 子孫 。Saeemundur fr6i [saiumyndyr fr6u:i] Saemund 
the Learned (1056-1133). t6ldu: telja の pret. 3. が 説得 
する 。 hefSi safna6 (接続 法 ) that they should have col- 
lected. 4Sur 以前 に 。 hinum fregu fornkvae6um, 7 が 7. 
三 the famous old poetry. eftir honum =after him, nach 
ihm 彼 に ちな ん で 。 hafa veri6 nefnd [nebnd] =have been 
named. 6nnur, た (annar, 6Gnnur, anna6), が /. a6rir other, 
another, merkur 注目 すべ き 。d6<deyja die. fraegastur 
[ 抽 絡 9astyr] most famous. rit-h6fundur。 。 (writing- 
author?) 作 補 。 semja, pret. samdi ニ write. Heimskringla 
ノル ウェ ー 王 朝 史 (kringla heimsins 世界 の 給 の まわ り に , で 
始ま る )。 Haukdaelir [hOyikdailir] ハッ ク 谷 (Haukdalur) の 
人 々 。gGfugur 三 noble. 4geetur [urjaityr] 王 excellent。svo 
sem 三 such as. 

〔 駅 】 種々 の 貴族 の 間 に は 文学 に 対す る 大 きた な 関心 が あっ た 。 

特に 名 を あげ られ る の は 学者 セー ムン ド の 子孫 で ある オッ ディ 
一 族 で , 彼 は 有名 な 古代 詩 を 集め た と 言わ れ て いる 。 そ れ は 彼 
に ちな ん で セー ムン ド の エッ ダグ , また は 古 エ ッ ダ と 呼ば れる 。 

も うぅ 一 つの 注目 すべ き 一 族 は スト ウル ルン グ 家 で ある 。 ス ノリ ・ 
スト ウル ルッ ン (1241 年 没 ) は 最も 有名 な 作家 で ある 。 彼 は ス 
ノリ の エッ ダ (Snorra Edda) と ヘイ ムスク リン グラ (Heims- 
kringla。 ノル ウェ ー 王 前 史 ) を 書い た 。 それ か ら ハ ウ ク ダ ル 
(Haukdalr, 鷹 谷 ) の 一 族 が いた 。 高 足 な 一 族 で ,。 そこ か ら 最 も 
多く の 優秀 な 人 材 が 出 て いる 。 た と えば , スカ ウル ホル ト の 最 
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初 の 司教 で や る イー スレ イヴ ル ・ ギ スラ ルツ ジン, ギ ッ ス ル ・ イ 
ー ス レイ フス ソン で ある 。 

(補注 》 Oddaverjar [diaverjar] オッ ディ 肌身 の 一 旋 。 Oddi 
仕 南ア イス ラン ド 12 世紀 学芸 の 中 心地 で , Edda は Oddi の 
本 の 意味 。-verjar は -Yerji の 複数 で R6myerji (ロー マ 人 ) の 
よう に 用 いら れる 。 


6. A jrettandu 6ld komu upp miklar 6eir6ir og loks 
hreint borgarastr6, einkum milli Sturlunga og Haukdeela. 
Er s4 ttmi oft kalla6ur >Sturlunga6ld<. Noregskonungur 
nota6i tsskifseri6 til aS blanda ser f malin og n4 tOkum 
4 fslandi, og a6 lokum fr svo, a6 4 Arunum 1262 一 1264 
gafust fslendingar undir vald H4konar HH4konarsonar, 
Noregskonungs. Var gerSur sAttmali milli konungs 0g 
jandsmanna (gamli s4ttm4l)。 Alpingi helst jp6 &fram, en 
fyrirkomulagi pess var breytt 4 msan hatt. 

[ 注 ] 9d, 世紀 (cf rAlter)。 6eir6ir, た が 不穏 。 1oks 
(<lok 終り ) つい に 。 hreinn 純粋 な 。 borgarastri⑯, が . 市 民 
肖 争 。 milli [mrdl .… の 間 に 。 er kallaSur [kadla6yr] =j9 
called. nota 利用 する (cf. sznjutan,。/ni6ta)。 tsekifeeri 
[taiikifaiirrj, 機会 。 blanda sr i mlin [mau:lin] 事件 に 
介入 する 。 n4 t6kum し っ か りつ か む (n4 到達 する , tak か . 
つか むせ こと ぐ taka=take)。a6 lokum つい に 。fGr svo, a6.… 
.… と いう 結果 に な っ た 。 ga4fust.… ニ they gave themselves. 
vald, み 権力 。 var gerGur Was made. s4ttmali [Saut- 
maul, が . 協定 。 &fram [au:fram] 前 方 に 。 haldast 4fram 
続く 。 fyrirkomulag [fi:rrrkomylarg], な. 組織 。 Dess [6gs] ニ 
pa6 の gen. breyta [breiita] 変え る ( 与 格 支 配 )。 4 ?msan 
hatt ニ in various ways. httur [haut:yr], mode of life。 
Tmanner. 
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〔 訳 〕 13 世 紀 に な る と 大 きた 不穏 が 生じ , つい に , 純粋 な 市 民 
戦争 が , 特に スト ウル ルン グ 家 と ハウ クダ ル 家 と の 間 に 起 っ た 。 
この 時 代 は し \ し ば スト ウル ルン グ 時 代 と 呼ば れる 。 フ ノル ウェ 
ー 王 は この 事件 に 介入 し , アイ スラ ンド を 首 得 する 機会 を 利用 
し た 。 そ の 結果 つい に , アイ スラ ンド 人 は ノル ウェ ー 王 ハウ ュ 
ン ・ ハ へ ハウ コナ ルッ ツン (Ha&kon H4konarson) の 支配 下 に 入っ た 。 
王 と (アイ スラ ンド ) 国 民 の 間 で 協定 ( 十 協 定 ) が 結ば れ た 。 国 
民 会 議 は 継続 きれ は し た が , その 組織 は いろ いろ な 点 で 変更 さ 
せら れ た 。 


7. Sambandi6 vi6 Noreg gekk ekki vel. Konungarnir 
reyndu oft a6 hafa sem mestan hagna6 af landinu og 備 
yfirr46 yfir verslun jess, en vanreektu stundum skyldur 
sinar viS landsmenn. En smAmsaman komst verzlunin 
{hendur tlendinga, Bj6rgynjarkaupmanna, Hansasta6anna 
og Englendinga. Menntalifnu fGr og hnignandi。 Samt 
Yar pa6 tilt6lulega skarra 4 fslandi en annarsta6ar 4 
Nor6url6ndum fram a6 si6askiftum. 
1380 komst fsland 4samt Noregi undir Danakonung. 

[ 注 ] samband, 2. 連合 。reyna [reiina] 試み る 。sem mestan 
hagna 出来 る 限り 多く の 利益 を 。 yfrr46 [ivmrrau8], が 支 
配 権 (yfr=over, dber)。verslun [verslyn], た 貿易 、en し か 
し 。 vanreekja [VAnraikja] 怠る (Yan- .… を 欠い た : reskja 
注目 する )。stundum [styndym] と き お り (Stund, 時 , の た 
7)。skylda [skilda], 7. -ur 義務 。landsmenn [lansmen] が が. 
が 7. 国民 。 koma-st f hendur … の 手 に 落ち る 。 Gtlendingur 
婦 。 外 国人 。 BSrgyn [bj6rgrml, た (gen. -jar) 王 BergenW(』/ 
Bjorg-vin 山 の 牧場 )。staur [sta:9yr], 名. 場所 (都市 は borg)。 
menntalif . 文化 生活 。 hnignandi [hnrqnandil 傾く , 低下 
する (hniga の 現在 分 詞 )。 samt し か し な が ら , に も か か わら 
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ず 。tilt6lulega 比較 的 く til+tala 数 。skarra [skaurral, な. 
(は SkArri) いく ら か まし , より よい 。annarsta6ar 他 の 
場所 で (gen.)。 fram a6 … ま で 。si6askifti な . が . 宗教 改革 。 
4Samt [au:samt] .… と と も に , 一 緒 に 。 
(駅 )】 ノル ウェ ー と の 連合 は うま く 行 か な か っ た 。 王 た ち は し 
ば し ば 国 (アイ スラ ンド ) か ら 出 来る 限り の 利益 を 得る こと と , 
その 質 易 に 対し て 主権 を 獲得 し よう と 試み た 。 し か し , 時 折 , 
国民 に 対す る 義務 を 怠っ た 。 徐々 に , 貿易 は 外国 人 , ベル ゲン 
の 商人 , ヘン ザ 都 市 英国 人 の 手 に 渡っ て 行っ た 。 文 化 生活 に 
関し て も 低下 の 傾向 が 続い た 。 そ れ に も か か わら ず , 宗 数 改革 
まで は アイ スラ ンド は 北欧 話 国 の 他 の 都市 より も 比較 的 よい 状 
態 に あっ た 。 

1380 年 に アイ スラ ンド と ノル ウェ ー は と も に デン マー ク 王 の 
支配 下 に 入っ た 。 


8. Deilurnar nm fyrirkomulagiS 4 sambandinu vi6 Dan- 
merk heldu 4fram. FriSrik konungur VIIT, sem var jslandi 
mj6g velvilja6ur, ger6i allt hva6 hann gat til a6 setta 
meSan honum entist aldur ti Sgsttir komust fyrst 4 ilok 
heimsstrf6sins 1918. Nefnd danskra og fslenskra Stj6rn- 
mlamanna atti DA um sumari6 fandi f Reykjavik 0g 
kom ser saman um frumvarp ti sambandslaga, sem si6an 
Yoru sampykkt baeSi af Alpingi og af Rikisdeginum og 
undirritu6 af KristAni konungi tfunda. Legin gengu fi 
gildi 1. des. 1918、 Var faland mes jeim yi6urlkennt sem 
sjalfstaett konungsriki f sambandi vi6 Danmorku. AriS 
1944, 17. Anf var6 fsland aftur 切 65veldi、 

〔 注 ] deila, / 不 和 , 人 独 い 。halda 4fram=continue. Fri6rik 
konungur VIIT (4ttundi) [ ょ ,* で は King Frederik Konig 
Friedrich と 順序 が 逆 1。 velvijaSur。 が 。 好意 的 (viji が . 意 
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志 : vilja 望む )。ger6i<gera する (*garwjan)。 geta [8je:ta] 
で きる 。til a6 seetta [sainta] 調停 する た め に 。me6an.… す 
る 間 。honum entist aldur ti 命 が 続 いた ぐ enda 終わ る ( 過 
示 endi, enti), enda-st 続く 。saettir [saittrr], 刻 7. 調停 。lok, 
な 終り 。heimsstr⑯, み . 世界 大 戦 。nefnd [nebnd1, 委員 会 。 
ti (<eiga) fundi 会 を 開い た 。 koma ser saman um.… に 
つい て 一 致す る 。frumvarp, み . 提案 , 決 案 。sampykkja 承認 
する 。Rikisdagur, . 国会 。undirrita 測 名 する ( 下 に 書く )。 
16g, が が . 法律 (gen. 1aga, 単数 lag メロ ディ ー)。 ganga 
[9aungal { gildi 発効 する 。Yi6urkenna 認め る 。sjAlfstee6ur 
[sjaulfstai6yrl, 娘 . 独立 の 。 aftur ふた た び ぴ 。 

〔 訳 〕] デン マー ク と の 連合 の 条約 を めぐ る 争い は 続い た 。 ア イ 
スラ ンド に 対し て 非常 に 好意 的 で あっ た フレ デリ ク 8 世 は 調停 
の た め に 命 の 続く 限り 最 六 を つく し た 。 調 停 は 1918 年 世界 大 
戦 の 終り に 始め て 締結 され た 。 デ ンマ ー ク と アイ スラ ンド の 政 
治 家 の 委 員 会 が 夏 に レイ キャ ヴィ ー ク で 開催 され , 連合 の た め 
の 法案 に 関し て 意見 の 一 致 を 見 , その 後 , (アイ スラ ンド ) 国民 
議会 (デンマーク) 国会 で 採択 され クリ スチ ャ ン 10 世 に よっ て 
暫 名 され た 。 法 規 は 1918 年 12 月 1 日 に 発効 し た 。 こ れ に よっ 
て アイ スラ ンド は デン マー ク と の 連合 に お いて 独立 の 王国 と し 
て 認め られ た 。 1944 年 6 月 17 日, アイ スラ ンド は 再び 共和 国 
と な っ た 。 
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9. ゴー ト 語 (Gothic, Gotisch) 


東 ゲ ルマン 系 の ゴー ト 民 族 ⑦'oVceyse, Gutones) は 西暦 3 世 
紀 初 頭 , 東 ゴ マー ト 人 (Ostrogotae) と 西 マ ー ト 人 (Visigotae) 
に 分 か れ た が , ゴー ト 語 は , この う も 西 ゴ ー ト の 主教 Wulfla 
(wulf-ila 小さ な 狼 311-382 or 383) が Donanu 川南 方 の Moe- 
Sia で 翻訳 し た 亜 書 に よっ て 知ら れる 。 主要 な 写本 は Uppsala 
大 学 図書 館 に ある Codex argenteus ( 銀 字 写 本 ) で , 187 葉 が 
残っ て いる が , 1970 年 Speyer の Dom で 1 葉 が 発見 され 合計 
188 葉 と な っ た 。 最 良 の 刊本 は W. Streitberg の Die gotische 
Bibel (Heidelberg, 3. Aufl. 1960) で ,、 ゴー ト 語 ・ ギ リシア 語 
対訳 Gotisch-Griechisch-Deutsches Worterbuch が 付い て 
いる 。 

ゴー ト 語 は 古い 形態 を 豊富 に 保持 し て お おり, ゲル マン 語 比 較 
文法 , さら に は 印 欧 言 語学 に と っ て ゃ 貴重 な 資料 と な っ て いる 。 
[発音 〕 at ad は [gl] 0.Grimm の 表記 法 ): afrpa [sr6a] 
大 地 。 waGrd [Word] 語 , アク セン ト を 付き さ ない ai au は 二 
重母音 [ail [aul: hafhait [hehait] .… と いう 名 だ っ た , hauhs 
[hauxs] 高い 。ei は il weihs [wircs] 神聖 な 
〔 名 調 の 格 変化 〕 dags, が . 日 wadrd, 語 , giba, 財 物 

単 ・ 主 格 dags waGrd giba 
届 格 dagis WaGrdis gib6s 
三 格 daga Wadrda gibai 
対格 dag wadrd giba 
呼 格 dag 
dagos Wadrda gibos 
dage Wadrde gibo 
dagam wadrdam gibom 
dagans WaGrda gibos 
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上 掲 の 男性 複数 対格 dagans の -ans は 印 欧 祖語 *-ons を 忠 
実に 伝え て お り , これ は サン スク リッ ト 語 に も ラテ ン 語 に も な 
く , ギリ シア の クレ タ 方 言 (Kretisch) n6mons「 法 (複数 ) を 」 
な ど に 残っ て いる の み で ある 。 

[動詞 の 人 称 変化 】 めずらし く 双 数 (dnal) が 残っ て いる 。 
bairan [beran] 運ぶ cf. ybharami, *pher6, ぅ fero 


直 説 法 現 在 過去 受動 態 現在 
単 bafra bar bafrada 
bafris bart bafraza 
bafr bar bafrada 
bafros beru 


bafrats beruts 
bafram berum bafranda 
bafrip berup bafranda 
3. bairand berun bafranda 
受動 態 現在 batraida は *ph6retai (*bheretai) 
[ 統 辞 法 ] ギリ シア 語 を 直訳 し た よう な (ゲル マン 語法 に 合わ 
な い ) clumsy 表現 も 多い 。 
先 詞 は まだ 十分 に 発達 し て いな い 。 
(⑪) en tois ouranos =in himinam 天 に : 
to 6noma soQ 三 namo pein 周 の 名 
he hod6s he ap4gousa eis ten ap6leian 三 Wigs sa brig- 
ganda in fralustai 滅び に いた る 道 
(⑫) briggands =“"bringender” 現在 分 詞 ( 強 形 ) 導く と ころ の 
sa brigganda “der bringende" 現在 分 詞 ( 弱 形 ) 
(3) 20 以上 の 数 詞 は 名 詞 を 複数 属 格 に 紀 く : fhmf tigjus だ 
50 年 (fmf 5, tigus 10, jer, 7. 年 ) 
④⑭ dativus absolutus 独立 与 格 (CK. ラテ ン 語 の ablativus 
absolutus) andanahtja waGrpanamma 少 方 に な る と 
三 \ODSfas genom6nes, ぅ vespere facto 


よう た * あっ 株 5 NO で 
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9.1. Gothie (4 世紀 ) 
主 の 祈り (Matth. vi 9-13) 





9. Atta unsar jpu in himinam, weihnai namo ein. 

[Atta nsar 0u: in himinam, wficnai nAmo: Oimn] 
[ 注 ] atta 如 . (n- 幹 ) 父 , cf. 人 名 Attila, sotec 父 。 unsar 
われ われ の ( ぅ pater noster, *pater hemefS。 ァ ィ ぇ ラン Ffa6ir 
okkar と 同じ く 後 置 )。pu= ェ thou, rdu. 操 = ェ in。 himins が . 
(a- 青 ) ニ ェ heaven, rHimmel ( ぅ regnum caelorum に お ける と 
同様 , 複数 形 )。weihnan 清め る (-nan は 避 変 化 第 4 類 で , 起 
動 的 ・ 受 動 の 意味 を も つ : rgeheiligt werden) く zweihs 神 加 
な (cf. krWeihnachten). weihnai の -ai は optative 「 清 め ら 
れ よ 」 語尾 -ai は ギリ シア 語 -Oi に あたる (*pher-ei 彼 は 運 
ぶ , pher-oi 彼 は 運ぶ べし )。namo 2. (n- 幹 ) 名 , cf. ぅ n0men, 
\6noma. Peinrs 溢 の , xthy, kdein (上 の unsar と 同様, 後 
冒 )。pein は 中 性 形 。 
〔 訳 ] 天 に いま すわ れ ら の 父 よ 。 御 名 (みな ) が あがめ られ ます 
よら に 。 


10. qimai judinassus Deins. Wairpai wilja jeins, swe in 
himina jah ana afrpai. 

[kyimai Oiu6inassus Oins. wgr6ai wilja Oins。 swe: in 
himina jax ana gr6ail 


〔 注 ] qimai 彼 は 来る べし (-ai は 9. の weihn-ai と 同じ )。 
jiudin-assus 2. (u- 幹 ) 王国 (jiuda 国民 , jiudin-s 王 ) cf 
deutsch, Dutch, Teuton)。 wairp-ai 生じ ます よう に (opta- 
tiveij rwerden). wilja 2%. (n- 幹 ) 意志 (=W 過 vol6). swe 
… の よら うに (s,rso). jah お よび (<ja「 ま こと に 」 十 -uh, ぁ -que). 
ana … の 上 に (zon, *an3、 afrpa 放 (G- 幹 ) 大 地 (=earth, 
FErde)、 
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[駅 ] 御 国 (みく ぐに ) が 来 ま す よ うに , みこ ころ が 天 に 行なわ れ 
る と お り , 地 に も 行なわ れ ま す よ うに 。 


11. hlaif unsarana pana sinteinan gif uns himma daga. 
[hlaif Gnsarana 6ana sinti:nan gif uns himma dagal 

[ 注 ] hlaifs が . (a- 幹 ) パン (=loaf, rLaib, hleifr: ゲル マ 
ン 語 に お いて は 8 世紀 ご どろ から brot の ほう が 好ま れる )。 un- 
sarana 三 unsar の 男性 単数 対格 (runser-en の -en)。 Dana 三 
sa (定冠詞 に 相当 ) の 男性 単 数 対格 。 sintein-s 日 々 の ( 語 
sin- は 「1」, cf. ぅ sem-per 常に 。 sim-plex 単純 な )。gif 与え 
ょ <giban [giban] 床 揮 音 b が 語末 で 無声 化し た も の 。 uns 
われ われ に 。himma daga 今日 , この 日 に ( 与 格 で ある が 副詞 
前 に 用 いら れ て いる himma は 主格 は な く , und hina dag 
この 日 まで , の 対格 が 残る , dag-$ 日 , が . み - 香 )、 cfF m 抽 rhiu 
tagu「 こ の 日 に , 今日 」 >rheute。 

〔 駅 ]」 わた し た ちの 日 ど と の 食物 を 今日 も お 后 え くだ さい 。 


12. jah aflet uns patei skulans sijaima, swasWe jah Weis 
afletam aim skulam unsaraim. 

[jax afl6t uns 6ati: skGlans sijaima, sW4swe: jax wis 
afle:tam 0aim skGlam Gnsaraim] 
[ 注 ] aflet 許し た まえ <afletan (af-=rab-: rlassen, let)、 
jatei 接続 詞 … で ある と と (を )。 skula 災 . (n- 幹 ) 負債 者 
(rSchuldner, cf. sollen)、 sijaima 王 wisan (… で ある ) の op- 
tative 1 人 称 復 数 rdaB wir seien, ぅ Simus. swaswe .… の 
よう に (swa と swe は 同じ 語 眼 の Ablaut 形 )/。 jah …$。 
jaim skulam unsaraim 三 runseren Schuldnern 複数 与 格 紀 
詞 の 用 法 ・ 語 順 な ど ギ リシア 語 と 同じ )。 
[駅 ] わた し た ち が 負 償 の ある 者 を ゆる し まし た よう に , わた 
し た あの 負 代 を も お ゆる し くだ さい 。 
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13. jah mi briggais uns in fraistubnjai, ak lausei uns af 
jamma ubilin. 

[jax ni bringais uns i fraistubnjai, ak lausi: uns af 
9amma bilin] 
〔 注 ] mi 否定 詞 。 briggais ( 液 , 導く な ) optative, 和 否 定 命令 。 
in fraistubnjai 誘惑 の 中 へ , into temptation, in Versuchung 
く fraistubni 7. (0- 幹 ) 誘惑 <fraisan 誘惑 する 。 この よう な 
場合 , ゴ ー ト 語 で は , ドイ ツ 語 と 異な り , 対格 で な く 与 格 を 用 
いる こと が ある (Ruhe- statt Richtungskonstruktion). ak.… 
(で は な く ) て , 語 gac, 証 高 FOh. 1aisei 三 1ausjan (解放 する ) の 
命令 く Iaus.… の な い (-less, -los)。 af pamma ubilin 悪 か ら 
(from the evi)。 ubils 悪い (定冠詞 が ある の で 避 変 化 )。 af 
… か ら ( 二 与 格 ), kab, *ap6.「 剖 」 の 主格 は ata ubilo. 「 如 
し き 者 」( 男 性 ) な ら ば sa ubila. pamma ubilin は 与 格 。 
〔 駅 ]】 わた し た ち を 試み に 会 わせ な いで , 起 ( あ ) し き 者 か ら お 
救い くだ さい 。 


9.2. Crimean Gothic (1589) 


クリ ミア の ゴー ト 語 (Krimgotisch) は フラ ンダ ー ス の 外交 宜 
Busbeck が 1560 年 どろ , クリ ミア 半島 で 採集 し た 86 語 に よっ 
て 知ら れ , “Legationis Turcicae epistulae quatuor" (1589) 
に 収め られ て いる 。 語 釈 は ラテ ン 語 で 与え られ て いる 。 例 : 

1. tho 2 the の 7 が CZ74S (4 世紀 の ゴー ト 語 に は 未 発 達 ) 
broe が ZS (4 世紀: hlaifs) 

。 bruder 7 ( 三 bropar) 

. Schwester so7OZ ( 三 sWiStar) 

. thune-tua zoec7z ( 三 twalif 「2 あま り ]) 

. stega 9g22 が ( 王 twai tigjus) 

. sada ceZ2z ( 王 tafhuntehund : < ペル シア 語 sata) 
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8. hazer 277e (usundi: く ペ ルシア 語 hazar) 
9. tzo Warthata 7 7ecZsZ ( 王 ju wadrhtes) 
10. ies Warthata z//e 7ec7 (一 iS Wadrhta) 


9.3. ゴー ト 語 短文 


あな た は 何と いう 名 前 で すか 。 時 wa ist namo pein? 

私 は あな た を 知っ て いま す 。 KKann puk. 

みん な あな た を 探し て いま す 。 Allai puk sokjand. 

家 に 帰り な さい 。 Gagg du garda peinamma. 

行き まし ょ 5 (Let's go)。 Gaggam! 

世 ま い 門 か ら 入 りな さい 。 InngaggaiP pairh aggWu daGr. 

滅び に 至る 門 は 広く 大 きい 。 Braid daGr jah rums wigs sa 
brigganda in fralustai. (rums の 後に ist が 省略 され て い 
る ) 

目 に は 目 を , 歯 に は 歯 を 。Augo und augin, tunpu und tun・ 
au. 

流 夫 た ちょ, 液 ら の 妻 を 愛し な さい 。Jus Wafros, frijob qenins 
ij2waros! 

論 を 愛す る 者 は 自分 自身 を 愛す る 。Saei seina qen frijop, jah 
sik silban frijoP. 

私 は あな た の た めか な ら 命 を 捨て まし ょ うう 。 Saiwala meina faGr 
Pus lagja. 

私 ( 男 ) は 結婚 する 。 Liuga. (1 marry) 

私 ( 女 ) は 結婚 する 。 Liugaia im. (直訳 I am married) 

神 の みぞ 知る 。 Gu Wait. y 

流 は 父母 を 散 を 。 Swerai attan jeinana jah aipein peina. 

子供 た ちょ, あら ゆる 点 で 両親 に 従順 で あれ 。 Barna, ufhau- 
sjaip fadrainam hi all! 

次 欲 は あら ゆる 悪 の 根源 で ある 。 Wadrts allaize ubilaize ist 
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fafhngeigo. 

労働 者 は 報酬 に 値する 。 Wafrps sa wadrstwa mmizdons S. 

働か ざる 者 は 食う べから ず 。 Jabai hwas ni wili waGrkjan, 
nih matjai. (wili, matjai は optative) 

信じ る 者 に は , すべ て の こと が 可能 で ある 。 Allata mahtejg 
jamma galaubjandin。 Gst が 省略 され て いる ) 





10. こと わざ (Germanic proverbs, 
germanische Sprichworte) 


こと と わざ は 人 類 数 千年 の 知恵 の 結晶 で ある 。 ギ リシア の ホメ 
ー ロ ス は 紀元 前 8 世紀 に , こと わざ ・ 名 言 の こ と を 「 つ ば さ の 
生え を た こと ば 」(6pea pter6enta) と 呼び 、 ベ ー ュ ン (Hrancis 
Bacon) は “The genius,。 wit and spirit of a nation are 
discovered in its proverbs "(民族 の 天 分 ・ 機 知 ・ 精 神 は その 
こと わざ の 中 に 見 出さ れる ) と 言っ て いる 。 作家 の 名 句 ・ 金 言 
が 民衆 の 間 に 広まっ て , こと わざ と な っ た も の も ある 。 西洋 の 
場合 , ラ テン 語 や 聖書 に 由来 する も の も 多い 。 西 洋 の こと わざ 
を 始め て 収集 し た の は Rotterdam の Erasmus の 4d4g70727 
co7/ec/264 (Paris 1500) で あっ た 。 こ と わざ の 起源 ・ 形 式 ・ 教 
訓 ・ 修 辞 法 ・ 比 較 を 研究 する こと か ら 比 較 こ と わざ 学 (Daroe- 
miology く ギリ シア 語 paroimia こと わざ j rSprichwortkunde) 
と いら 学問 も 生ま れ た 。 以 下 に , Ida von Diringsfeld & Otto 
yon Reinsberg-Dtringsfeld: SprichwOrter der germanischen 
und romanischen Sprachen. 2Bde. Leipzig 1872-75 (reprint 
Georg Olms Verlag, Hildesheim 1973) か ら と と わざ ぎ 10 個 ほ 
ど を 選び , ドイ ツ 語 の 見 出し 順 で , ゲル マン 族 語 を 併記 する 。 
1. Irren ist menschlich. 誤 つ は 人 の 営 。 
低 F Irren is menschlik. 
オォ Dwaalen is menschelijk. 
エ To err is human. 
デ At tage feil er menneskeligt. 
ス Att fela ar menskligt. 
2. Je hoher Berg, je tiefer Tal、 山 が 高けれ ば 高い ほど , 
谷 は 深い 。 高 く 登 れ ば 其 る ほど , 墜落 の 被害 は 大 きい 。 
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低 ド Je hoeger Bom, je swarer Fall. 木 が 高けれ ば 高 
い ほ ど , 落ち た 時 の 公 我 は 大 きい 。 
Hoe hooger berg, hoe dieper dal 
The higher the mountain, the lower the vale. 
Jo hejere bjerg, jo dybere dal. 
HSgt pa pall ger djupt fall. 馬 に 乗っ て 高く な れ 
ば , 深く 落ち る 。 
Dess hggre berg, des djupare dal 
Pyi er falli0 staerra, sem hGsi6 er haerra. 家 が 高 
いか ら , それ だ け 墜 落 は 大 きい の だ 。 


. Jeder ist seines Glickes Schmied. 人 は 誰 で も 自分 の 率 
運 の 銀 竣 屋 で ある 。 運 は 他人 が 切り 開く も の で は な く , 
自分 が 策 く も の だ 。 

オ ElIk is een smid van zijne eigene fortain. 


エ Eyery man is the founder (architect) of his own 
fortune. 
デ Enhver er sin egen lykkes smed. 
ス HHvar och en 穫 sin egen lyckas smed. 
テア HvGr er sinnar lukku smi6ur. 
・ Kalte Hande, warme Liebe. 手 の つ あめ た い 人 は , 心 が 上 
か い 。 (島倉 千代 子 の 王 ) 
低 ド Warme henne, kale Liwe. 
エ Acold hand and a warm heart. 
デ Kolde haender, et varmt hjerte. 
ス Kalla hander, Warmt hjarta. 
. Keine Rose ohne Dornen.、 と げ の な いばら は た な い 。 
低 ド Kein hGs 6ne ms.。 ね ずみ の いな い 家 は た ない 。 
オ Geene rozen zonder doornen. 
エ No rose without a thorn. 
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デ Ingen rose uden torne. 

ス TIngen ros utan tGrnen. 

6. Kommt Zeit, kommt Rat. 時 が 来れ ば , 名 案 も 浮か ぶ 。 

低 ド Kinmt fid, kimt r&d. 

Komt tijd, komt raad. 

Kommer tid, kommer rad. 

Kommer dag, sa& kommer rad. 

Nar dagen kjem, sa kjem det rad. 

A morgun kemur dagur, og DA4 koma r46. あす 朝 
が くる , する と 名 案 も くる 。 

7. Was Dreie wissen, erfahren bald DreiBig. 3 人 が 知っ 

て いる こと は , や が て 30 人 が 知る こと に な る 。 

オ Geheim van een Weet God alleen: geheim van 
twee wordt ligt gemeen: geheim van drie Weet 
iedereen. 1 人 の 秘密 は 神様 だ けが 知っ て いる 。2 人 の 
秘密 は 容易 に 知れ わた る 。 3 人 の 秘密 は 誰 で も 知っ て 
いる 。 

Three people can keep a secret if two are awWay. 
Hvad tre vide, erfare hundrede. 

Det som tv& veta, kommer snart til den tredje. 
Dat ein veit, dat veit ingen: dat tvo Yeit, dat 
Yeit alle. 

8. Wes Brot ich esse, des Lied ich singe. 私 は パン を く 

れる 人 を た た える 歌 を 歌う 。 王 に 仕え る 詩人 は 王 を た た え 

る 歌 を 歌う 。 

低 F ド Dessen brod 所 ete, dessen wort 所 spreke. テ 

オ Wiens brood men cet, wiens woord men spreekt. 

ェ Let every man praise the bridge he goes over. 

( 昔 は 橘 を か ける こと が 難 事 業 だ っ た ) 
デ Dens bred jeg seder, dens vise jeg qveder. 


ささ N% き 


NN 
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ス Dens bro6d man ater, dens visa man qvader. 
ノ Pan som eg et med, dan held eg med. 一 緒 に 食 
事 を する 相手 と は 仲良 くす る 。 
9. Wie gelebt, so gestorben. 人 は 生き 方 に ふさ わし い 死に 
方 を する 。 
低 ド Wei gut leewet, de gut stirWet. 
オォ Zulk leven, zulk einde. その よう な 生き 方 , その よ 
うな 終わ り 方 。 
He that lives wickedly, shall hardly die honestly. 
Hvo som vorlgs lever, han gerelgs der. 
Agel6s lever, arel6s dGr. 
HHv6r hann lifr aerliga, deyr zerliga. 正直 に 生き る 
人 は 名 替 を も っ て 死ぬ 。 
10. Wie gewonnen, so zerronnen.、 あぶ く 銭 は あぶ く の よ う 

に 消え る 。 

低 ド F Met de tromm gewonne, met de HGt verspeelt. 
太 疲 を た た き な が ら 入 っ て 来 た お 金 は , 笛 と と も に な 
く な る 。 

Ligt gekomen, ligt gegaan. 側 単 に 手 に 入っ た も の 
は 人 簡単 に な く な る 。 

Lightly come, lightly go. 

Som det kommer, sa gar det. 

Det 1att fas, det 1Att f6rgas. 

Tlle fenget er snart gjenget. 

Hvor hann aflar f synd, ey8ir 《 synd. 罪 を お か し 
て 得 た 人 は , 罪 を お か し な が ら 使 い は た す 。 


* 


1 


ド 】 


に 才 | 
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次 ぎ に , 英語 ・ ド イツ 語 … フ ラン ス 語 ・ ス ウェ ー デ ン 語 ・ デ 
ンマ ー ク 語 な どの と と わざ 2 万 を 収集 し た Jens Aage Stabell 

Bilgrav : 20.000 Proverbs. Copenhagen 1985, 894 pp. (For- 

]aget Proverbium, Aegirsgade 10, 2. th. 2200 Copenhagen 

N, Denmark) か ら 原 著者 の 許可 を 得 て , 押絵 と と も に 6 点 を 

掲げ る 。 

11. (Bilgrav No. 82) More men die of drink than of thirst。 
Hunger and thirst scarcely kill any, but gluttony and 
drink kill a great many. 

ド ES ersaufen mehr Leute im Wein als im Rhein. 
ス Det r fler som drunknar i glaset an i havet. 
デ Der dreebes fler i kro end i krig. (kro 酒場 ) 





82 jiungerondihbst scorey ki oy butgluttony ond drink kg 
greor lon 
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12. (Bilgrav No. 84) Wein,。 Weiber und Wirfelspiel ver- 
derben manchen. 
Wine and wenches empty men's purses. 
Vin och kvinnor gora visa mn galna. (galen 狂気 の ) 
Vin, kyinder, penge og gere ger galne af yise. 





84 ein Melber und MG7ekspiel uerderben monchen, uers 
merken ui 
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13. 


(Bilgrav No. 109) There is no friend but knowledge. 
友 が な く て も 知識 が ある 。 

Solitude is often the best company. 

Ein gutes Buch ist der beste Besuch. 

Vis man 条 aldrig ensam. 

IMand er ej ene, om han end er ene. 











109 Tere sno/iend tu Knowledge. 
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15. (Bilgrav No. 374) Arm und reich gehen selten gleich. 
Birds of a feather flock together. 
Likt alskar Hikt、 
Lige bgrn leger bedst 


14. (Bilgrav No. 285) Anything for a quiet life. 
人 river and a mountain are good neighbours. 
A secluded life is the happiest. 
Abseits wohnt sich am besten. 
Avsides iro ar bast att bo。 
Den der lever stille, lever godt. 











9 dd 
NNW HB 放 い い 
RYNR4OMU 2 NM 


285 4ning or og quet 
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16. (Bilgrav No. 800) The golden age was never the present 
ge. 
Die alte Zeit war immer besser. 11・ 主要 ゲル マン 語 叔 (1870 語 ) 
Alla tala om den gamla goda tiden. 
Den forgangne tid synes altid bedst. 


Glossary of 1870 basic Germanic 
Word forms 


本 書 に 出 て 来 た 語 薬 の うち , 基本 的 な 1870 語 を 選ん で abc 順に 配 
列 し た 。 現代 英語 と ドイ ツ 語 は 除い た 。cE は ae に ほぐし た 位置 に , 9 
(eth) は d の 後に , P (thorn) は t の 後に 。 ノル ド 諸 語 の 9 る 知 
6 な ど は 2 の 後に 置い た 。 語 釈 は 英語 や ドイ ツ 語 に し た 場合 が ある 。 
低地 ドイ ッ 語 (M の ) は 高地 ドイ ツ 語 (2) で 語 羽 し た 。 











Aaft 7. = の Obst Ahugi 2 m. 関心 
aan 2 の. to の an airpa go f. earth 
Aantem が 7. 三 の . Enten aipein go f. mother 
sarde gd. earth ak go/ (not.…) but 
achter 2. の hinter al 6 al 
a0 lokum zs/. at last al 7 が. 7 0 すべ て 
aOrir 25/. Other people al wat huizen zd7. 
aeghwyl6 ze. each a good many houses 
品 rest 2e. earliest dz old 
af go/ from aldri 7 0、neVer 
af dg. が of from, by aldrig 2. sp. never 
= af pyi (&6) 7 because aldrnari sm. 命 を 状 ら 者 。 火 
00 7egolden oge uos newer he rawent ge afkomandi sm. 子孫 aldur is mr 合 
ata 29/ 得る all 2 ニ g schon 
afletan go た 許す allai go/ all people 
&fram fs. 前 方 に allaize go/ allai の gen。 
afaides go. 辺 郎 な allata go everything を 
aftur 7S/. again alle 2.0. all pl 
aften gg. evening alle Dage z =g alle Tage 
agel6s sp. 名 益 た し に alle vegme dz. everywhere 
Ageetur 5 優秀 な alleen zonly 
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allens 2 の ーg alles 

alHir 5/ all people 

allra sp. of all 

allsrherjarrriki zs7 n, 統一 国家 

mlmennt 7s7 一 般 に 

als の When 

alt d2. sp. 2 の.757. all すでに 

altid 2. always 

alta d2. therefore 

Alpingi z7 m. 全島 会 議 , 国民 議 
会 

ama g の 7. DreD. On 

and su. duck 

And-en sp. the duck 

andern sthe spirit 

andamahti go4 nevening 

andanahtja waGrpanammma go た 
夕方 に な っ た 時 

angeld 2. の, angelte 

annar 757. other 

amnarstaOar 7s/、 他 の 場所 で 

snnen が の. other 

amnern が の . 三 み andere 

amnet が . of annen 

ansikt sp. face 

answemmen 7 三 ム ange- 
schwommen 

aptr gz. ady. back 

人 r gk 早く に 

ar alda Z. 時 の 始め に 

ari0 fs in the year 

88 2. 三 の als, wie 

a8 7 … し た 時 に 

Asamt 2 と 一 緒 に 





ssatr zo 下 アッ 信仰 

人 Askr gz.m. と ね りこ : (北欧 神 
話 ) 最初 の 男 

ssg 4 m. 神 (Odin, Thor な ど 
の 神話) cf. Oslo, Osborne 

Astugr g み . 愛 に 満ち た (8t 
愛 ) 

at gz. 不定 詞 , conj. that 

at が 57 不定 詞 : prep. to 

atburWur fs. m。 出来 事 

att sp. conj. that 

atta go m. father 

atter gz. again 

Aug6 go n.eye 

aY s2. の . Of from, by 





Byer End 2 ニ の aufrecht ま 
っ すぐ に 

swerleep 7. = tberlief 

awer8t 29. 三 の. aber 


Baarge ヵ . ニ の Berge 

bairan go 運ぶ 

banke dg フック する 

bare zo. only 

barn 2. sw. 0. 5 go6 nm. 子供 
(原義 : 生ま れ た 者 ) 

bawen zg. ニ g@. oben 

be pam pe.… ge. because 

bee ze. dat.& pl of boc 

bedrevet dz. 門 し ん で 

Beed z. =g@ Bett 
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beewden ヵ ニム bebten 

bekend zg7. famons 

bekymret dz. 悩め る 

ben e. to be 

ben z Tam 

bent 7 you are 

beodan ge. st.2. offer 

beon ge.to be 

bera js/ 運ぶ 

perg が nm. 音 。 断崖 

bergvagg su. 絶 磁 

bern 7 child 

besoge dz. 訪問 する 

bestur zs7 best 

besynderlig 不思議 な 

bet z ニ み bis 

betri fs better 

bi all go あら ゆる 点 で 

bidd z = bitte 

Dieja ss: ち う , 頼む 

biens bo sy. 欠 峰 の 巣 

bij 0 = bei 

bil in. interval 

bin 7 ich bin 

binde zo. to bind 

binme 太 た we are 

binnen zinside 

Diskupsst61 js m. 司教 座 

bj6 2 pt of bGa 

Bjergyn fs Bergen 

bjGrmbar sp.n、 き いち ご 

blanda mer f mlin is/ 事件 に 
介入 する 

blank 2. 三 の klar 浴 ん だ 








ple zo. pt of bli 

pler 2z. pt of blive 

bli zo. become 

biHijven zd7. remain 

plitt zo. pp. of bli 

blitzd 7. = bjitzte 

blive 4. become 

blomma sp. fower 

Bloot 7. = Blut 

blywen z2. 9. bleiben 

bo gz. sp. 70. to live 

bec ge. book 

boek xd7. 7 book 

bog d2. book 

bok sp.0. book 

b6kmenntir 7s/ EpL 文学 

BSmer zd. の Baume 

bondeepos zo. 則 民 八事 講 

boos 7. angry 

Booshait dg. Bosheit 

borg 7 f 都市 

borgarstri⑩ zs7. n. 市 民 隊 争 

bort な . 5 の .20. away 

borte dz.20. away 

bote ebut 

jpraips go。 broad 

prenne 0. 燃え る 。 燃やす 

Bretlandseyjar is. EpL British 
Jsles 

breyta 25/ 変え る し 4 

briggan go bring 

brod z7. ニル. Brot 

br6dir fs m. brother 

broe 太 訪 gbread 
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brood 7. bread 

prot z2 ーg Brot 

brepar go brother 

bruder 必 洲 7 brother 

brGke 7 to use 

brun og DA 2 あざ だ ら け に 
な っ て (black and blue) 

brunnr 2z. m. 泉 

bruukst z の の brauchst 

brunsde x2 = ニム brauste 風 が 吹 
いた 

bryta sw. to break 

bred sp. bread 

bregd 42. bread 

brGst sp. breast 

bea zs/ to live 

Bilgen zZ. ニ の Wogen 

bin z2 = の jch bin 

bund 22. bottom 

buten z9 = の drauBen 

Butt 2 = ニ み Butt ひら め 

Battje 2 ひら めさん 

bup (buth) e. they are 

Bixen z2. 。 Hosen ず ぼ ん 

by 7 =g bei 

by dz. sw zo. town city 

bygd zo. 下 科 沙 

byggia gz. to live 

bmsre dz.z0. to carry 

birgad sy. 隠さ れ で 

b6cker sw. pl.of bok 

BSrja s2. to begin 

pgrn gz.z の . が of barn 





eid ze child 
comde econld 

crmft oe. 術 ( ラ ars) 
cnnnen eknow 
cwepan ge. st.5 to say 
cyning ge. m. kipg 


da 2. zo. then 
daar.…an 7 ーg daran 
dacht 7 = ニ の dachte 
dag が 7. 7. の . 0. day 
dagr 2. m. day 
dags go m. day 
dagur 7 m. day 
dait z7 の er tut 
dal 24.s2. 0. valley 
dalnr ix/ mvalley 
dan zd7. then,than 
dar z の ー da es 
das 


dat み d7.777. 07S ん pron. (dem. 


rel). conj. that 
datter ZZ. sp. 0. daughter 
datr go n. door 

de x7 ニ み der。 die sie 
de 2 が the 

de 2.sp の. they。 the 
dei が day 

deila sr 不 和 争い 
dejlig 2 美しい 

dem gc. sy. zo them 
dens gg. 5 の. 20. Of 半 
der zo. there 

deraf dg.of it 
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derfor 7.zo. therefore 
derfra Z. 2 の . from there 
derhos dz.z0. thereby 
derp& dz.X0. on 直 
dersom gg. if 

dert が 4 from there 
dem djupare 0. the deeper 
dess hggre zo.the higher 
det dz. s2.20. it the 
detta sp. this 

deze zd7. these 

deyja gz. to die 

die 7. rel. pron. 

die 7 pt of dwaan 
dien 7 pp。 of dwaan 
digr gz. thick 大 っ た 
digter 2. poet 

ding zd7. thing 

員 t 7. this 

dit 2 な . 0.20. そ と へ 
djapt fall sw. deep fall 
do z2. ニム da 

d6 7 pt of deyja 

doch 7 が 1 do 

docht 7 he does 

dog yy. pt of d8 

Dehr z2. = み Tir 

dom sz. 判断 

door の da, dorthin 
door 7 三 d.durch 
doorn zd. thorn 

doot z の . の tot 

dra zo. 行く 

dra(ga) s2. 引く 









drack sp. pt.of dricka 

dragit ssup. of dra(ga) 

dratt z0. pp. of dra 

dranmr gz m. 送 

drawen が が 6. to draW 

dricka sp. to drink 

drikke dz.z9. to drink 

drinken xd7. to drink 

drog s の . 0. の of drag(ga) 

dromning d2. queen 

druckit su. sup. of dricka 

drypa s. 滴 ( し た た ) る 

drgm d4.0.dream 

dr6ja s2. hesitate 

dr6p sp. pt. of drypa 

du 22.s2. が 9. thou 

dn go/ prep。 to 

daizend xthousand 

dam gg. s2. 0. foolish 

dannerd 9. 三 の . donnerte 

dus zd7. thus 

danur 7. の teuer 

dwaan 7 が to do 

dwalen 7 誤る 

dy の dir, dich 

dy 7 conj. that 

dmlir is 谷 に 住む 人 々 (Gale- 
dwellers) 

da sp. then 

dirfore s2. therefore を 

d6 sp.to die 

d6d sz. dead 

deHia sig se. 隠れ る 

dett sy. sup, of d5 
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earder zz. earlier 

earat 7 が . 最初 に 

Edda [etta] 7s/ エッ ダ (北欧 
神話 資料 ) 

eeklig 2 の ニム ekelig 

een 2 の. a, an 

eens 7 が 7. once 

eer 2 の 三 の jhr 

eeten 7. 三 . sie aen 

efter ZZ. according to 

eftir js after 

四 7 1 ich 

egen 4.2. が の . 自分 の 

ehr z の = の jihr 

ei z0. ayan 

eiga ZS7 所 有する 

eiga fnndi zs7. 開催 きれ る 

eigi 7 not 

eimi is 下 火 , 濃 畑 

ein 07S を ma an 

einde の 7. 終わ り 

einkum 5 特に 

einn が s/. one 

eit 207S を na, an 

e) sy. 2. ( 右 語 ) not 

ek 7 also,」auch 

ek se.oak 

eld 07S を 王 g の . ild 

eldr gz. m. fire 

elk 27. every 

eller d2.s2. 0. or 

em z9. = ニ g の jihm 

mbla gz 人 に れ : (北欧 神話 ) 
最初 の 女 cf Askr 








en gd4.s2. 0. an 

en 7.77. and 

en 750 し か し より も 

enda: det enda sw. the only 
thing 

enda fs/ (DPt endi enti) 終わ る 

endast が 7. 続く 

endnu 7. まだ 

endog 2. … で さえ も 

enen カ の einen 

engang の 2.0. Once 

engi ax/ nobody 

englis6 oe. English 

enhver 2. の . every one 

engom 2. の . 孤独 な 

ensomhet zo. 孤独 

eptir is/ after 

er が there 

er…Yan 2 の = ニ . davon 

erfare gz. 知る 

et 42. が 0. a, an 

et par 2.0.a couple of 

eten が e. が の. eat 

ett s2. one 

eventyr d7.20. nm 意 話 

ey9a zo/ 消費 する 









fadrainam go/ 両親 に 
feder ge. father 
fagur 7 美しい 
faihugeigo gor 食欲 
falle の . 倒れ る , 降る 
falHi8 zs/ the fa 
falt zo. pt pp. of falle 
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fan が prep. of 
fann sp. pt. of fnna 
fannz 7S/ pt. Of Rnna-ek 
far 2. sp. 2 の. father 
fara が 5 行く 

fast z 王 の fest 

fagr go7. prep. for 

fela sp. 間違え る 

fellr 2x. ぐ falla 落ち る 
femget zo. 得 ら れ た 
ferre 66. far 


fold js. 大地 

for ZZz. zo. conj. for 

for at.… gz. する た め に 

fr zs/. pt. of fara 

f6r svo, a8..、 が 7 と いう 半 果 に 
な っ た 

fordi 2. because 

forelske sig 2. 恋 に 落ち る 

forferer ZZ 誘 癌 者 

fornkys0i 27. n. 古 主 

formgden d. 必要 た 


flertaal 777. ( 三 ndl. voertaal) 日 | fortmim z. fortune 


常 語 , 常用 語 
名 kk zo. pt. of 偽 
fimf go five 
findan ge. st.3. to find 
finde gg. to find 
finna sp. to find 
finnarak 2. … が ある 
fjaOralauss 757. 羽 な し に 
fjower 7 four 
人 iril yy. butterfy 
flere 4.0. several 
feka sy girl 
負 ega 7. to HY 
fgen z ニー の fogen 
HGt z2. ニ g@. FIOte 
fyga sp. to fy 
錠 ja ZS7. 逃げ る 
fytja-sk fs/ 移る 
flgfe zo. cream 
flgyte, yzO7S% 王 flote 
foar 7 before 
fod-sti z. 小道 





forpan ee. because 
Te6ten 7. = の FGBen 
fr& が . from 

人 aisan g97. 誘 巧 する 
fraistubni go/.f, 誘惑 
fralusts go7. ff 滅び 
fram ge. from 

fram sp fOrWard 

fram a0 79 … ま で 
frammande s. foreign 
fremman e.tO do 
Tries が 7 フリ ジア 人 
frigman ge st.3. t0 ask 
frij6n go7. to love 

fro efrom 

fr60ur 7. wise 

Tru の Frau 
frumvarp zs/ n. 提案 , 法案 
Tryslk 7 フリ ジア プ 語 
frsegastur 7S7. most famous 
fregur fs famous 

fan sp. from 
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fr6 sy. 種 (た ね ) 

fr6jd sw. 至 び 

fr6mj6l sp. n. 花粉 

fmgl 2. 0. 25 m。 bird 
full z7. の. fiel 倒れ た 
fumdo 7s/ pt. they found 
fing z9. = の fing 捕らえ た 
fingen の ニ み gefangen 
fanmnit sy. sup. of finna 
farate 娘 e. first 
fyrirkomulag js n. 組織 
fyrstr gz. first 

feedre 2z. pl of far 

fer fs/ he gets く fa 

信 lt sp. field 

信 rg sp. color 

felgesvend gg. 旅 仲間 

氏 ja sy. to follow 

fGra s2. to lead 
f6rgsnglig sp transient 
fSrgas sp. 去る 

frnimma sp. to hear, feel 
f6rr sp. 以前 に 

frrinma s2. run forward 
fGrst sp. first 

frsyinna sy. disappear 
地 7. が . 0.257 get can 
負 me dg.sp.20. 見 える 
fis sp. 得 ら れる 

信 tt 0. pp. of 信 








ge 2 みみ gehl 行け 
ga が. T go 
gaan xd が to go 





gaat 7. you go, he goes 

gaf 7. gave 

g&fust zs/. they gave themselves 

gaggam go let's go 

gaggan g0/ t0 gO 

galaubjands go 信じ る 人 

gamall zs/ old 

gammal sp. old 

gammel 2. の. old 

gang, en 一 が の 背 

ganga i gildi 7y7 発効 する 

ganske dz. quite 

ganB 2. 三 の ganz 

gap ginnunga 45/.n. 奈落 の 底 
(great void) 

gards go/. mhouse 

gan 7 が 早く 

ge, giva s2.to give 

gean /77.to go 

geane /77. they go 

放 Gar ge. n. year 

gecweden ge. DD. Of cweban 

geef みみ 





geern 2 の 三 gern 
geheim 2 秘 審 

geisa 25/ 荒れ 狂う 
gekocht 2 ニム gekauft 
geld gr money 

geleden zd7 ago 

gennem dg. through 
genom sp. through 

gera StO dO, make 
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Geridachoppen gg. 王 の Gerat 
schaften 

gerOur var ZS. Was made 

gerir fs7. he does (<gora) 

gerne dz. With pleasure 

geruhig ヵ . 三 の ruhig 

geta 0 で きる 

geven 2d7. to give 

geweest 7/. pp. of zijn 

gegien 7. pp. of zien 

giba go 天 剛 物 

giban go st.5. to give 

giek sp. pt、of ga 

gie 7 pt. of gean 

gien が DD. Of gean 

giet 7. he goes 

gik dz.pt of ga 

gikk 0. pt of ga 

giva stO give 

gekk yoysg 三 gikk 

gijenget の. まっ て 

gest 0. guest 

婦 gre の . to do, make 

gled 2. pt. of glide 

glide dz. すべ る 

g6a zo/ 輝く 

glyk gd. 9 の gleich 

gmage 2 の. かじる 

gneisti gz. m. 火花 

gd oe. good 

godt dg. ady. well 

gr ggood 

goed zg7. 物 , 品物 

gOe8 /77. gOOSe 





gOg 07S$ ん 王 gang, 0. 
gOor 2 ーー gar 

Goorn z の . ニム Garten 
gosse sp.boy 

goud z7. gold 

gracht zg/. 運河 

grsig が の b6se 
graunt が 66. grand 

grete Me. great 

grom の . 壮大 な , 立派 な 
Grniglkeiten z. 野菜 
gr66n ヵ の 三 の grtn 
groot %. 三 の grOB 

grut 7 great 

grgde の . 成長 ( く gro 成長 する ) 
grOn SO. green 

gr8nska sp.to be green 
gr6nt sp. the green 

Gud 4. s2. 0. God 

gl s2. yellow 

giing が の ー み ging 
giimngen 7 三 sie gingen 
gut 07% ん 王 gtt。 0 
gutt の. boy ( 三 S9. gOSs6) 
guP go7. God 

gyng, gie /77. pt Of gean 
g6fagur 9. noble 

gra s2.fS/. to do, make 
ga dz.s.20。 行く , 歩く 
gard dg.s. 屋 肖 テ 
gA&tt 0. DD. Of ga 











ha。 have gz.z0. to have 
aald z ー み holte 


ご 39 






































haar zher 
habben ze. to have 
hadd z =g hatte 
hadde zo.pt. of ha 
haddst 2 ニム hattest 
Hade sy.pt. of ha(va) 
hagnadur zs/m. 利益 
aihait go/ er hieB 
halda fram js/ continue 
haldast fram scontinue 
halen z7. to bring 
Han 777.pp。 of hawwe 
Han ZZ.s2. 0. he 
hann zs/ he 
har が her, their 
Har 22. sp.o.pr. of ha(ve, Ya) 
har zhigh 
Haremynt zo. 兎 羽 の 
hareskar zo 各 故 (skar 信 ) 
harfagri Z. 美 如 の 
hat 7 he has 
hatt 2 ニム gehabt 
hattar 7 mm 方 決 
hauhs go high 
havde 2.pt of have 
have 2z. to have 
haw Thave 
hawwe が to have 
hazer 2 が go thousand (ご ペ 
ルシア 語 ) 
he zg み ニー の er 
hebb ik z2 = habe jch 
hebben zz の . to have 
Hede ze. head 





heeft 2 he has 

heel 7 quite 

hefr zo he has 

heidr 2。 明る い 

Heimskringla fs E ノルウェー 
王 彰 史 

heimastr9 7 n. 世界 大 肖 

heit 7 father 

hel hele zo 全体 の 

hele Yerden z. 世界 中 

Helpt ニム hi 

helata zx/ especially 

hen 2 = hin 

hen 2 away 





hen z7. to them, ihnen 
hende 2z. to her 
hendes 24. 彼女 の 
hendi zs7 dat。 of hond 





hengaan zhingehen 
henin z2 = hinein 
henne z の Hand 





heppinn 7 happy 

here ze. their 

herin 2 ニ g herein 
herriig dz 立派 た 

Herup z = herauf 
Heruphaald zheraufholte 
heraut の ニム heraus 
hest z2. 王 み hast 

het z7. (neut.) the 

het zo.pt. of hete 

hete zo … と いう 名 で ある 
Hett の ーg sie hat 








hett zo.pp. of hete 
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hette zo.pt.of hete 
hette sp.pt.of heta 
hetzelfde gd7. dasselbe 

ji ze. they 

hiene が we had 

Hieran ge. w.1b. hear 

司 zhe 

jilse p& zo. greet 
Himinn sm. 鶴 

himins go m heaven 
himma daga go/ today 
Himmel 2. sky 
himmelfallen zo. 宰 か ら 沙 ち た 
Historie 22. 話 , 歴史 
Hiti sm。 熟 。 火 

hiu tagn 2. heute 

hja が she, they 

hjem 2z. (go) home 
Hjemme 2. (be) at home 
jir た here 

jnl sp. wheel 

Hiarta sp. heart 

tjrte dg. heart 

Ilaifs go m. bread 
hleifr zz. m. bread 
hnigandi zs/. 傾き な が ら 
ho yzO7sk 三 hun, の . 
hode zo. head 

hoe dieper z27. the deeper 
hoge z2 の hohe 高い 
holl z. halte 
H6nern zg =ーg Hihnern 
honom sp. to him 
honum js7. to him 








Tonung s2. honey 
hoop zd7. T hope 








oor z. Haar 
hG66rt gehGrt 
hoprulla くる くる 巻く 





honden van zg7. be fond of 

honw ze. how 

hreinn g み . 純 桁 な 

hrmeddr zz. adji。 と わい 

ha ze. how 

hais 2 house 

haizen 2 が pl of huis 

han zd7 their 

han 22.0. she 

hund 2. sp. 0 dog 

handrede 2 thousand 

hur sw. how 

hug dg. sp. 0. house 

hs 7 house 

Haser z. = Hiuser 

hGsi9 is the house 

itt z み ニム Hauschen 

hat 2 heute 

htt nn dmsen Dag の = の 
bis heutigen Tag 

hvad dz. what 

hwar och em se. every one 

hverfa zs/. 去る 

vergi 5 nowhere を 

hverr severy 

hyilken。 hyilket dz. which 

hyis dg.o 症 

vo gz. ( 証 語 ) who 

hvor 2z. where, how 
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hyorledes gz. how 
hver 7 every 
hver zshe who 
hwa go what 
hwas go/ who 

hwi ge why 

hym ze. him 

hyr ヵ み Hier 
hyran ze. 三 hieran 
hyt e. 半 

hiimder sw. hands 
hnder dz. hands 
harlig sp. 立派 な 
herri 7s/ higher 
hogg gz. nm 打撃 
hond gz hand 
h8f8ingi zs/ 普 長 , 貴族 
hef0u is they had 
hefu9 7 n. head 
hefadesta6wr 7. m. 首都 
hera sw. to hear 





1 の.s2. 0. adY. jn 

1 2z. ye (きみ た や も) 

1 z2 =Th (へ ー, 感嘆 詞 ) 
icke sp. not 

idrawen が edrawn 
jedereen 7.every one 
jemand z が . jemand 

ies warthata ん yzg の た he did 
iets xsomething 

jeu 777 century [ ラ aevum] 
igen dz. again, back 

ihalig s. hollow 








ik みみ の 力 go6 1 ich 

ikke Zg.zo. not 

ikkje yo7sg 王 ikke 

ild ge. fre 

ie zo, 悪く 

ir が 可 い 

ia an 

in tusken た between 

ind de. (go) in 

inde dz. (be) inside 

indtil dz. until 

ingen 2. sp. 0. n0 One, no, kein 

Tng6lfur, Arnarson 874 年 アイ 
スラ ンド 初 の 植民 者 

jnngaggam go/. enter 

inalapen z ニ み einschlafen 

intet gg. nothing 

frakur Irish 

ij sp ice 

ja ge.e. が he is 

人 an yr n. Tceland 

lslendingas6gur 930-1030 植民 

時 代 の アイ スラ ンド 人 物語 ( 単 

数 : -saga) 

jspolken we. spoken 

fsta6 js/ instead of 

it (neut.) the 

izwar go た きみ た ちの 

ior9 gz earth 





ja dg. sw が. 7es 
jaar zd7. year 
jabai go 正 

jag sw Lich 


ー146 一 





jah go and 

jaren zd7.pl. of jaar 

je zd7. Weak form of jj, jo 
jullie 

je hoeger zg7.the higher 

jeg dz.z0. 1 ich 

jem zg. の jedem 

jente zo. girl 

jer gor n. year 

jeugd zg. youth 

jier 7 が. year 

提 xtho 

jimmer always 

jo dybere 2. the deeper 

jo hejere 4.the higher 

jong zd7 young 

jord gg. zo. earth 

jordislk 2. 0. earthly 

jou zd7. thee 

jul 22. sp. 0. Christmas 

jmllie 27. ye 

哲 mmer zimmer 

jms gor ye 

juster 777. yesterday 





Kaalk z み = の Kiche 

kaam た pt of komme 

kafWe。 som var en drgm zo 夢 
だ っ た ュー ヒー (Hamsun) 

kale の cold 

kall sp. cold 

kalla ix. to call 

kamen 2 ー み kommen 

Kamer ヵ み . 三 の Kammer 





kann gor 1 know 

kapa is/ 外 奏 

kapp zo.: med と 送 争 し て 

katte zo. cat 

keen zg = の kein 

kejser 2z. emperor 

kemr gz. he comes 

kemaur she comes 

kendt dg. known 

lind xchild 

Kirehent86rn zg. 教会 塔 

jjem 07 1 come 

kjepp zo 杖 

kjare 0. dear 

klappa sw 叩く 、 喜 動 する 

rklekr g. 改 師 

kloeka sw. 億 

klok zo. clever 

klokke zo. 時 計 

INda aig sw 家 服 を 着る 

klder gg. pl 衣服 

kmappt s2. scarcely 

Knee 2. ニム KKnie 

knopp s つぼ みみ 

knieatt sp. 膝 ま づい て 

kkocht xpt。of kopen 

kehm の . 三 の er kam 

kom 2. れ 0. pt of komme 

kom Tcome 

koma 7S7 来る , 来 さ せる 。 ぽ 

koma ser saman z9/ 集まる , 協 
力 する 

koma mer saman um su に 
つい て 一 致す る 
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komarst i hendar zy … の 手 ( に 
落ち る 

komen z. to come 

komma sp. to come 

komme gz.z0. ア 7 to come 
komme efter gz. 真相 を つか な 
kommet 2. 0. PD。 of komme 
komt 放 he comes 
kone 2.zo. wife 
konge 2z. 0. king 
konungnr 7s/ king 
kopen 7 to buy 
Kopp 2 = Kopf 
korn ze 帝 物 

kr&ka 2 か ら す 

kreeg zd7.T got 

kregen zg7 we got 
krijgen zd7. to get 
kristinn 25. キリ スト 教 の 
Kroon von Sehuum ぁみ 

Schaumkrone 

krakla s. 柄 つ き 杖 
kalen sp. 愛 特 な 

kalle sp. 丘 , 塚 

kumm zg. , komml 
kan z 三 み konnte 
kunn の ーg konnte, k6nnte 
jkkanne 2. ヵ の . can, could 
kannen z27. can 

kunnt z ー み gekonnt 
knnstkammer ZZ 兵 物 館 
kuum z ーg kaum 

kyveda fs. 吟 じ る 
kyinna sw 女 














kyinnemenmeske zo, 女 の 人 
Tv6mo zz. pE 3.pL of koma 
lewam zd が pt of komen 
kyrka yy. 教会 

ke6pa sp. to buy 

kottr gz. cat 


1aat 2 ニム 1aB 

agde 2z. pt. of legge 

1agjan go 置く 

and zz.: nema 植民 する 
1andn&mama6nr 7. m。 植民 者 
1amdskostir sm.pl. 土地 の 選択 
1andsmenn 7S/ m.pl 国民 
1angs zalong 

1aten ニム 1assen 

1ausjan go 解放 する 

leden 2 we suffered 

1eden ze Latin 

leed xpt of Hden 

1eefde z2. Tlived 

1eep 7 ニ g lief 

leet 2 = の lieB 





1egende sy. 伝説 
1eggja is/ 置く 

1eike Z 遊ぶ 

1eikr 2.m. 遊び 

1ek sy 虐 れ 
1ekbroder sy 平 修道 
16ode ze. people 

1even xto Hive 
1sven eg to leave 
1ewe z み の adj. Hieb 
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1ewen 2 の. ーg の leben 

1eysingi 7s. m、 自由 民 

19 sr n. 軍 有 ワ 

JHiefde z2. love, Licbe 

liep zg7. pt of lopen 

ifa 2 が. 生き る 

jifmkier sr/ 生活 状況 

1igesom gz. just as 

JHigge 9. to lie, iegen 

Higt z27. easily 

生 den ad to suffer 

1ika salso, auch 

1ikr 2Zx. 同じ 

ija sw. ゆり 

iljekulle sg ゆり の 丘 

Hille dz. ヵ 0. Hittle 

litt z 少し し か 

lingm gor ( 男 体 が ) 1 marry 

1iugaipa im go (女性 が ) Imarry 

liv 2z.zo.n 生活 

1iwe z7 =g das Leben 

jiang sw. heath 

Jus sn、 潜 

Joks sat last <lok 終わ り ( 重 
詞 は 1oka, jjGka) 

lomme gz. pocket 

ongages and tonmges ye. 1an- 
guages (ロマ ンス 語 と 英語 在 来 
語 を 併記 する synonymic tauz 
tology) 

lopen 2. 本 み laufen 

Jopen zg/. to walk 

Jaft sy. 空気 

lnkka js 幸運 








ー149 一 


1ukke op gz. 鍵 を 開け る 
anefald 22. 気まぐれ な 
Iattje z み ニム klein 
Jycka sw. 幸運 

lyf e. Hife 

TLyfken 2 ニ み Leibchen 
lykke gz 率 運 

lyne dx.: det -r 稲光 が する 
lyts Hittle。 smal 

1mgge dz. 置く 

Jere 4.2o. 教え る , 学ぶ 
Hatt sp. easily 

gbe 2. to run 

16g zo n.pl 法律 

16glei9a Zs. 立法 化す る 


maagd の. 女 
maaket の . 三 の machst 
maal z の = ニ み mal 
Maan ヵ 9. ニ g Mond 
maar 7. but 

maer 2.m. 人 。 男 
ma6ar Sm. 人, 男 
man 2.s2. 0. の 人 は 





man s か 男 , 夫 
mam 2 の 三 の nur 
mand dz. 男 。 夫 


mamer 6. manner 
mann %o. 男 , 夫 
mamna 2。 男 の 
Wanntje z2. 小さき な 男 
mar 7. 三 の 7、maari e. but 
margir 2 many people 
mark gg. 野原 cE Danmark 


















mark zo. 大 地 cf. Hamsun 

marr g が 。 msea 

matta sp. じゅ うた ん 

meast 7 most 

med gz. with 

me9anm gz. while 

mee(brengen) zd7 三 の mit 
(bringen) 

meend z =ー み meinte 

meer 2 ー の mehr 

mega 4 力 が ある , で きる 

megandi 2. 力 の ある 

mei 7 with 

meiaje z2 girl 

mellem dz. between 

mem 7 mother 

men みみ man, 人 は 

men 2g. sp.zo but 

menneske gz. = Mensch 

menning 2 文化 <maOur 

mennta 2 教育 する [= 人 間 
(ma8r) に する ] 

menntalif sn、 文化 生活 

mens zd/。ー み Mensch 

mensehlik zg. 人 間 的 な 

meny が 6. many 

mer gz. to me 

mere gz. more 

merkur zs 注目 すべ き 

mestersvenn zo. 職工 長 

mestur zo. 最多 の 

met みみ with 

mevrouw gmadame 

mikill gx. 大 きい 











miklu Heiri smuch more 


people 
milli zz. between 
Mischen 2 み = Messing 





mit des の の damit 

mizd6 go 報酬 

moat 7 must muB 

moatte 777. must。 miissen 

medor ge. mother 

moeder z7. mother 

moest z7. muBte 

moeten 7. must。 mtlssen 

mooi の beautiful 

maor gz. S. 0. mother 

morgen 2. が 0. morning 

Morgenrood 2 ー の Morgenrot 

mosse の . 泥炭 こけ 

mosstuva s2. と け の 原 (tuva 基 
生 ) 

mmu8 2. s の . 0. mmOuSe 

mutt 9. 三 の mu 

my 2 の =g mir。 mich 

myeket sp. much, very 

myrkr 2 が dark, darkness 

minniska s2. 人 間 

marka s2. 気づく 

mrke ZZ. 気づく 

me s み 選 女 

mda oz. 苦労 の Mihe 

mgdre dZ.0. pl of mor 

mejlig sp. 可能 な 

mrk s2. dark 

megrk 2.z0. dark 

mal zo. 言葉 
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male seg 20. くら べ ぺる (male 計 
る ) 





の nach, zu 

m& fs 巡 す る : >t6kum し っ か 
りつ か ( く tak) 

naar 2d7. to, nach 

mafn 2.n. name 

nagaam 7. 調べ る 

nagedacht 27. nachgedacht 

mam6 go た n. name 

mat 4. night 

natt sp. カ 0. night 

nattgammal sp. one night old 

maust の. ポート 小屋 

nanwelijks.…of zd7. scarcely.… 
when 

naverteld x7. 三 nacherzahlt 

me ヵ の 三 の nein 

meme の neither.…nor 

ed 2Z. 0. の. (g0) down 

mede gz2 (be) down 

neffens 7 according to 

nefna zS/ to mention 

nefnd zo/ 人 委員 会 

nei 7 が . after,。 の nach 

mei zo の. no ( 奉 ) 

neist ア 77.。 next。nearest 

mema land 2z. 植民 する 

ner&t sp. … に 沿っ て 下 に 

netheles ze. nevertheless 

metop dz. just 

mevems z7. according to 








meygh ye. nigh (near) 
i s み きみ た ち 

mi gor not 

mich ニー み nicht 

mich meer = の nicht mehr 
miet xnot 

miks z. ニム nichts 

mj6fa 2 な. 利用 する 

mog x の 7 さら に 

nogen dz. some one 

moget ZZ. something 

nogle z.pl of nogen 著 王 の 
nhm z2. ニム (sie) nahm 
mokkrun zz 若 生 

mokku9 Zn. some 

mooit never 

nok gz. enough 

Norden sy. 北国 

rorrgn の. 古代 ノル ド 語 
mota fs7. 利用 する 

mu dg. now 

my dz. sp. 0. new 

mylenda ix 植民 地 

mytt sn ny 

myw, neygh ec. nigh 

nsslde 22. い らく さ 

merhed 2. 近所 

mmste z. next 

msten dz. almost を 
ngjes 7. 満足 する 

magon sp. some one 

magot sy. something 

ar 2. sm.z0. when 
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oan 7 の an e to at の 
cant 7z to, ti Laan 
oar 7 が 7 other 

oare 777、 over 

oarekant 777. … の 向こう 側 に 
och sp. and 

ocks& sp. also 

G9er Ze. other 

o9paet ge. conj. ti 
6eireir fs. 拓 pl 不 和 

of の の.777. or 

of 27. 5. あまりに も 
ofriki 7s/. tyranny 

ofte ZZ.0. often 

0g 92. れ の. and 

Ogen z2. = Augen 
oge& dz. zo. also 

okse 2 の . ox 

om 92.s2.0. about 

om natten dz. at night 
omdat 27. because 

ond 2. bad 

6ne zohne 

ook 2 dg. auch 
op 7.prep. on 

opt fs7. often 

op't 16st 7 at last 

6r gz. from 

orm sp へ び 

ormbnnke sw 羊 歯 (し だ ) 
ort sp. 植物 , 草花 
ortaard s が 庭園 

oud 7. old 

oven gz. above 





overraskelse zo. 艇 き 
6x fs/. pt. of vaxa 


Paabet 22. = の Papst 
park dz. sp. が 0. 公園 
pent zo. 美しく 
pickawart z 真っ 黒 の 
pike zo. girl 

PiBpatt の ニ み Fischerhtitte 
planta sw. 植物 

plass の. 場所 , 広場 
plocka se. 摘む 

por 5 の や ちや な ぎ 
port dz 門 

postb&t zo. 郵便 船 
prins dz. prince 
prinaemse dg. princess 
priga sp ほめ る 

Da 2.S2. が 0. DreD. On 
pakledt gc. 着 館 ら れ て 


qens go,f wife 
qiman go7. st.4. to come 
qyada s2. 吟 じ る 
qvmde d2. 吟 じ る 





rechten z. 三 の richtig(er) 
redan sp. already 

reef 2 の rieb こす っ た 
reet ヵ み ー み riB 引き 裂 いた 
regn dZ.rain 

regmbue zo. rainbow 

reip の 07S 綱 (rope) 

reis 7 trip 


三 352 ニ 








reisa 7s/. 建て る 

Teime z. 行く , 旅行 (する ) 

rejse gz. 旅行 (する ) 

resa si 旅行 (する ) 

Reykiavik fsland の 首都 ( 煙 導 
の 意味 874 年 ) 

reyna fo/ 試み る 

Ribben z2. 三 の Rippen 

richt や d z7. 9. richtete 

ridlik 77. か な り 

riep が. DE Of roepen 

rigtig d7. 正しい 

rijk 7. rich 

rike sy. 国 

Rikisdagar 7 m。 国会 

Rin 2Z. ライ ン 川 

rimdende de. 流れ る (Howing) 

ris 2 の .n. 枯 , むち 

rise 20. な ち で 打つ 

rit-h6fandur 7%7.m。 作家 

roepen が 27. Tufen 

roop 7. 三 の rufl 

Too8 7。 rose 

TOm S2. TOSe 

rota sz. 根 づ く 

rozen 7 が DI. of roos 

ruilden z2. の rollten 

rums go 大 きい , 広い 

rumdt 77. まわ り に 

ryg 9. 背中 

ryk 7 が 7. kingdom 

ratt se. 正しい 

red gz. 0. red 

TSvar sy. 盗賊 














rad 2g. so. 0. 過 告 名 案 
Tag s の らい 実 


sa gO. pron. その 

sa 0.Dt Of si 

sa 777. SO (その よう に ) 

sa ffer as it giet 7 as far as 
it goes 

gld の. 王 の sagte 

sade s2. pt. of Saga 

sidst の の sagst 

saei go/ rel pron。 Who 

safna 7S/ 集め る 

saga 49 サガ (散文 物語 ), 歴史 

sagde [sar] dg. Dt. Of sige 

sagt SO.DD。 Of saga 

sagt zo. PP OF si 

saiwala gr 弄 , 命 

mamband in。 連合 

samdi 2 pt. of semja 

samme dg. same 

samt 75 しかしながら 

sampykkia zs/. 承認 する 

nm アテ さよ うに 

att 0. DD. Of sette 

satte ヵ 0.Dt. Of sette 

a&ttmli im. 協定 

sawol.as 777. as well as 

mehalPt z2. 王 の soll es 

mehepen zd7.plof schip 訪 

schip 7. ship 

sehoom 7. beautiful 

sehre 7 . schrie 

sehreed z. 三 み schrie 
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schrijven ZZ. to write 
Schnuder 2 =Z. Sehauder 
schull zZ. ニ soll sollte 
sehallt ヵ 2. gesollt 
gchwester ん yzgor 姉妹 
mulan ze. should 

se ge. nom。sg.m。the 

8e 2 み アニ の sie 

8e 94. so. ヵ 0. to see 

me ud 2z. look jike 

ge ut sp.z0. Jook jike 
gedan ssince 

edert since 

Beeg が の sah 

seet みみ ニー saB 

Begg em の = sag jhml 
egia 22.t0 say 

gekkr が.m。 袋 

Bem 4 が .rel.pron、 which 
Bemja zo/ to write 

Ben s2 王 sedan 

geng dz. な の, bed 

se0 4. nom. sg. the 

setja 4& stofn zo 設立 する 
Bett gd ニ setzte 

gett sp.sup. of se 

sette zo. to put, to set 
8ettt 2 み ニム (er) setzte 
時 2 の. to say 

sialfr Zz. (one)self 

gi0ar gz. later 

Si0askrifti xs n pl 宗 導 飛 普 
gidr な . 長い 

Big dg. sp 














の sich 











Sig! 2z. =telll sag! 
giga な.to sink 

sige dz. to say 

sik gg sich 

silba go/ (one)self 

gind ze. (we, ye, they) are 
sinn gz 自分 の 

inteins go/ 日 々 の semoner 
可 人 andi 2 が. sitting 

Bitt カーム sitzt 

可 人 lfstaeOur 7 独立 の 
JAlv sp self 

gka sp. shal 

akal 2z.zo. shall 

gkall sw. shall should 
skam zo. shame 

gkrri zz 多少 よい 

ki [izo. ski 

mkida sy. ski 

skin 2 日光 

Bkjalfa 2 ふる える 

skje [je zo. spoon 

gkje je zo to happen 
gkjorta sshirt 

kjgnn [jonn] zo の. 美しい 
Bkjgnt [ont] zo。 though.… 
mlko ZZ. shoe 

skog sp 森 

gk6gr gz m. 閑 
skogsang sw. 森 の 牧場 
skole 2Z. zo. school 
koskur 7s/ Scottish 

gkott sp.n. 芽 ぐ skjuta 射る 
kriuwer 7 テ writer 
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skrive 7. zo. to write 
skrfver (1) zo. he writes 
gkriver (2) zo. writer 
skula go m. 負債 者 
gkalle ZZ. ヵ o. should 
gkGr 2Zz. 下 にわか雨 
skvett zo. 少し , 一 消 
skylda Zx.f 義務 
kyile ned 2z. ざ あ ぎ あ 降る 
gkomm of shame 
sk6n sp 美しい 

SIaap z2. = Schiaf 
glakte 2. 居 殺 する 
slakter zo. 肉屋 

glede zo. 村 ( そ り ) 

sleep z の = schlief 
mlet 22. わる く 

alet ikke 2z. not at al 
aliOrar, -ir 2 pl き や 
mlo zo.pt。of sa 





ー の (er) zog 

sluta sy. to finish 

sleret (1) sw the end 

ANtert ②) ssup, of sluta ( 終 
わる ) 

slgkkje zyzors を slokke 

8l& 2. se. 0. 打つ 

Ba nt sz. ( 花 が ) 開 く 

smamsaman xs/ 少し ずつ 

smecken z. ニケ schmecken 

smed dz. sy. zo. 銀 治 屋 

Bmeet sik z7. ニ の warf sich 

smid zd smith 





gmidur zs/ smith 
Bmablomat 22. 小さ な 花 
BNart 72. s2. の. soon 
Bmatter s み ガー ガー 鳴き 声 
Bm6 5 が. snow 

BO の. =ー の da 

s6kjan go seek, suchen 
s61 4. 下 sun 

SOm g4.s の . カ の rel.pron。 
som g7.s2. の. conj. as。 jike 
BOm om s2. asf 

somnad sz. 限り こん だ 
gortna 7 黒く な る 

soYe 4. ヵ 0. to sleep 
sovekammer 2. 容 室 
sovet dz. の . pp. Of sove 
spakr 2 か . い 





ニム spielen 

sprak 7. pt of spreken 

Drang sp.pt. of springa 

sprek 77. Tspeak 

sprelken 2. み 7. to speak 

sprekke 777. to speak 

spriek /7 た pt.of sprekke 

Bpringa stO spring (out) 

sprookje xstory。 Marchen, 
confe は 

sprufsen 777. pp. of sprekl 

Spysekamer ヵ g. ニム Speise- 
kammer 

SDgrge 2.to ask 

staan カカ の to stand 

stad 7 town。city 
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staur fsm. 場所 cf.borg 都市 

stam sw 音 

sted gg. 場所 

steden % の .pl. of stad 

stega 3 の 4g0 た 20 の Stiege 

gteimn yi07S を 王 sten。 が 0. 

stelm g.to steal 

stembacke sw. 石 の 地面 

aten gg. sp. 0. StOne 

sterven 7. to die 

tiarma og か. star 

gticka upp s ひ 上 に 伸び る 

gtierf z7. pt. of sterven 

gtinkt 7. に お う 

stirwet の er stirbt 

atod 2. れ 0.Dpt. of sta 

mt6d ヵ d. 9. stieB 

atofna fs 建設 する 

gtond 7. stood 

stor dg. sp. 6. 大 きい 

streek zd7. 撫 で た 

gtrijken 7. 撫で る 

mtripe zo すじ 

Btrypen 7. 三 の . Streifen 

stund 90. し ば らく の 間 

Stinmd z9. ニ の Stunde 

stumdum ox 時 折 

gtnmm の . 三 の stand 

staren 7.to send 

Stuw z. ニ g@ Stube 

stye sig gg が 0e7254 体 を 支 
る 

stygg 20.Ugly 

sterri gz.comp. of st6rr *bjg, 





Jarge' 

standig so. 絶え ず 
stink sp.n. 滴 ( し ずく ) 
st6rta sp. 突進 する 

ta gd2. sp. 0. to stand 
sih z. siehl 
silwst 7. 三 gselbst 
gmir Ssome people 
Sinn 2. の. Sonne 
sunnanvind sp. 南 風 
8Vag S2、 玖 い , か すか な 
svala gz. つばめ 

sValr gz. 涼し い 
gyartr 2 黒い 

gyarva s の まわ る 
syelta が . 負え る 
sver6 2 な .n. 合 

syin gm. 豚 (ぶた ) 
BYO sem が SUCh a8 
gylla sp. to swell 
svrma sp 粒 が る 
swWart の . 三 の . schwar2 
gWaswe g0/. ju ae 
8We go た の よう に 
gwemmen 2 の 7. 三 g の . schwimmen 
sweran go/ 覆う 
SWistar go た SiSter 

gy 20. 縫う 

Syd z. ニム Seite 
gyde we. side 
8Ymaskin zo の . ミ シン 
gyn ヵ の が ニム sein。 his 
gynd ge. 三 they are 
aynd go た E 罪 












856 








gga s の .to say (pt. sade) 

Smundur fr68i (1056-1133) 覧 
者 セー ムン ド (アイ スラ ンド の 
学者 ) 

smtta ZS 調停 する 

sspttir zs7.pL 調停 

gem9 ox 名 党 

Ba 2. 5 か. が の. S0, then 

ma lang dg. as long as 

Badam gg. s0. 0. Such 

Bag S0.Dt Of se 

galedes d2. と の よら に 


ta z0.to take 

ta 777. prep. to(ward) 

taal 2d7. プ 7 1anguage 
tage 2. to take 

tage feil 22. 間 選 える 

tal sp と と ば 

tale 2 な . 講和 

tali9 gsi js said 

taske gz. 袋 

tan 20. 三 reip, 075& 綱 
tecken sp.n。 し る し , きざし 
tegen zd7。against, toward 
telja fs7. 説得 する 

ten slotte 27. つい に 
tenne zo の. 明り を と も す 
teon ge. st.2 to pull 
terug が gzurtick 

tho 3 編 kg0 た the 
thnne-tua 9 が Mg0 た 12 

4 gz. し 始め る 

Gigus go 10 と いう 5 数 





tid が: 時代 
td zg7. 時 

ti g. … へ ( 属 格 支配 の 前 剛 詞 ) 
tilbake zo.adv. back 

tlhera sw. to belong 
tilnefndur zs/. mentioned 
tilt6lalega が 7. 比較 的 く tala 数 
fimabil is. n. 時 代 

time x の . 時 。 時 間 

ting の 物 

Tinntiig 7. 三 の Zinnzeug 
Girn sn. 池 。 逆 

to weddern syn 7 が 反対 する 
toen z7. when 

tog dz.pt. of tage 

tom z. 三 9. Zum 

tordne dg.: det r 雷鳴 
torn sn. thorn 

tosammen の. 三 の . 2u8ammen 
traf gg.pt. of treffe 

tr6 4z. ntree 

tredje sp. third 

trijen 7 三 dreien 

tro sp. が 0. to believe 

tromm z2. 大喜 

fr 757.f 信仰 

trss 人 We 4.: det -r sig 起こ と る 
tranga 3 か 押し 寄せ る 

tsiis た cheese 

tmjerke 7 church 了 
tajin 7 against 

tnnpus gor m. tooth 

tusken, in …. 777. between 
tnva sz 芝生 
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to uoysz two 

twa sy. two 

tveer 7 two 
twaitigjns go 20 

twalif go 12 

twee zg7. two 

tweede xsecond, Zweit 
twintig zg7. 20 

fy sw because 

tykk の. thick 

tykkes 2z. it seems 

tyYe 4.20 

tzo warthata 2 が go6 you did 
tekiferi Zs n. 機会 
tenke gz. to think 

人 mka sw. to think 
terepenge dz. 食料 騰 入 金 
t6Idn is pt 3.pl. of telja 
tr sp. 涙 


Pa ge.pl. the 
PA 2 が . が 9. then 

pmt 2e. sg.n。 the 

jmt ze. coni that 
airh go. through 
janga0 7 そこ へ 

Jar sem 2. rel adv. where 
Jat ge. that 

ata go. that, das 

了 patei go conj. that 
peins go/. thy, dein 
peir 2 2 they 

ess が . が. gen、 of pa8 
ji6 ye Y 





jing gz.25/n. 集会 , 会 議 
Yellir m.pl 会 議 平原 

電 nn 2 5 your 

jiuda gor m。 国民 

Jiudans go m. 王 

Jiudinassus go m. 王国 

玉 69 Zs people 

若 689veldi zs/ n. 共和 国 

Pora みあ えて する 

jell 2Zz.m. slave 

Ji Zs7. thon, du 

了 pi go thou, du 

puk go thee, dich 

pisundi go 1000 

PVi so な の で 


の. you 

wbils go わる い 

md 2 そ と へ (行く ) 
ude 2. そ と に (いる ) 
wden 2. without 
ndenfor dz. outside 
ufhansjan go/ 傾 際 する 
hreinn ox. 濁っ た 

mit が 27 from aus 





und hina dag go この 日 まで 
undan go .… か ら 

mnder sp.n. 奇跡 

underbar sp ふし ぎ な 
mndirrita zs/. 署名 する 





ng 2. 2. の YOung 
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inner 2. = の hinunter 
mnnr が. wave 

mns go ns。 uns 

mmsar gour 

mnz (=und es) go た. ti until 
mp 2 ー み auf 





upgeanm zg, 三 の aufgehen 
upgefleyt が の aufgestellt 
mpp s み . 上 に 


upphiminn gz. m. heaven above 
upp&t sp … に 沿っ て 

か ら 

し our 

Mt 7 が 7. out,。 aus 

mt sp そ と へ (行く ) 

wtam sp. without 

wten な の. without 

wti s の . そ と に (いる ) 
Gtlendigur z. 外国 人 

Gtlit sn 外観, 見 込み 
utaeende zo. 外観 。 容 次 
wuthollen 9. 三 の . aushalten 





Yader が の . father 
Yadsmk gz. 旅行 袋 

Yak zg7. 専門 

Yakandi Z み . 目 を さま し て 
Yakma sz. 目覚 め る 

Yald gk.n. 権力 

Yan z の of from 
Yan.…af zd7. from 

van gz 希望 

Yand 4. Water 
Yandringsmand 2 旅人 





Yankelmod sp. 気まぐれ 
Yann z0.n. Water, lake 
Yanrekia fs7. 怠る van- 欠い た 
Yar gk.n. 春 

Yara 7. 三 Var-a “was not” 
YarO gz.pt. of Ver8a 

Yatn z.n. 水 。 湖 

Yatn 07S を 三 Vann, 0 
Yaxa 9. 成長 する 

Yed gg. pres. of vide 

Yed 24.prep. … の か た わら に 
Yeel z7. 三 の 、 viel 

Yeel z7. many, much 

Yeit 2007 を preS。 Of vite 
Yeit 2z. pres. of vita 

Yej dz. way 

Yejr d2.n. weather 
Yelmegun 757.f, 福祉 (よい 力 ) 
Yelviljia6ur 57. 好意 的 な 
Yelskapet zo の. 形 の よい 

Yer, Yerre 7 の 7. far 

Yerden 7. の . World 

ver8a gz. 成る , 生じ る 
Yergaen 2 が .t0 sink 
Yergn66gt 9. 三 の 、 Vergntgt 
Yeri9 7. (have) been 
Yerkopen z7. to sell 
Yerksted zo.n. 工場 

Yers 7. fresh 

Yerslun zo 質 易 を 
Yerwiinschten 9 の . の ろ わ れ た だ 
Yet sp.pres. of veta 

Yeta sp. to know 

Yi dZ. 5 の . 0. We 
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Yide dz. to know 
Yidste dg,pt. of vide 
Yi9 zs7. we 

Yi8 7 … の 傍ら に 

Yi9mrikkenna fs 認め る 

Yil zo.pres. of ville 

Yilja sp. Wil, wish 

Yille dz. wi would 

Yinden の . to find 

Yinm 4z.m。 friend 

Yinden 7. to find 

Yinter 2. 5 の. 0. Winter 

virkelig dz. 本 当 の 

Yijsa se. 詩 

Yise gz. 詩 

Yimst zo の. きっ と 

Yit 2z.87.m. 知 企 

vita 4. 57。 to know 

Yite zo. to knoW 

Yiug 7. quickly 

Yolgen z7. to follow 

Yond 7.pt. of vinden 

Yoor for。 ftr 

Yoort 77. 前 方 に 

Y6r の . 三 の . Vor 

Yerh66rd z2. ニ g. verhGrt 

Yorlgs dz. 名 癒 た し 

Yerachrock sik の . ニム (er) 
erschrak 

Yoru 57 they were 

Yronw, vronwtje が の. Frau 

Yullen z7. to fl 

Yaxit sp.sup. of Via 

YY8age 2 が 6. face 





Yalja sp. 選ぶ 
YalHa sw. 湖 き 肌 る 
rd-en sp.the master 
Yardern sy.pl the value 
Yaere dz. to be 
Yasret dZ. pp. of vere 
Yarme sp. warmth 
Yixa sp.tO grow 
Volospa 2x.f. 下 女 の 予言 詩 の 
エッ ダグ 中 の 雄 篇 ) 
Yag s の . Wave 
Yard sp.n. 保護 
Yardag s2. 誠 の 日 


Waanden カ の 
waard 777. 
Waarom 7. warum 

Wes ge. Wa 

wahlt wy z2. = の wir wollen 
waiden um の. 風 に 吹か れ た 
wair go た m. 夫 。 男 [ ラ virl 
wairjpan g0/. Werden 

Yairps go/. 価値 ある 

wait go7. pres.1.3.sg, of witan 
Wanmen 9. wohnen 
wamneer が 7. when 

want が 7. because 

warden の. 三 の . werden 

waren 7. we were 

Was の. 三 の . war 

wat の . が 7 what 

water 97. water 

waurd go7.n. word 

Warkjan go7. to work 









watrstwa g0/. m。 Worker 
watrts go7.f, root 
waGrpams go. DD. of wafrpan 
weaxam ge. St. 7。tO groW 
wech の. の. Weg 
wedder zd. 9. wieder 
weder 2 の. wieder 
weer が 7. again 

weet zd7. 1 know 

wei 777 Way 

Wei z. の. Wer 
weihnan go 清め る 
weihs go/. holy 

weox ge.Dt.Of weaxan 
werd の . pt of worden 
werpen z の 7. to throW 
Werme 46. OrSG 

wesan ge.to be 

west 7 が. pp. of wW6ze 
wetter /77. Water 

weze 777.to be 

wie zd7. Whoever, Wer 
wie yi pt of we8ze 
wiene /7f. we Were 
wiens z7. whose 

wierp z7.pt. of werpen 
wigs go7.m. WaY 

wij 7.we 

wijs 7. wise 

wiljia go た m. wi 

wiljan go wv. wil 
wiman go/ to be 

wise, wison we. way, Weise 
witt z. 三 の weiB ( 自 い ) 














wol zd. の . wohl 
wonen が ex. to Hive 
woon z. (⑪) tve 
Woord 7. = の Wort 
woord zg7. word 

Ward z2. = の Worte 
word zich werde 
worden 27.to become 
wull 7. = の will wollte 
wiimschd dg. の gewtinscht 
ward か iich werde 
warde /77. inf werden 
warden 7 geworden 
wardt 7 er wird 

4 wirde 





yef me. yet 
yere 6. Year 

yfir Zz.75/. OVer 

yRrr86 77.n. 支配 枢 
Yknowe 娘 e. knoWn 

yleft ye. pp. of 1even 
ylond が e. island 

Ymir 2. ユミル ( 原 巨 人 ) 
mis is 往々 の 

ymn 7 im 

ynowe 2e. enough 
ynwenne 7 inhabitant 

Y8 76. 18 ルス 


2mak ヵ の . thing, Sache 
ag が が . pt. of zien 
zagen 2 we saw 
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zat 7. pt. of zitten 
ze 227. weak form of 約 
zee 7. sea 

zeggen 7. to say 

2ei が. pt. oOf zeggen 
zien 7. to see 

0 zshe, they 

jm xto be 

列 m 2 we (they) are 
nm 7 王 2jjn his" 
gitten x7. to sit 

zo 27. その よう に 
zomder z7、without 

zou の. べき だ っ た 
zouden z7. pt. of zullen 
zulk ヵ 27. such 

zullen z27. should 

zuaje 27. sister 


sre 2 の . 名 蒼 

serliga zo 正直 に 

mrt 4. えん どう 避 

ssir gz. DI、 神々 (単数 4ss) 
吾 27. 家族 , 一 話 





mettst6r 67. 家系 の 立派 な 
RYa の 2。neVer 





sdel sy. 高貴 な 
前 ska sw. to love 

Bm sp.than 

anda sp. 終り : ー hit こと まで 
ng sp. 履 場 

aimnu s2. even, st 

Br sp am, are, 9 

srel6s sw. 名誉 な く 

Bta sy.to eat 


9 4. の. island 

egjne 2. eye, eyes 

grloglauss 4 み . 運命 (orlog, n. pl.) 
の な い 

97, 07S ん 9, の, 


ofiagr oz. 力強い <o6 n. カ 


sz. beer 

dz. 世紀 

Snmnur 7.f of annar 
Sver 27. … の 上 に 


Td4. sp. 20. Year 
ts の. prep. … の た め に 














[ 下 宮 員 雄 (し も ゃ みや ・ た だ お ) 


1935 年 東京 生 。 1977 年 より 掌 習 院 大 滑 教 授 。 ゲル マン 語学 
比較 言語 学 専攻 。 主 着 :・『 ノ ルウ ェ ー 語 四 週 間 』 (大学 書林 1993), 
ヨー ロッ パ の 言語 と 文化 』 (1993),『 ド イツ ・ 西 欧 と と わざ 名句 小 
辞典 』(1994) ,『 ド イッ 語 語源 小 辞 典 』(1995!) ほか 。 
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